
ご使用後は忘れずに、電源スイッチを切ってください。

AJ-

Digital Camera/VTR

取扱説明書

ご使用前にこの取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくお使いくだ
さい。そのあと大切に保管し、わからないとき再読してください。

上手に使って上手に節電
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保証書は必ず「お買い上げ日・販売店名」等の記入を
確かめて、販売店からお受取りください。

製造番号は品質管理上重要なものです。お買い上げの際は、製品本体と保証書

の製造番号をお確かめください。

著作権（録画テープの取扱い）

あなたがビデオで録画したテープは個人として楽しむほかは、著作権法上、権

利者に無断で使用できません。

次の点にご留意ください。

・大切な録画（結婚式など）の場合は、必ず事前に試し撮りし、正常に録画・録

音されていることを確認してください。

・ビデオカメラ、本機およびテープの使用中、万一これらの不具合により録画さ

れなかった場合の録画内容の補償についてはご容赦ください。

保証書別添付

ご不要になったニカド電池はリサイクルへ

本製品にはニカド電池を使用しております。

ご不要になったニカド電池は、貴重な資源を守るために

廃棄しないでリサイクルにご協力ください。

電池仕様

ブランド

型　　番 AU-BP402

名　　称 充電式ニカド電池

電　　圧 12V

容　　量 4.4Ah

Ni-Cd
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お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するため、
必ずお守りいただくことを、次のように説明しています。

■表示内容を無視して誤った使い方をした時に生じる危害や損害の程度を
次の表示で区分し、説明しています。

■お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明しています。
（下記は、絵表示の一例です。）

警告
注意

このような絵表示は、気をつけていただきたい「注意喚起」内容です。

このような絵表示は、してはいけない「禁止」内容です。

このような絵表示は、必ず実行していただく「強制」内容です。

この表示の欄は「死亡または重傷などを負う可能性が想定される」
内容です。

この表示の欄は、「傷害を負う可能性または物的損害のみが発生する
可能性が想定される内容です。」

必ずお守りください。

設置について

落ちたり、倒れたり
して、けがの原因と
なります。

■不安定な場所に置かない！

火災・感電の原因と
なります。

■水場に設置しない！

禁　止 水場使用禁止

警告

本体に誤って指定外
の製品を使用すると、
火災や事故を起こす
おそれがあります。

■付属品・オプションは、
指定の製品を使用する！
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使用方法について 警告

必ずお守りください。

■コードを
・加工しない！
・傷つけない！
・無理に曲げない！
・ねじらない！
・引っ張らない！
・加熱しない！

火災・感電の原因と
なります。

感電の原因となります。
・点検・整備・修理
は販売店にご依頼
ください。

■本機の裏フタ・キャビ
ネット・カバー等をは
ずさない！

火災・感電の原因と
なります。

■機器の開口部から異物
を差し込んだり、落と
し込んだりしない！

火災・感電をおこす
おそれがあります。
雨天・降雪中・海
岸・水辺での使用は
特にご注意ください。

■機器が濡れたり、水が
入らないようにする！

火災・感電の原因と
なります。

■本機を改造しない！

■表示された電源電圧以
外は使用しない！

火災・感電のおそれ
があります。

禁　止

禁　止 禁　止

禁　止

分解禁止

分解禁止

火災・感電の原因と
なります。

■水場で使用しない

水場使用禁止

感電の原因となります。
点検・整備・修理は
販売店にご依頼くだ
さい。

■指定のカバー以外はは
ずさない！

分解禁止
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異常時の処理について

バッテリーについて

警告

必ずお守りください。

そのまま使用すると、
火災・感電をおこす
おそれがあります。

■本機を落としたり、破損
した場合は電源スイッチ
を切り、バッテリーをは
ずす！

そのまま使用すると、
火災・感電をおこす
おそれがあります。

■本機の内部に水などが
入った場合は、電源ス
イッチを切り、バッテ
リーをはずす！

そのまま使用すると、
感電・事故をおこす
おそれがあります。
・お買い上げの販売店
にご相談ください。

■本機の内部に異物が入っ
た場合は、電源スイッチ
を切り、バッテリーをは
ずす！

火災・感電の原因と
なります。
・お買い上げの販売
店に修理をご依頼
ください。

■煙が出ている、変なに
おいや音がする等の異
常状態の場合は、電源
スイッチを切り、バッ
テリーをはずす！

ショートや破裂、液
漏れなどをおこし、
けがややけどをする
おそれがあります。

■バッテリーを分解・加
熱しない！
火中・水中に投げ入れ
ない！

間違えると、バッテ
リーの破裂、液漏れ
により、火災・け
が・周囲を汚損する
原因となります。

■バッテリーは極性（＋、－）
を正しくつなぐ！

禁　止

電池は、お子さまの手
の届かない所に置く。
・万一、飲み込んだ
場合は、医師に相
談してください。

■機器使用のバッテリー
を、お子さまの手の届
く所に置かない！

禁　止
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設置について 注意

必ずお守りください。

コードの被覆が溶け
て、火災・感電の原
因となることがあり
ます。

■コードを熱器具に近づ
けない！

■ぬれた手でプラグを抜
き差ししない！

■ショルダーベルトを下
にたらさない！

ふれたり、引っかけ
たりすると、落ちて
けがをするおそれが
あります。

感電の原因となるこ
とがあります。

火災・感電の原因と
なることがあります。

■油煙や湯気が当たる場
所に置かない！

火災・感電の原因と
なることがあります。
必ずプラグを持って
抜いてください。

■プラグを抜く時は、コー
ドを引っ張らない！

火災・感電の原因と
なることがあります。

■湿気やほこりの多い場
所に置かない！

■本機を通気の悪い所で
使用しない！

内部に熱がこもり、
火災の原因となるこ
とがあります。
次のような使い方は
しないでください。
・本機を風通しの悪
い所に押し込む。
・テーブルクロスを
掛けたり、じゅう
たんや布団の上に
置く。

禁　止

禁　止 禁　止

禁　止

禁　止

禁　止 禁　止

お手入れ／バッテリーについて

感電の原因となるこ
とがあります。

■お手入れの際は安全の
ため、スイッチを切り
バッテリーをはずす！

本機の内部にほこり
がたまったまま、使
用し続けると、火
災・故障の原因とな
ることがあります。

■1年に 1度くらいは、
販売店に内部の掃除の
相談を！

バッテリーの破裂・
液漏れにより、火
災・けがの原因とな
るおそれがあります。

■指定外のバッテリーは
使用しない！

禁　止禁　止
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タイトル

落雷すると、感電死
につながります。
・広い野原では、ご
注意ください。

■雷が鳴り出したら使う
のをやめる！

■使用時は安定した場所と
充分な体勢を確保する！

■照明用ライトなどを使
う時はライト部に顔等
を近づけない！

高温になっています
ので、やけどをする
おそれがあります。

禁　止 禁　止

安全上のご注意

使用方法について 注意

必ずお守りください。

バランスがくずれ
て、落下して、けが
の原因になります。

■本機の上に重い物を置
かない！

倒れたり、こわれた
りしてけがの原因に
なります。

■本機に乗らない！

手がはさまれ、けが
の原因となります。

■カセットテープ挿入口
に手をはさまれないよ
う注意する！

禁　止 禁　止 指に注意

禁　止 禁　止

コードが傷つき、火
災・感電の原因とな
ることがあります。

火災の原因となるこ
とがあります。
・ビデオカセット／
バッテリーパック
は、取り出してお
いてください。

■移動させる場合は、電源
スイッチを切り、プラグ
を抜き、外部の接続コー
ドをはずす！

■長期間使用しない時は、
安全のためバッテリー
をはずす！

事故誘発のおそれが
あります。

足などの上に倒れる
と、けがをするおそ
れがあります。
・足などを引っかけ
ないようにご注意
ください。

■不安定な場所で三脚を
使わない！

■走行中／歩行中は、ファ
インダーの再生画を見
ない！

禁　止

死亡やけがにつなが
ります。

定格外のACアダプタ
を使用すると、火災の
原因となることがあり
ます。

■専用 ACアダプタ以外
は使用しない！

禁　止

事故の原因になります。

■走行中、運転者は操作
や観賞をしない！
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本機は、52万画素のオンチップレンズ付きM-FIT-CCDを採用した3CCDカラービデオカ
メラと、圧縮技術を搭載したDVCPROフォーマットのVTRとを一体化したものです。
特に、画面アスペクト比を16：9と4：3にワンタッチで切換えることができ、VTRへの
記録レートも、より高画質の50Mbpsと記録時間の長い25Mbpsに切換えることができます。
50Mbpsの記録では極めて高画質の画像が記録できますので、EFP用VTR一体型として、
最適の機能、性能を実現しています。
また本機は、小型で軽量、低消費電力に優れ、高画質、高感度、機動性、防塵、防湿性など
に優れており、ENG用としてもご使用いただけます。
さらに、カメラ部、VTR部共にデジタル信号処理を採用しておりますので、画質の一層の向上、
安定性の向上を図っています。
カメラとVTRの設定データは、世界標準のメモリーカードが使用でき、データ管理が図れる
システムを実現しています。

カメラ部の特長
本機のカメラ部の特長は次のとおりです。
・高感度 ：2000lux（F9）
・高S/N ：63dB（標準）
・超低スミア
・超低フレア

デジタル信号処理
標本化周波数18MHz、10ビットのAD/DA変換により信号処理をデジタル化しています。
画質、安定性、信頼性が向上するとともに、ビューファインダー画面の表示や、多くの調整／
セットアップ項目がメニュー化されました。

設定メニュー
ビューファインダ画面に表示される設定メニューで、状態表示やメッセージ、マーカー表示
などをコントロールします。ユーザーの都合に合わせて、各項目を表示させるかどうか、ま
た、表示させる場合どの状況で表示させるかを選択できます。例えば、本機が変則状態になっ
たことを知らせる！ランプ表示は、7通りの状況について表示のON/OFFが選択できます。
また、各種設定値や機能の選択、メモリーカードの操作などを実行します。

セットアップカード
PCMCIA規格の64キロバイト以上のSRAMメモリーカードを、セットアップカードとし
て設定メニューのデータおよび素材データを記憶させることができます。記憶させたデータ
を個体ごとあるいは撮影条件ごとに整理して保存しておけば、同じセットアップ状態を容易
に再現し、個体間でセットアップ状態を統一するのに役立ちます。
また、別売品のPicture Link（Pix Link）機能を動作させるためには4MB以上のATAフラッ
シュメモリーカードが必要となります。

高機能電子シャッター
内蔵の電子シャッターを使えば、動きの速い被写体でも、ぶれの少ない映像になります。ま
た、以下のような特殊動作モードも選択できます。
・シンクロスキャンモード：パソコンやワークステーションのモニター画面を撮影するのに
適しています。水平方向のしま状ノイズの少ない映像を得られます。
・高垂直解像度（Super V）モード：標準モードに比べ、垂直解像度の高い映像を得ること
ができます。

広範囲な映像ゲインの選択
設定メニューとGAINスイッチを使用し、－3dBから＋30dBまでのゲイン値を選択するこ
とができます。暗い所での撮影のためにゲインを上げても、S/Nが高いため、ノイズの少な
い映像が得られます。また、スーパーゲイン機能として専用のSUPER GAINスイッチを使
用することで30dBが選択可能になっています。
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ブラックバランス／ホワイトバランスの自動調整とメモリー機能
簡単なスイッチ操作により、ブラックセットとブラックバランス、ホワイトバランスの自動
調整ができます。調整値は、電源を切ってもメモリーに保持されますので、電源を入れるた
びにバランスをとり直す必要はありません。
ホワイトバランス用のメモリーは2系統あり、CCフィルター（クロスフィルターは3200K
に同じ）ごとにそれぞれ3個ずつ、計6個の調整値を保持できます。メモリーされている調
整値のなかから、照明条件に合ったものを選び出せば、本機は自動的にそのホワイトバラン
スに調整されます。（フィルターごとではなくて、2個のみにすることもメニュー設定で可能
です。）また、出荷時には、3200Kのホワイトバランス値をプリセット値として記憶させて
あります。調整時間がないときなどは、この値を呼び出して使うこともできます。

高性能ビューファインダ
・高解像度CRTがきめ細かな画像を映し出し、フォーカス操作を容易に行うことができます。
・低フレアのCRTを採用していますので、画面が見やすくなっています。
・メニュー操作により、画面の中心を示すセンターマーカー、有効画面領域を示すセーフティー
ゾーンマーカーを表示させることができます。
・大口径ですので、目を離しても画面は見やすくなっています。
・アイピース部を容易に脱着できます。アイピース部を取り外すと、遠くからのぞいても画
面の中央がぼやけません。
・ワンタッチで左右だけでなく前後にも位置を調節できます。

文字表示機能
スイッチの設定、ブラックバランス・ホワイトバランスの自動調整の状態や警告表示などを
ビューファインダの画面に表示する機能を備えています。
また、本機の電源として、アントンバウアー社（Anton/Bauer Corporation）のデジタル
マグナムシリーズのバッテリーを使用すると、ビューファインダの画面にバッテリー残量を
数値で表示することができます。

VTR部の状態を示す警告システム
各種警告ランプと警告音で、VTRの異常や、テープエンド、バッテリー消耗などを知らせます。
テープの残り時間は、ビューファインダ内の文字表示でも確認できます。

4枚構成のフィルターディスクを標準装備
CC（色温度変換）フィルターとND（ニュートラルデンシティ）フィルターを標準装備しています。
16通りの組み合わせの中から、被写体の明るさ、照明条件に応じて最適のフィルター設定を
選択できます。

自動絞りの基準値を微調整
自動絞り調整の基準値は設定メニューの操作で微調整できます。

オートクローズ機能
次の場合に自動的にレンズが閉じる、オートクローズ機能を備えています。
・ブラックバランスを自動調整しているとき
・オートアイリスモードで電源をOFFにしたとき

SMPTE/SNGカラーバー信号および基準音声信号の発生
SMPTEタイプのカラーバー信号を発生する回路を内蔵していますので、カラーモニターの
調整を容易に行えます。また基準レベルの音声信号を発生する回路も内蔵していますので、
音声レベルの調整も容易に行えます。
さらに通信衛星に送信するときなどに便利なSNGカラーバー信号の発生回路も内蔵しています。
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VTR部の特長

高画質を保証するための機能、回路
本機は、高画質を保証するために次のような機能（または回路）を備えており、高性能CCD
の利点を最大限に活かすように設計されています。
・AUTO KNEE回路を内蔵し、大信号を通せるワイドダイナミックレンジを実現
・2ラインイメージエンハンサー内蔵
・レンズエクステンダー使用時のシェーディング補正機能内蔵
・調整用のこぎり波発生器内蔵
・2レベルのゼブラパターンにより、スポットゼブラを含めた3種類を選択、ゼブラパターン
のON/OFF切換スイッチ

音声機能
・ファントム給電方式の鋭指向性マイクロホン（別売品）を取りつけることができます。本
体から取り外し、インタビューマイクとしても使えます。
・他のマイクも接続でき、マイクホルダーAJ-MH900P（別売品）を使えば本体に取りつけ
ることもできます。
・音声CH 1の録音レベルを、本機の前部で簡単に調整できます。

外部VTRによる記録

26ピン／12ピン出力アダプタ（別売品、AJ-YA900P）を使用して外部VTR（AU-55H、

AG-7450A＋AG-S745）を接続すると、内部VTRの代わりに外部VTRで記録ができま

す。AU-55Hの場合はコンポーネントビデオ信号で記録が可能です。

リモートコントロール

エクステンションコントロールユニット（別売品、AQ-EC1）を接続すると、カメラ部の機

能の一部をリモートコントロールできます。

デジタル方式

最新の圧縮技術を採用したコンポーネントデジタル記録方式で音声は非圧縮のPCM記録で、S/N、

周波数帯域、波形特性、微細部分の再現特性などに優れ、一層の高画質化、高音質化を実現しています。

特に、16：9（50Mbps）、4：3（50Mbps）、16：9（25Mbps）、4：3（25Mbps）、の4

種類の記録・再生が選択可能になっています。

レックレビュー機能

記録した最後の約2秒間を、自動的に巻き戻して再生しますので、記録内容の確認を速やか

に行うことができます。

再生機能

再生画像（白黒画像）をビューファインダ画面で見ることができます。また、本体のVIDEO

OUT端子からカラーモニターでカラーの再生画像を見ることができます。

タイムコードジェネレータ／リーダー内蔵

専用のサブコードトラックにタイムコード情報を記録し、再生することができます。

タイムコードの外部ロック

内蔵のタイムコードジェネレータを、外部のジェネレータにロックさせることができます。

また、内蔵のタイムコードジェネレータのバックアップ用電源としてリチウム電池を使用し

ているため、本機に電源を供給しない状態でも約1年間バックアップが可能です。

DOLBY NRシステム内蔵*

音声の長手方向の記録用ドルビーB回路を内蔵しています。

つなぎ撮り

VTR STARTボタンまたはレンズのVTRボタンを押すだけで、0～+1フレーム以内の精度

でつなぎ撮りができます。

ドルビーノイズリダクションは、ドルビーラボラトリーズライセンシングコーポレーションからの実施権に基
づき製造されています。
ドルビー、DOLBYおよびダブルD記号Uはドルビーラボラトリーズライセンシングコーポレーションの商標です。
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マイクキット
AJ-MC700P

ワイヤレス
マイク受信機
WX-RA700

ショルダー
ベルト

26ピン／12ピン
出力アダプタ
AJ-YA900P

バッテリー
ケース
SHAN-B220

VTR
ケーブル

VTR
AU-55H
AG-7450A＋AG-S745

マイクホルダ
AJ-MH700P

レンズ
（バヨネットタイプ）
FUJINON/CANON

5″EVF取付アダプタ
AJ-QVF900

5″EVF
AJ-VF53

5″EVF取付アダプタ
AJ-YA711

5″EVF
WV-VF65B/C

レインカバー
SHAN-RC700

ソフトキャリングケース
AJ-SC700H

三脚アタッチメント
SHAN-TM700

エクステンション
コントロールユニット
AQ-EC1

キャリングケース
AJ-HT900

CAMERA/VTR
AJ-D900W

バッテリー
ケース
AU-M402H

バッテリー
ケース／ホルダー

ACアダプタ
AJ-B75

カセットテープ
AJ-P5P33MP/AJ-P12MP
AJ-P23MP/AJ-P33MP
AJ-P63MP

セットアップメモリーカード
SHL-064HSRVS

Picture Link
アダプタボード
AJ-YAP900

クリーニングテープ
AJ-CL12MP

バッテリー
チャージャ
AG-B425

Panasonicバッテリー
AU-BP402

Anton/Bauerバッテリー

Sonyバッテリー
BP-90
BP-L60/BP-L90

Panasonicバッテリー
AU-BP220

Sonyバッテリー
NP-1

マルチコネクタ
ケーブル
SHAN-C12TCA
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電源部
1バッテリーホルダー

アントン・バウアー製のバッテリーパック（別売品）を取りつけます。

2DC IN（外部電源入力）端子（XLR、4P）

本機をAC電源で動作させるとき、ACアダプタAJ-B75（別売品）と接続します。

外部バッテリーを使用するときは外部バッテリーと接続します。

3BREAKER（ブレーカー）ボタン

機器を保護するために内部に過大電源が流れると、ブレーカーが作動し、電源が自動的に

切れます。

内部の点検、調整をした後、このボタンを押し込みます。異常がなければ再び電源が入り

ます。

4POWER（電源）スイッチ

ON ：電源を入れる時。

OFF：電源を切る時。

3

1

4

2
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アクセサリー取り付け部
iショルダーベルト取り付けフック
付属のショルダーベルトを取りつけます。

jライトシュー
ビデオライトなどを取りつけます。

kレンズマウント（バヨネット型）
レンズを取りつけます。

lレンズ固定レバー
レンズをレンズマウントkに差し込み、このレバーでレンズマウントリングを回してレン
ズを固定します。

mレンズマウントキャップ
レンズ固定レバーlを押し上げて、キャップを取り外します。レンズを取りつけていない
ときは、キャップをはめ込んでおきます。

nレンズケーブルクランプ
レンズケーブルを固定するためのクランプです。

o三脚マウント
本機を三脚に固定するときに、別売品の三脚アタッチメントを取りつけます。

pLENS（レンズ）端子（12ピン）
レンズの接続ケーブルを接続します。ご使用になるレンズについては、販売店にご相談く
ださい。

qショルダーパッド
本機を肩に乗せたとき操作しやすくなるように、このパッドを調節します。固定ネジ2本
をゆるめると、前後方向に位置を調節できます。

7

9

n

5

q

p

5

o

6

8
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音声機能部（1）
rAUDIO LEVEL CH 1（音声チャンネル1録音レベル調整）つまみ
AUDIO SELECT CH 1スイッチuを「MAN」にすると、側面のAUDIO LEVEL CH 1
つまみt以外に、このつまみでも音声チャンネル1の録音レベルを調整でます。

sMIC IN（マイク入力）端子（XLR、3P）
別売品のマイクロホンを接続します。マイク用の電源はこの端子から供給されます。

tAUDIO LEVEL CH 1/CH 2（音声チャンネル1/2録音レベル調整）つまみ
AUDIO SELECT CH 1/CH 2スイッチuを「MAN」にすると、これらのつまみで音声
チャンネル1、2の録音レベルを調整できます。
ただし音声CH 1のレベルは、前部のAUDIO LEVEL CH 1つまみrでも調整できます。

uAUDIO SELECT CH 1/CH 2（音声チャンネル1/2自動／手動レベル調整切換）スイッチ
音声チャンネル1、2の音声レベル調整の方法を選びます。
AUTO：自動調整をします。
MAN ：手動調整をします。

vAUDIO IN（音声入力切換）スイッチ
音声チャンネル1、2に録音する入力信号を選びます。
FRONT［MIC］：MIC IN端子sに接続したマイク入力信号になります。
REAR［MIC］：AUDIO IN CH 1/CH 2端子yに接続したマイク入力信号になります。
REAR［LINE］：AUDIO IN CH 1/CH 2端子yに接続したライン入力信号になります。

wMIC POWERスイッチ
ON ：マイクにファントム電源を供給します。
OFF ：マイクにファントム電源を供給しません。

xCUEスイッチ
CH 1 ：音声CH 1信号をキュートラックに記録します。
MIX ：音声CH 1とCH 2のMIX信号をキュートラックに記録します。
CH 2 ：音声CH 2信号をキュートラックに記録します。

yAUDIO IN CH 1/CH 2（音声入力チャンネル1/2）端子（XLR、3P）
オーディオ機器またはマイクロホンを接続します。

zAUDIO OUT 端子（XLR、3P）
オーディオ機器に接続します。音声チャンネルはMONITOR SELECTスイッチüに連動
して切換わります。

{DC OUT（DC電源出力）端子
DC 12Vの出力端子です。約100mAの電流を取り出すことができます。

s
r
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音声機能部（2）

音声機能部（3）

|ALARMつまみ（警告音量調節）つまみ
スピーカー~またはPHONES端子°につないだイヤホンからの警告音量を調節します。
最小の位置にすると、警告音は聞こえません。

}MONITOR（音量調節）つまみ
警告音以外のスピーカー~、イヤホン°の音量を調節します。
最小の位置にすると、音は聞こえません。

~スピーカー
記録中はE-E音を、再生中は再生音をモニターできます。
警告ランプや警告表示の点滅、点灯に合わせて警告音を出します。
PHONES端子°にイヤホンをつなぐと、スピーカーの音は自動的に切れます。

üMONITOR SELECT（音声チャンネル選択）スイッチ
スピーカー~、AUDIO OUT 端子z、またはイヤホンのチャンネルを切換えます。
CH 1 ：音声チャンネル1の音声が出ます。
1/2 ：音声チャンネル1と2のミックスされた音声またはステレオの音声が出ます。た

だし、スピーカー~とAUDIO OUT 端子zはミックスされた音声のみが出ます。
CH 2 ：音声チャンネル2の音声が出ます。

†MONITOR（音声選択）スイッチ
MONITOR SELECTスイッチüで1/2を選択した場合、イヤホンの音声を切換えます。
ST ：音声チャンネル1と2のステレオの音声が出ます。
MIX：音声チャンネル1と2のミックスされた音声が出ます。

°PHONES（イヤホン）端子（ミニジャック）
イヤホン（別売品）を接続すると、MONITORスイッチ†で選択した音声が聞こえます。
本機の動作や状態に関する警告音も聞こえます。イヤホンは十分な音量を得られるものを
おすすめします。
ただし、イヤホンをつなぐとスピーカー~の音は自動的に切れます。

|

}
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撮影（記録）／再生機能部（1）
¢ビューファインダ
記録・再生中に、白黒の映像を見ることができます。本機の動作状態や設定に関する警告、
メッセージ、ゼブラパターン、マーカー（セーフティーゾーンマーカー、センターマーカー）
なども見ることができます。

£PEAKING（ピーキング）つまみ
ピントを合わせやすくするため、ビューファインダ内の映像の輪郭を調整します。カメラ
の出力信号には影響ありません。

§CONTRAST（濃淡）つまみ
ビューファインダ内の画面の濃淡を調整します。カメラの出力信号には影響ありません。

•BRIGHT（明るさ）つまみ
ビューファインダ内の画面の明るさを調整します。カメラの出力信号には影響ありません。

¶ZEBRA（ゼブラパターン）スイッチ
ビューファインダ内にゼブラパターンを表示させます。
ON ：ゼブラパターンを表示します。
OFF：ゼブラパターンは表示されません。

ゼブラパターンは出荷時、IRE映像レベルが約70％以上で、85％以下の部分を示
すように設定されています。設定メニューで50％～110％以上の部分および一定
のレベルを示すようにすることもできます。

ß視度調整ノブ
カメラマンの視度に合わせて、ビューファインダ画面上の映像が最もはっきり見えるよう
に調整します。

®アイカップ

©ビューファインダ前後左右位置固定レバー
ビューファインダ¢の位置を前後左右方向に調整するとき、このレバーをゆるめます。

™アイカップ前後移動リング
アイカップ®の位置を前後方向に調整するとき、このリングを回します。

´ビューファインダストッパーネジ
ビューファインダ¢をカメラから外すとき、このストッパーネジを緩めてからビューファ
インダを取り外します。

£
§

•
¶

¢

©
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撮影（記録）／再生機能部（2）
¨CC/ND FILTER（フィルター切換）つまみ
被写体を照らしている光源に合わせて、フィルターを選択します。
メニューの表示モードが「3」（初期設定）に設定されている場合、このつまみの設定を切
換えると、新しい設定がビューファインダ画面の設定変更メッセージ表示部に約3秒間表
示されます。

■ツマミの設定とフィルターの選択は次の通りです。

≠シンクロスキャン調整スイッチ
シンクロスキャンのスピードを調整するスイッチです。－のスイッチを押すとシャッター
スピードが遅くなり、＋のスイッチを押すとシャッタースピードが速くなります。
パソコンモニター撮影などではビューファインダ内の横バーノイズがなくなる位置に調整
してください。

ÆWHITE BAL（ホワイトバランスメモリー切換）スイッチ
PRST ：ホワイトバランスを調整する時間がないときなどにこの位置にします。

3200Kのホワイトバランス値をメモリーしています。
AまたはB：AUTO W/B BALスイッチ±を「AWB」側に押すと、そのときのFILTER

つまみ¨の設定位置に応じてホワイトバランスが自動的に調整され、調整値
がメモリーAまたはメモリーBにメモリーされます。

FILTERつまみとこのWHITE BALスイッチを調整時と同じ位置にすると、メモリーされ
た調整値が呼び出され、本機はその値に応じたホワイトバランスに自動調整されます。
メニューの表示モードが「3」（初期設定）に設定されている場合、このスイッチの設定を
切換えると、新しい設定値がビューファインダ画面のWHITE BALスイッチ表示位置に約
3秒間表示されます。（例：「W：A」）

Æ

ß
̈

™

®

≠

́

フィルターつまみの設定 内容 撮影条件に応じたフィルター選択例

A クロス 光源をクロス状にする

B 3200K 日の出、日没、スタジオ内

C 4300K 晴天の屋外、雨天の屋外

D 6300K 海辺、雪山

1 CLEAR 屋内、スタジオ、暗い場所

2 1/4ND 曇天の屋外

3 1/16ND 晴天の屋外

4 1/64ND 夏の屋外、海辺、雪山



各部の名称と働き

20

撮影（記録）／再生機能部（3）
ØOUTPUT（出力信号切換）／AUTO KNEEスイッチ
カメラ部からVTR部、ビューファインダ、ビデオモニターへ出力する映像信号の選択スイッ
チです。
カメラが撮影している映像を選択しているときは、AUTO KNEE機能を使うことができます。

■OUTPUT/AUTO KNEEスイッチの設定位置

BARS カラーバー信号が出力されます。
AUTO KNEE回路は動作しません。
次のような場合にこの位置に設定します。
・ビデオモニターを調整するとき。
・カラーバー信号を記録するとき。

CAM, AUTO KNEE OFF カメラで撮影している映像が出力されます。
AUTO KNEE回路は動作しません。初期設定では「MANUAL KNEE」
になります。

CAM, AUTO KNEE ON カメラで撮影している映像が出力されます。
AUTO KNEE回路が動作します。

∞GAIN（ゲイン切換）スイッチ
撮影時の照明の状態によって、映像アンプのゲインを切換えます。L、M、Hの設定に対応
するゲイン値は、あらかじめ設定メニューで指定します。出荷時の設定は、L＝0dB、
M＝9dB、H＝18dBです。
なお、表示モードが「3」に設定されている場合、このスイッチの設定を切換えると、新し
い設定値がビューファインダ画面のゲイン表示位置に約3秒間表示されます。（例：「12dB」）

±AUTO W/B BAL（ホワイトバランス／ブラックバランス自動調整）スイッチ
AWB：ホワイトバランスを自動調整するときに切換えます。

このときWHITE BALスイッチÆを「AまたはB」にすると、調整された値がメ
モリーAまたはBにメモリーされます。

ABB ：ブラックバランスを自動調整します。調整された値は専用メモリーにメモリーされます。

≤SHUTTER（シャッター）スイッチ
電子シャッターを使うときに「ON」にします。「SEL」側に押すと、設定メニューであら
かじめ設定した範囲で、シャッタースピードおよびモードの表示が切換わります。
なお、表示モードが「2」または「3」に設定されている場合、このスイッチの設定を切換
えると、新しい設定値がビューファインダ画面のシャッター表示位置に約3秒間表示され
ます。（例：「：1/250」、「：1/60.8」）

1）AUTO KNEE機能
高輝度の背景で人物や風景などにレベルを合わせて撮影すると、背景が白くつぶれ、背景にある建物や風景がぼやけてしまいます。このよ
うなときにAUTO KNEE機能を動作させると、背景がくっきりと再現できます。AUTO KNEE機能は次のような場面の撮影に効果を発
揮します。
・晴天時に日陰の人物を撮るとき
・車内または屋内の人物と窓越しの屋外の風景を同時に撮影したいとき
・コントラストの強い場面を撮るとき

≤
± ∞Ø

≥
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≥ECU REMOTE（リモートコントロール）端子（6ピン）
エクステンションコントロールユニットAQ-EC1（別売品）を接続します。
〈ノート〉
・リモートコントロールケーブルを接続するときや外すときは、本機とエクステンション
コントロールユニットのPOWERスイッチを必ず「OFF」にしてください。

¥26ピン／12ピン出力アダプタ（別売品）取りつけ部（102ページ参照）
VTRコネクタユニットAJ-YA900P（別売品）を取りつけます。外部VTRとしてポータ
ブルVTR AU-55Hを接続すると、本機の内蔵VTRとの同時記録が行えるようになります。
また12ピンコネクタにマルチコネクタケーブルSHAN-C12TCA（別売品）を接続する
とオーディオのCH1とCH2チャンネルを独立して出力することができます。

µVIDEO OUT端子（BNC）
モニター用のビデオ信号（75Ω終端、規格レベル）を出力します。記録中はEE画像、再
生中は再生画像になります。
メニュー設定中は、撮影している映像に重ねて設定メニューをモニター画面で確認すること
もできます。（ただし白黒画面になります。）

∂CAM OUT（カメラ出力）端子（BNC）
コンポジットビデオ信号（75Ω終端、規格レベル）を出力します。ビデオモニターを接続
するとカメラが撮影している映像を確認できます。VTRが再生中でも、常にカメラの映像
を出力します。

µ

¥
∂
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撮影（記録）／再生機能部（4）
∑VTR STARTボタン
押すと記録が始まり、再度押すと記録が停止します。このボタンはレンズ側のVTRボタン
と同じ働きをします。

∏VTR SAVE/STBY（テープ保護）スイッチ
VTRが記録を一時停止（REC PAUSE）している時の電源供給状態を切換えます。
SAVE：テープ保護モードです。ハーフローディング状態でシリンダーを停止させています。

STBY時より電力消費も少なくバッテリーでの動作時間も長くなります。なお、
VTR STARTボタン∑を押してからの記録開始まではSTBY時より時間がかか
ります。
この位置にすると、ビューファインダー内のVTR SAVEランプは点灯します。

STBY：VTR STARTボタンを押すと、すぐに記録が始まります。

πMODE CHECKボタン
このボタンを押している間、カメラの設定状態がビューファインダに表示されます。カメ
ラの出力信号には影響ありません。

∫SUPER GAINボタン（スライド式のフタの内部）
このボタンを押すと強制的にスーパーゲインモードとなり、設定メニューで、スーパーゲ
インが設定されている場合、ボタンを押すたびに →30dB→OFF とゲインが切換わり
ます。ただし、DTL等のメニュー設定はできません。

ªSUPER IRISボタン（スライド式のフタの内部）
逆光補正を行いたいときに使用します。
このボタンを押した時、ビューファインダ内にスイッチの選択状態が3秒間表示されます。
再度ボタンを押すと、逆光補正を解除します。

ºMARKボタン
*Picture Link（Pix Link）機能を使用するときに使用します。ボタンを押すたびに、ビュー
ファインダ内はM1、M2、無表示となります。（M1：MARK1、M2：MARK2）

*Picture Linkアダプタボード（AJ-YAP900）はオプションとなります。

∑
º

π
∫

∏

ª
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ΩEJECT（カセット取り出し）ボタン

カセットを挿入するとき、またはカセットを取り出すとき押します。

æREW（巻き戻し）ボタン

テープを巻き戻すとき押します。巻き戻し中はランプが点灯します。

再生中に、押している間は、約4倍で巻戻し再生を行えます。

øFF（早送り）ボタン

テープを早送りするとき押します。早送り中はランプが点灯します。

再生中に押している間は、約4倍で早送りを行えます。

¿PLAY（再生）ボタン

ビューファインダ画面上で、またはカラービデオモニターを使って再生画像を見るとき押

します。再生中はランプが点灯します。

再生中に、再度押すと再生での一時停止となりランプが消灯します。

また2分後には、自動的に停止状態（STOP）となります。

¡STOP（停止）ボタン

テープ走行を止めるとき押します。

¬EMERGENCYスクリュー

ø
æ

Ω¿ ¡

¬
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メニュー操作部
√セットアップカード挿入部
別売品のセットアップカードを挿入します。

ƒMENU SET/OFFスイッチ
ビューファインダ画面内およびVIDEO OUT端子に設定メニューを表示します。
SET：ビューファインダ画面に、設定メニューの前回操作を終了したページを表示します。

（初めてメニューを使う場合は、表示可能なページの先頭ページが表示されます）。
OFF：ビューファインダ画面およびVIDEO OUT端子には設定メニューは表示されません。

≈SHIFT/ITEMボタン
このボタンを押すたびに表示中の設定メニューのページ内でカーソルが移動します。項目
を選択するときに使用します。
〈ノート〉
このスイッチの働きは操作する項目によって異なります。
各項目ごとのメニュー操作で確認してください。

∆UPボタン
設定メニューで、押すたびに選択した項目の設定値を1段階上げたり、設定を「ON」と
「OFF」に切換えるときに使用します。

«DOWNボタン
設定メニューで、押すたびに選択した項目の設定値を1段階下げたり、設定を「ON」と
「OFF」に切換えるときに使用します。

»PAGEボタン
設定メニューのページを切換えるときに使用します。

»

√ ≈ ƒ

Ã
Õ

Œ

(    )
∆(    )

«(    )– œœ

タイムコード関連部（1）
…GENLOCK IN端子（BNC）
カメラ部にゲンロックをかけるときまたはタイムコードを、外部ロックするときに基準信
号を入力します。
ただし設定メニューでREC. SIGNAL：VIDEOを選択した時は、この端子が外部VIDEO
入力になります。
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� TC IN端子（BNC）
タイムコードを外部ロックさせるとき、基準となるタイムコードを入力します。

ÀTC OUT端子（BNC）
外部VTRのタイムコードを本機のタイムコードにロックさせるとき、外部VTRのタイム
コードTC IN端子と接続します。

ÃHOLDボタン
押した瞬間に、カウンタ表示部のタイムデータ表示が保持されます。（ただし、タイムコー
ドジェネレータは歩進し続けます）。再度押すと、保持状態が解除されます。あるシーンを
撮った時刻を知りたいときなどに使用します。

ÕRESETボタン
DISPLAYスイッチŒで設定したカウンタ表示部のデータを“00 00 00 00”にリセッ
トします。

ŒDISPLAYスイッチ
このスイッチとTCGスイッチ—の設定位置に応じて、タイムコード、CTL、またはユー
ザービットをカウンタ表示部に表示させます。
UB ：ユーザービットを表示します。
TC ：タイムコードを表示します。
CTL：CTLを表示します。

œUPボタン、DOWNボタン
タイムコードまたはユーザービットの設定時、SHIFT/ITEMボタン–で点滅させた桁の
数値を1つずつ増減させます。

–SHIFT/ITEM（桁送り）ボタン
タイムコードまたはユーザービットの設定時、設定したい桁を点滅させます。

タイムコード関連部（2）

…
À  
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警告／状態表示部

—TCG（タイムコード切換え）スイッチ
内蔵タイムコードジェネレータの歩進モードを設定します。
F-RUN ：VTRの操作に関係なく、連続してタイムコードが歩進させるときに使用します。

タイムコードを実時刻に合わせたり、タイムコードを外部ロックさせるときなど
この位置にします。

SET ：タイムコードやユーザービットを設定するときに使用します。
R-RUN：記録中のみ、タイムコードを歩進させるときに使用します。

つなぎ撮りをしたテープ上のタイムコードは連続して記録されます。

“タリーランプ
TALLYスイッチ”が「HIGH」または「LOW」の位置のときに動作し、VTR部の記録中に
点灯します。また、ビューファインダ内のRECランプと同様に点滅し、警告表示も行いま
す。点灯時の明るさはTALLYスイッチ（HIGHまたはLOW）で切換えることができます。

”TALLYスイッチ
タリーランプ“をコントロールします。
HIGH：タリーランプが明るくなります。
OFF ：タリーランプが消灯します。
LOW ：タリーランプが暗くなります。

‘バックタリーランプ
バックタリースイッチ’を「ON」に設定すると、タリーランプ“と同じ動作をします。

’バックタリースイッチ
バックタリーランプ‘をコントロールします。
ON ：バックタリーランプが動作します。
OFF：バックタリーランプは動作しません。

÷WARNING ランプ
VTR部に何らかの異常が発生すると、点滅または点灯します。

◊LIGHTスイッチ
ON ：表示窓ÿを照明します。
OFF：表示窓の照明を消します。

ÿ表示窓
VTR部に関する警告、バッテリー残量、音声レベル、タイムデータなどを表示します。

ŸPHONES端子（ミニジャック）
17ページの°を参照。

÷
◊
ÿ

—

”

“
‘

Ÿ

’
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アントン・バウアーのバッテリーパックの使用

本機の電源には、バッテリーパックまたはAC電源が使用できます。

バッテリーパックを使用するには

バッテリーパックは①パナソニック製②アントン・バウアー製③ソニー製の3種類のバッテ

リーが使用できます。

バッテリーパックをご使用になる前に、バッテリーチャージャーを使って充電してください。

・充電方法の詳細については、それぞれの取扱説明書をお読みください。

1 バッテリーパックを取りつけます。

矢印の方向に差し込んでからスライドさせてください。

2 バッテリーを取り外すときは、バッテリーホルダーの取り外しレバーを完全に下まで倒

したまま、バッテリーパックを矢印の方向にスライドさせてください。

〈ノート〉

インテリジェントバッテリーシステム／ウルトラライトシステムに対応しています。

インテリジェントバッテリーの自動検知は、バッテリー残量が10％以上で可能です。この

時、ビューファインダ内のバッテリー残量は数値表示（パーセント表示）されます。10％未

満で電源を立ち上げた場合は電圧表示となります。またインテリジェントバッテリー検知後

は、外部電源を供給しても残量表示はインテリジェントの表示を示しています。

照明用電源出力端子�

照明コントロールスイッチ�

取り外しレバー�

バッテリーパック�
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パナソニックバッテリーパックAU-BP402の使用

1 バッテリーマウントを取り外します。

2 本機のコネクタとバッテリーケースAU-M402Hのコネクタを接続します。

3 バッテリーケースAU-M402Hを取りつけます。

バッテリーケースのフタを開け、ゴムキャップ上に持ち上げると、ネジ穴が見えます。

ドライバーでネジを締めて、ケースを本機に取りつけてください。ネジは最後まで正確

に締めてください。

〈ノート〉

・ゴムキャップは強く引っ張らないでください。

・接続コードがバッテリケースと本体との間にはさまらないようにご注意ください。
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4 バッテリーパックのプラグとケース内の端子と接続し、バッテリーパックを入れます。

〈ノート〉

プラグの抜き差しは、必ず本機の電源を切ってから行ってください。
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ソニーのバッテリーパックNP-1の使用

1 バッテリーホルダーを外します。

28ページを参照してください。

2 付属のバッテリー取りつけ端子を取りつけます。

3 SONYバッテリーホルダーを取りつけます。

図のように、フタを外したバッテリーケース、取り外したフタの順に取りつけます。

①取りつけ用ネジを締めます。

②電源接触用ネジを締めます。

③取り外したフタの上部を矢印の方向に差し込みます。

④フタの下部（金属部分）の穴とケース下部の穴を合わせて、バッテリー取りつけ端子

に、バッテリーホルダーのネジで取りつけます。

A

C

D
B

〈ノート〉

バッテリーホルダーを取りつける時は、線がカミ込まないように注意して取りつけてください。
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ソニーのバッテリーパックBP-90の使用

1 付属のバッテリー取りつけ端子を取りつけます。（前ページ参照）

2 BP-90用のバッテリーケースを取りつけます。

1 取りつけ用ねじを締めます。
2 電源接触用ねじを締めます。
3 取り外したフタの上部を矢印の方向に差し込みます。
4 フタ下部（金属部分）の穴とケース部の穴を合わせてねじで取りつけます。

〈ノート〉

・プラグの抜き差しは、必ず本機の電源を切ってから行ってください。

・バッテリーケース／ホルダーを取りつける時は、線がカミ込まないように注意して取りつけ

てください。

ソニーのリチュームイオンバッテリーBP-L60/BP-L90の使用

1 付属のバッテリー取りつけ端子を取りつけます。

2 リチュームイオン用のバッテリーホルダーを取りつけます。

1 図のようにバッテリー押さえ金具を外し、取りつけ用ネジでホルダーを取りつけます。
2 電源接触用ネジを締めます。
3 バッテリー押さえ金具を取りつけます。

バッテリー押さえ金具�
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AC電源の使用（ACアダプタAJ-B75を使用した場合）

1 本機のEXT.DC IN端子とACアダプタAJ-B75のDC OUT端子を接続します。

2 ACアダプタの電源をONにします。

3 本機のPOWERスイッチをONにします。

〈ノート〉

・ACアダプタAJ-B75以外の外部電源を使用するときは、EXT DC IN端子のピン信号を

確認してください。

・バッテリーパックとACアダプタの両方接続した場合は、ACアダプタの電源が優先されます。

・AC アダプタを使用するときは必ず AC アダプタの電源を「ON」にした後、本機の

POWERスイッチを「ON」にしてください。逆の操作を行った場合、ACアダプタの出力

電圧がゆっくり立ち上がるために本機は誤動作することがあります。

ピン番号 信　号

1 GND

2、3 ――

4 ＋12V

DC IN端子�

1

2
3

4



レンズの取りつけ
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1 レンズ固定レバーを上げ、マウントキャップを外します。

2 レンズマウントの上部中央の凹にレンズのセンターマークを合わせ、レンズを取りつけ

ます。

3 レンズ固定レバーを下げて、レンズを固定します。

4 ケーブルをケーブルクランプに押し込み、LENS端子に接続します。

・レンズの取り扱いについては、レンズに付属の取扱説明書をお読みください。

〈ノート〉
取りつけるレンズによって、下記のレンズおよびカメラの調整が必要となることがあります。
1. レンズのフランジバック調整
2. レンズのオートアイリス調整
3. レンズのホワイトシェーディング調整（本機で）

レンズ固定レバー�

マウントキャップ�

マーク�

LENS端子�



レンズのフランジ調整
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ズーム操作の際に望遠・広角の両方で焦点がきちんと合わない場合は、フランジバック（レ

ンズ取りつけ面から結像面までの距離）の調整をします。

一度調整すれば、レンズの交換をしない限り、再調整の必要はありません。

調整のしかた
フランジバックの調整のために操作するレンズの各部の位置については、レンズの取扱説明

書で確認してください。

フランジバックの調整

1 レンズの絞りを手動にします。

2 絞りを開放にする。フランジバック調整用チャートを3mぐらい離して置き、適正な映

像出力レベルが得られるように照明します。

映像レベルが高すぎる時は、CC/NDフィルターや、シャッターを用いてください。

3 Ffリング固定ねじをゆるめます。

4 手動または電動でズームリングを望遠位置にします。

5 フランジバック調整用チャートを写し、距離リングを回して焦点を合わせます。

6 ズームリングを広角位置にします。

7 Ffリングを回し、チャートに焦点を合わせます。

このとき距離リングは動かさないように注意します。

8 望遠と広角の両方で焦点が合うようになるまで、4～7の操作を繰り返します。

9 Ffリング固定ねじをしっかり締めます。

・レンズの取扱説明書も参照してください。

約3m



ホワイトシェーディング調整
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ホワイトシェーディングを再調整する必要のあるときは、下記の要領で行ってください。

ホワイトシェーディング調整手順

1 カメラにレンズを取り付けます。
レンズケーブルも忘れずに取り付けてください。

2 電子シャッターを「OFF」にします。ゲインは「L（0dB）」にします。

3 エクステンダ付きのレンズではエクステンダを抜いておいてください。

4 SHIFT/ITEMとUPボタンを押しながらMENU SET/OFFスイッチを「OFF」から
「SET」にして、メニューを開きます。
PAGEボタンを押し、「VF OPERATION」のページにします。
ZEBRA1 DETECTを70、ZEBRA2 DETECTを85、ZEBRA2をSPOTにします。
（初期設定モードです。）
MENU SET/OFFスイッチを「SET」から「OFF」に戻し、メニューを閉じます。
ビューファインダのZEBRAスイッチを「ON」にします。

5 色ムラの無い白い紙を撮影します。
なお、照明は蛍光灯や水銀灯などでは、フリッカー（チラツキ）が発生しやすいので、
太陽光やハロゲンランプ等のフリッカーの発生しにくい光源を用いてください。

6 レンズ絞りをマニュアルにして、画面全体にZEBRAがかかるように、しぼりを調整し
ます。光のあたりかたにムラがあると、画面の一部にZEBRAがかからなくなりますの
で、その時は光源の位置などを調整してください。
レンズ絞りがF4～F11の間になっていることを確認してください。そうなっていない
時も、光源の位置などを調整してください。
（電子シャッターは必ず、「OFF」のままにしておいてください。）

GAIN: L(0dB)

SHUTTER: OFF

MENU
PAGE

SHIFT/ITEM
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7 WHITE BAL切換スイッチをAまたはBにして、AWBを実行します。

次にABBを実行してから、再度AWBを実行します。

8 ステップ6を再度行います。

9 SHIFT/ITEMとUPボタンを押しながら、MENUスイッチを「OFF」から「SET」に

して、メニューを開きます。

PAGEボタンを押し、「AUTO SHADING」のページにします。SHIFT/ITEMボタンを

押し、左端の矢印を「WHITE」のところに移動し、UPまたはDOWNボタンを押します。

ビューファインダに「ACTIVE」と表示され、ホワイトシェーディングの自動調整が動

作中であることを示します。

「ACTIVE」表示が消えると、調整完了です。

MENUスイッチを「SET」から「OFF」に戻し、メニューを閉じます。

10 ご使用のレンズにエクステンダが付いている場合には、エクステンダを入れて、再

度ステップ6～9を実行します。

11 ご使用のレンズにレシオコンバータがついている場合は、レシオコンバータを入れ

て再度ステップ6～7を実行します。

以上でホワイトシェーディング調整は完了です。

調整値は不揮発性メモリに保存されるため、本機の電源を切っても、再度ホワイトシェーディ

ング調整をする必要はありません。

WHITE BAL: AまたはB

MENU
PAGE

SHIFT/ITEM

〈ノート〉

1. 一般的なレンズで

は、上記の方法でホ

ワイトシェーディン

グ調整が行えます

が、極めて特殊なレ

ンズの場合はこの限

りではありません。

2. 上記の調整を行って

も、レンズ絞りが開

放（open）付近で

上下方向の色つきが

発生することがあり

ますが、これはレン

ズおよび光学系の特

性であり、故障では

ありません。

3. レシオコンバータが

ついている場合は

16： 9モードにす

ると周辺の光量が低

下しますので、4：

3モードにしてホワ

イトシェーディング

の調整を行ってくだ

さい。
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ビューファインダの調整

1 ビューファインダ前後左右位置固定レバーを引き上げるとロックがはずれます。

2 ビューファインダを前後左右に移動させ、位置を調整します。

3 ビューファインダ前後左右位置固定レバーをロック位置まで締めます。

レバー�

ビューファインダ�

位置調整



ビューファインダの調整
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視度調整と画面調整
視度調整

1 POWERスイッチを「ON」にします。ビューファインダに画像がみえます。

2 視度調整リングを回して、ビューファインダの画像がはっきり見えるように調整します。

画面調整
ビューファインダの画面の状態を調整します。

明るさ：BRIGHTつまみで調整します。
濃淡　：CONTRASTつまみで調整します。
輪郭　：PEAKINGつまみで調整します。

1 POWER スイッチを「ON」にします。

2 OUTPUTスイッチを「CAM」にします。

3 ビューファインダのBRIGHTとCONTRASTつまみを回して、画像の明るさとコント
ラストを調整します。
PEAKINGつまみを回すと、画像をソフトとシャープに調整できます。
シャープにすると、レンズでのピント合わせがやり易くなります。

アイカップ前後移動リングを回して、アイカップを前後に調整します。

アイカップの位置調整

視度調整リング�

-3
-2-2

-1
0

+1+1
+2

+3+3

PEAKINGつまみ�
CONTRASTつまみ�
BRIGHTつまみ�

アイカップ前後移動リング�



ビューファインダの調整
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アイカップの取り外し
アイカップを取り外すと、ビューファインダから目を離して撮影する場合にも、画面がぼや
けることなく全体がよく見えます。またCRT画面やミラーにほこりが付着した場合も容易に
除去できます。
〈ノート〉
ミラーは表面に特殊処理をほどこしていますので、絶対にふかないでください。ほこりが付
着した時はブロワなどで、ふき飛ばしてください。

1 ロックボタンを押します。

2 ロックリングを時計と反対方向にいっぱいに回し、ロックリングとビューファインダの
筒の合いマークを合わせます。

3 アイカップを抜き取ります。

再び取りつけるには

1 ロックリングの合いマークをビューファインダの筒の合いマークに合わせ、アイピースを
差し込みます。

2 アイピースを時計方向にいっぱい回すと、ロックボタンが「カチッ」とラッチし、取りつ
けが完了します。

1

2

アイピース�

ロックリング�

ロックボタン�

合いマーク�



ビューファインダの調整
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ビューファインダの取り外し

1 POWERスイッチが「OFF」であることを確認します。

2 ビューファインダケーブル端子からプラグを抜き取ります。

〈ノート〉

ビューファインダを抜き取る時は、両手で行ってください。片手ではスムーズに取り外

すことができない場合があり、またファインダーが破損するおそれがあります。

3 ビューファインダストッパーネジを緩め、ビューファインダを真上に引き上げて、抜き

取ります。

1 ビューファインダを押し下げます。

2 ビューファインダストッパーネジを確実に締めます。

3 ビューファインダ接続端子にプラグを接続し、ビューファインダケーブルをクランプで

とめます。

〈ノート〉

ビューファインダ接続端子にプラグを接続するときはしっかり確実に押し込んでください。

ビューファインダの取りつけ

ストッパーネジ� 真上に引き上げる。�

指を引っかける。

ストッパーネジ�



音声入力の準備
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マイクを本体に取りつけて使用する場合
マイクキットAJ-MC700P（別売品）またはマイクホルダーAJ-MH700P（別売品）を使

うと、マイクを本体に取りつけることができます。

・マイクホルダーの取扱説明書もお読みください。

マイクキットAJ-MC700P（別売品）のマイクを本体に取りつけて使用するには

1 マイクホルダーを取りつけます。

2 マイクを取りつけます。

3 マイクの接続ケーブルを本機のMIC IN端子に接続します。

ビューファインダ�

マイクホルダー�

MIC IN端子�
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マイクホルダーAJ-MH700P（別売品）の取りつけ

1 マイクホルダー取りつけ用ネジを外します。

2 マイクアダプターAJ-MH700P（別売品）を本体に取りつけます。

3 マイクをマイクホルダーに取りつけ、ねじを締めます。

4 マイクの接続ケーブルをMIC IN端子に接続します。

5 記録する音声チャンネルに応じてAUDIO INスイッチを「FRONT［MIC］」に設定し

ます。

マイクアダプター�
に付属しているネジで�
取りつけます。�

MIC IN端子へ�



音声入力の準備
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マイクを本体に取りつけずに使用するには

〈ノート〉

マイクを延長する場合は、ファントム給電方式に対応したケーブルを使用してください。

MIC IN端子へ�

音声を記録したい�
チャンネルのAUDIO IN�
スイッチをFRONT(MIC)�
に設定します。�

AUDIO INスイッチ：�



音声入力の準備
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マイクを本体に取りつけずに使用するには

マイクをつないだチャンネルの�
AUDIO INスイッチを�
｢REAR[MIC]｣に設定します。�

AUDIO INスイッチ：�

外部マイクを、AUDIO IN CH 1/CH 2端子�
に2本まで接続できます。�
MIC POWERスイッチを「ON」に設定すると�
ファントム給電方式にも対応できます。�



音声入力の準備
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ワイヤレスマイクの取りつけ
パナソニックワイヤレスマイクシステムを使用するときはワイヤレス受信機WX-RA700を
取りつけます。

ワイヤレスマイクを取り外すときは
カメラアタッチメント底面のレバー
を上に押し（1）、上方向に取り外し
ます（2）。

・ワイヤレス受信機WX-RA700の操作については、ワイヤレス受信機の取扱説明書をお読
みください。

オーディオ機器をライン入力信号源として使う場合、本機のAUDIO IN CH 1/CH 2端子に
接続します。

オーディオ機器の接続

AUDIO IN CH 1 またはCH 2端子の�
どちらかへ接続します。�

カメラアタッチメント�
WX-R980

ワイヤレス受信機�
WX-RA700

音声出力端子へ�

XLRケーブル�
AUDIO INスイッチ：�
　音声信号源を接続した�
　チャンネルの�
　AUDIO INスイッチを�
　「REAR[LINE]」に設定します。�

(2)

(1)
AJ-D900W本体�

AUDIO IN CH 1/CH 2端子�
へ接続します。�

オーディオ機器�

AUDIO INスイッチ：�
　音声信号源を接続したチャンネルの�
　AUDIO INスイッチを「REAR[LINE]」�
　に設定します。�



三脚への取りつけ
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本機を三脚へ取りつける場合は、別売品の三脚アタッチメントを使います。

1 三脚アタッチメントを三脚に取りつけます。

アタッチメントの穴は、本機と三脚アタッチメントの重心を考慮して選んでください。

また、選んだ穴の径が、雲台のカメラ取り付けねじの径と合うことを確認してください。

2 カメラを三脚アタッチメントに取りつけます。

溝に沿って、カチッと音がするまで本機を前方へすべらせます。

〈ノート〉

カメラを取り外した後、三脚アタッチメントのピンが元の位置に戻らないときは、再度赤い

ボタンを押しながらレバーを矢印の方へ動かして、ピンを元の位置に戻します。

ピンが中央に残ったままだと、カメラの取りつけができませんのでご注意ください。

三脚アタッチメントから取り外すときは
赤レバーを押しながら、黒レバーを矢印の方向へ動かします。

三脚アタッチメント�

赤レバー� 黒レバー�



ショルダーベルトの取りつけ
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ショルダーベルトを外す場合は、ベルトのツメを開いてから外します。

〈ノート〉

ショルダーベルトの取りつけ、取り外しのときはツメの上部を押し、ベルトがしっかりとり

つけられていることを確認してください。

ショルダーベルト�

押すとツメが開きます。�

押します。�



ショルダーパッドの位置調整
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ショルダーパッドは、中央位置（出荷時の位置）から前後方向にそれぞれ15㎜の範囲でス

ライドさせることができます。本機が操作しやすいように、ショルダーパッドの位置を調整

します。

1 ネジ2本をゆるめます。

2 前後方向にパッドをスライドさせ、適当な位置を選びます。

3 ネジを締めてパッドを固定します。

ネジ�
ショルダーパッド�

底部�



レインカバーの取りつけ
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レインカバーは下の図のように取りつけます。

ひもをしめます。�

面ファスナーでとめます。�

面ファスナーでとめます。

本機を三脚アタッチメントに取りつけるときは、�
この穴から取りつけます。



エクステンションコントロールユニットAQ-EC1（別売品）の接続
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エクステンションコントロールユニットAQ-EC1（別売品）を接続して、カメラ部の機能の
一部をリモートコントロールできます。
AQ-EC1を接続して本機およびAQ-EC1のPOWERスイッチを「ON」にすると、本機は自
動的にリモートコントロールモードに入ります。
AQ-EC1に同梱の取扱説明書は、AQシリーズデジタルカメラと接続する場合について記さ
れていますので、本機と接続する時には、一部の機能が異なったり、使用できない項目があ
ります。

〈ノート〉
・6ピンケーブルを接続するときや外すときは、本機とAQ-EC1のPOWERスイッチを必
ず「OFF」にしてください。
・FUNCTION2/5 ECU DATA SAVE OFFの場合
AQ-EC1のメニュー設定部のスイッチやつまみを使って行った調整や設定は、本機の
POWERスイッチを「OFF」にするとすべて取り消されます。またAQ-EC1を使用して行っ
たメニュー設定以外の調整や設定はセットアップカードへの書き込みもできません。ただ
し、AQ-EC1を接続すれば、再びAQ-EC1の設定値に戻ります。
（メニュー設定部で設定したメニュー内容は、保存されます。）
・FUNCTION2/5 ECU DATA SAVE ONの場合
AQ-EC1のメニュー設定部のスイッチやつまみを使用して行った調整や設定は、本機の
POWERスイッチを「OFF」にしても消えません。

〈ノート〉
エクステンションコントロールユニットAQ-EC1の機能は以下のように限定されます。
・STOREスイッチは動作しません。
（本機と接続時は、メニュー設定を変更したら直ちに自動的に保存します。）
・AQ-EC1のゲインスイッチ表示の－3、0、9は各本体のL、M、Hに、OUT PUTスイッ
チのCAMERA、TEST、BARは各本体のCAM/AUTO KNEE ON、CAM/AUTO
KNEE OFF、BARに相当しますのでご注意ください。
・本機のシンクロスキャン、スーパーVモードは、AQ-EC1接続時には、使用することがで
きません。
・AQ-EC1のレンズ絞り（IRIS）ボリュームは、レンズの絞りAUTO/MANUAL切換えが
AUTO時のみ有効となります。

ECU端子�

6ピンケーブル�

AQ-EC1

ECU AQ

OUTPUT GAIN
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BALANCE

AUTO W/B
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ビューファインダ内の設定メニュー表示
MENU SET/OFFスイッチを「SET」に設定するとビューファインダ画面に設定メニューが

表示されます。

設定メニューはページ単位で表示されます。設定メニューで含まれている全ページと各ペー

ジの機能の概要は下表の示す通りです。

設定メニューの構成は目的に応じて変えることができます。

設定メニューの構成

ページ
番号

106

62

60

63

76

77

56

85

111

111

112～114

66

115

68

119～123

124

124

125～127

128

54、128

128

ページ名

ROP

MARKER

VF DISPLAY

CAMERA ID

SHUTTER SPEED

SYNCHRO SCAN

!LED

SET UP CARD 1/2, 2/2

MAIN FUNCTION

BATT/TAPE ALARM

FUNCTION 1/5～5/5

TIME DATE

SUPER GAIN

LOW/MID/HIGH SETTING

LEVEL 1/6～6/6

VF OPERATION

LENS ADJ

MENU SELECT 1/3～2/3

AUTO SHADING

INITIALIZE

DIAGNOSTIC

機能の概要

ROPの設定

マーカーの設定

ビューファインダ画面の表示選択

カメラID表示の設定

シャッタースピード／モードの設定

シンクロスキャンシャッタースピード
の設定

！ランプ表示の設定

セットアップカード

使用機能の設定

バッテリー／テープアラームの選択

使用機能の選択

日付／時刻の設定

スーパーゲインの割付け

カメラのセッティング

カメラのセッティング

ビューファインダの操作

レンズの調整

ユーザーメニューのON/OFF設定

自動シェーディングの調整

設定メニューのリセット

―――

参照先

―――

マーカー表示の設定

表示項目の設定

カメラ ID表示の設定

電子シャッターの設定

電子シャッターの設定

！ランプ表示の設定

セットアップカードの操作

―――

―――

機能選択

機能選択

―――

機能選択

記録の調整

ビューファインダ

レンズ

ユーザーメニュー

シェーディング

初期設定状態に戻すには

―――

各ページの詳しい機能については、該当するページを参照してください。

〈ノート〉

本機にエクステンションコントロールユニットAQ-EC1（別売品）を接続して外部から操作

する場合は、常にエンジニア対象メニューが開きます。
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設定メニューの構成を変える場合

使用に応じて、必要なページだけを選択し、メニューの設定を構成することができます。

ページを選択するには、エンジニアメニューモードのMENU SELECTページを使います。

エンジニアメニューを使うときは、次に示すように本機をエンジニアモードに切換えてくだ

さい。

ユーザーモードはMENU SET/OFFスイッチを「SET」にします。

エンジニアモードに切換えるには、SHIFT/ITEMとUPボタンを同時に押した状態でMENU

SET/OFFスイッチを「SET」にしてください。

ユーザーモードとエンジニアモードでは、次のような違いがあります。

ユーザーモード　：ユーザーメニューのうち、選択したページだけが使用できます。

各ページで設定したデータは、不揮発性メモリーに書き込まれるため長

期間の保存が可能です。

エンジニアモード：設定メニューに含まれている全ページが使用できます。また、各ページ

で設定したデータは、不揮発性メモリーに書き込まれるため長期間の保

存が可能です。

エンジニアモードで調整や設定を行った後、使用頻度の高いページだけでメニューを構成し

ておくと、必要なページを速やかに呼び出すことができます。

（方法は125～127ページのメニューセレクトで選択します。）
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設定メニューの基本操作
設定メニューは、MENU SET/OFFスイッチ、SHIFT/ITEM、UP、DOWNおよびPAGE
の各ボタンを使用して操作します。

設定メニューを表示させるには

1 MENU SET/OFFスイッチを「SET」にします。
ビューファインダ画面上端、下端の状態表示が消え、設定メニューの前回操作を終了し
たページが表示されます。
初めてメニューを使う場合は、選択されたページのうち最も番号の小さいページが表示
されます。

ページを切換えるには

1 PAGEボタンを押します。
PAGEボタンを押すたびに、メニューのページが切換わります。

以下のように、UPまたはDOWNボタンを使ってページを切換えることもできます。
・PAGE＋UP ：PAGEボタンを押したままUPボタンを押すと、押している間メニュー

が先へ進みます。
・PAGE＋DOWN：PAGEボタンを押したままDOWNボタンを押すと、押している間メ

ニューが前へ戻ります。

SHIFT/
ITEM PAGE

UP

DOWN
MENU

CH 1 CH 2

TCG

SET

OFF

F-RUN
SET

R-RUN
MIC
MIC

AUDIO IN 

LINE
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MIC POWER

OFF

FRONT

REAR
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CH 1
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CH 2
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希望の項目を選択するには

1 SHIFT/ITEMスイッチを押します。

押すたびに、選択されている項目を示すカーソル（矢印）が次の項目に移動します。

設定値の変更

設定値を増加させるにはUPボタンを押す。

・押すたびに、設定値が1段階上の値になります。

設定値を減少させるにはDOWNボタンを押します。

・押すたびに、設定値が1段階下の値になります。

ON/OFF選択の切換

UP（またはDOWN）ボタンを押すごとに、「ON」または「OFF」が切換わります。

初期設定状態に戻すには

エンジニアモード＊の INITIALIZEページで矢印をREAD FACTORY DATAに合わせ、UP

（またはDOWN）ボタンを押すと、初期設定（出荷時の設定）状態に戻すことができます。

ただし、カメラ IDは戻すことができませんのでご注意ください。’

メニューの終了

MENU SET/OFFスイッチを「OFF」にします。

・ビューファインダ画面から設定メニューが消え、ビューファインダ画面の上端、下端に本

機の現在の状態を示す表示があらわれます。

＊エンジニアモード
このモードはSHIFT/ITEMとUPボタンを同時に押した状態でMENU SET/OFFスイッチを「SET」
にし、メニューを開きます。

- MARKER -

¢CENTER MARK : ON
SAFETY ZONE : 3
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ビューファインダの表示は以下のとおりです。

1 REC（記録）ランプ
記録時に点灯（赤）します。また警告のときは点滅します。

・詳しくは、「警告システム」（129ページ）をお読みください。

2 BATT（バッテリー）ランプ
バッテリーの電圧が下がり、使用できなくなる数分前に点滅を始め、使用できなくなると

点灯します。

動作の中断を防ぐために、バッテリーの消耗が間近になる前にバッテリーを交換してください。

3 ！（変則動作状態警告）ランプ
設定メニューの「！LED」ページでONに設定した項目のうち、本機が変則動作状態に

なると点灯します。該当する項目は以下のとおりです。

設定項目 設定内容

ゲイン（0dB） 0dB以外の値に設定されている。

ゲイン（－3dB） －3dB以外の値に設定されている。

SHUTTERスイッチ ONになっている。

WHITE PRESETスイッチ PRESETに設定されている。

レンズエクステンダー 使用されている。

フィルターつまみ 「B1」以外に設定されている。

SUPER Vスイッチ ONになっている。

・！ランプ表示の対象となる項目の選択については、「！ランプ表示の設定」（次ページ）

をお読みください。

4 VTR SAVE（VTR節電）ランプ
VTR SAVE/STBYスイッチをSAVEにすると点灯します。記録中は消灯します。

5 50 (50Mbps記録・再生）ランプ
50Mbpsで記録するモードを選択するときと50Mbpsで再生しているときに点灯します。

〈ノート〉

記録一時停止時はポーズタイマー（一時停止時間）の設定時間に、停止時は2分後に、VTR

SAVE/STBYスイッチに関係なく自動的にSAVE状態になり、ランプが点灯します。

BATT
VTR SAVE

!

REC

42

1

50

5

3
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！ランプ表示の設定
設定メニューの「！LED」ページで、！ランプ表示の対象となる項目を選択します。（出荷時

の設定では「！LED」ページは表示されません。）「！LED」ページを操作するときは、本機

をエンジニアモードに切換えるか、MENU SELECTページで「！LED」ページを選択します。

・エンジニアモードと表示ページの選択については、「設定メニューの構成」（51ページ）を

お読みください。

1 MENU SET/OFFスイッチをSETにします。

ビューファインダ画面の設定状態の表示が消え、設定メニューの前回操作の終了ページ

が表示されます。（初めてメニューを使う場合は、選択されたページのうち、最も番号

の小さいページが表示されます。）

2 下図に示すような「！LED」ページが表示されるまで、PAGEボタンを押します。

（PAGE＋UP/DOWNボタンを使用しても行えます。）

3 SHIFT/ITEMボタンを繰り返し押して、カーソルを希望の項目の位置に移動させます。

4 選択した項目について、UP/DOWNボタンを押して！ランプを点灯／消灯を選択します。

ONのとき ：UPボタンを押します。項目名の左側に「＊」が表示されます。

OFFのとき：DOWNボタンを押します。項目名の左側に「・」が表示されます。

引き続き他の項目についてON/OFFを設定するときは、ステップ3、4を繰り返して

ください。

5 メニュー操作を終了するときは、MENU SET/OFFスイッチを「OFF」に戻します。

ビューファインダ画面から設定メニューが消え、ビューファインダ画面の上端、下端に

本機の現在の状態を表示します。

〈ノート〉

＊：ON ・：OFF

→＊GAIN（0dB） ：ゲインが「0dB」以外の時に点灯させるかどうかの選択
・GAIN（－3dB）：ゲインが「－3dB」以外の時に点灯させるかどうかの選択
＊SHUTTER ：SHUTTERスイッチが「ON」の時に点灯させるかどうかの選択
・WHITE PRESET：ホワイトバランスメモリーのチャンネルが「PRST」の時に点灯させるかどうかの選択
＊EXTENDER ：レンズが「EXTENDER」モードの時に点灯させるかどうかの選択
・FILTER ：FILTERが「3200K」と「CLEAR」以外の時に点灯させるかどうかの選択
・SUPER V ：SUPER Vが「ON」の時に点灯させるかどうかの選択

- ! LED -

¢ EGA I N ( 0 dB )
dB ). GA I N (

ESHUTTER
. WH I TE PRESET
EEXTENDER
. F I L TER
. SUPER V

-3
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ビューファインダ画面には、映像の他に本機の設定や動作の状態を示すメッセージが表示さ

れます。また、センターマーカー、セーフティーゾーンマーカーなどが表示されます。

MENU SET/OFFスイッチをOFFにすると、画面の上端、下端には、設定メニューのVF

DISPLAYページや関連するスイッチでONに設定された項目が表示されます。

設定変更時や調整経過中または調整後に、設定内容や調整経過／結果を知らせるメッセージ

を約3秒間表示させることができます。

・表示項目の選択については、「表示項目の選択」（60ページ）を、設定変更メッセージにつ

いては、「表示モードと設定変更メッセージ」（61ページ)を、マーカー表示については、

「マーカー表示の設定」（62ページ）をそれぞれお読みください。

下図に、表示可能なすべての項目の表示位置を示します。

1エクステンダー表示
2シャッタースピード／モード表示
3テープ残量表示
4バッテリー残量表示
5フィルター表示
6ホワイトバランスメモリー表示
7ゲイン値表示
8音声レベル表示
9絞り値表示
0警告、通報表示
oセーフティーゾーンマーカー
pセンターマーカー
qスーパーアイリスON表示
rMARK1/MARK2表示
sTCG表示

EX

A1 A 0dB F5.6
M1

- - - - - - -

OFF 30-25 14.6V

1 2 q 3 s 4

o

o

o

o

n

r

p
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1 エクステンダー表示

レンズエクステンダーが使用されているとき表示します。

2 シャッタースピード／モード表示

シャッタースピードまたはシャッターモードの設定を示します。

OFF ：シャッターを使用しません。

1/100、1/120、1/250、1/500、

1/1000、1/2000 ：標準モードでのシャッタースピード（秒）。

1/30.2～1/250 (SYNCHRO SCAN) ：シンクロスキャンモードの選択。

SUPER V ：高垂直解像度モードの選択。

3 テープ残量表示

記録中、VTRのテープの残量（分）を示します。

テープ残量の表示（25Mbps時） テープ残量の表示（50Mbps時）

表示 テープ残量

F1－60 FULL～60分

60－55 60分～55分

55－50 55分～50分

50－45 50分～45分

45－40 45分～40分

40－35 40分～35分

35－30 35分～30分

30－25 30分～25分

25－20 25分～20分

20－15 20分～15分

15－10 15分～10分

10－15 10分～15分

15－10 15分～10分

4 バッテリー残量表示

電源としてアントン・バウアー社のデジタルマグナムシリーズのバッテリーを使用して

いるときは、バッテリー残量が数値（%)で表示されます。

〈ノート〉

アントンバウアー社デジタルマグナムシリーズを使用して、バッテリーEND付近に外

部電源を供給しても、バッテリー残量表示はアントンバッテリーの表示のままです。

ただし、本機の動作は、外部電源での動作となりますのでご注意ください。

5 フィルター表示

選択されているフィルターの種類を表示します。

表示 テープ残量

F1－30 FULL～30分

30－25 30分～25分

25－20 25分～20分

20－15 20分～15分

15－10 15分～10分

10－15 10分～15分

15－10 15分～10分

テープ残量が3分以下になれば、「5－0」が点
滅します。
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16 ホワイトバランスメモリー表示

選択されているホワイトバランスの自動調整メモリーを表示します。

A：WHITE BALスイッチは「A」に設定されています。

B：WHITE BALスイッチは「B」に設定されています。

P：WHITE BALスイッチは「PRST」に設定されています。

17 ゲイン値表示

GAINスイッチによる映像アンプのゲイン設定値（dB）を表示します。

18 音声レベル表示

音声チャンネル1のレベルを表示します。

正弦波入力時、VTRのレベルメーターの表示と、おおよそ次のように対応します。

19 絞り値表示

絞りの設定（Fナンバー）の概略値を示します。

10 警告、通報表示

ブラックバランス、ホワイトバランス、オートニー機能、スーパーアイリス、スー

パーゲインなどの警告表示やその他のワーニングを表示します。

11 セーフティーゾーンマーカー

ビューファインダ画面面積の80％または90％（出荷時設定）の範囲を示します。

画面面積に対する割合の選択は、設定メニューのMARKERページで行います。

・詳しくは、「マーカー表示の設定」（62ページ）をお読みください。

12 センターマーカー

ビューファインダ画面の中心を示します。設定メニューのMARKERページで表示

を「ON」にすると表示されます。

13 スーパーアイリスON表示

スーパーアイリスがON状態であることを表示します。

14 マーク1／マーク2表示

Picture Link機能使用時に、MARK SWを押すと、その情報に対して意味づけを

M1、M2で表示します。不要な場合は無表示となります。

15 TCG表示

タイムコードジェネレータ値を表示します。

1）絞り値表示
絞り値の表示機能を持ったレンズを使用している場合に表示されます。

音声チャンネル1のレベル表示�

VTRのレベルメータ�-40 -30 -25 -20 -15 -10 -5 0


E
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表示項目の選択
ビューファインダ画面に表示させる項目は、VF DISPLAY ページで、項目別に表示の

ON/OFFを切換えて選択します。

選択できる項目は以下のとおりです。

・表示モード（「表示モードと設定変更／調整経過メッセージ」参照）

・エクステンダー表示

・シャッタースピード／モード表示

・テープ残量表示

・バッテリー残量表示

・フィルター表示

・ホワイトバランスメモリー表示

・ゲイン値表示

・レベルメーター表示

・絞り値およびスーパーアイリスON状態の表示

・カメラ ID表示

・カメラ IDは、OUTPUT/AUTO KNEEスイッチの設定によりカラーバーを記録する時に

表示されます。

詳しくは、「カメラ IDの設定」（63ページ）をご覧ください。

ビューファインダ画面に表示させる項目を選択します。

1 MENU SET/OFFスイッチを「SET」にします。

ビューファインダ画面に、前回最終に操作したページが表示されます。

（初めてメニューを使う場合は、最も番号の小さいページが表示されます。）

2 下図に示すようなVF DISPLAYページが表示されるまで、PAGEボタンを押します。

（PAGE＋UP/DOWN機能を使っても同じ操作ができます。）

表示モード
エクステンダー表示
シャッタースピード／モード表示
テープ残量表示
バッテリー残量表示
フィルター表示
ホワイトバランスメモリー表示
ゲイン値表示
レベルメーター表示
絞り値およびスーパー
アイリスモードの表示
カメラ ID表示

3 SHIFT/ITEMボタンをを押して、カーソルを希望の項目の位置に移動させます。

4 UP/DOWNボタンを押して、選択した項目をビューファインダ画面に表示させるか

（ON）、させないか（OFF）を選択します。

UP（またはDOWN）ボタンを押すごとに「ON」と「OFF」が切換わります。

他の項目の表示のON/OFFを設定するときは、ステップ3、4を繰り返します。

5 MENU操作を終了するときは、MENU SET/OFFスイッチを「OFF」にします。

ビューファインダ画面から設定メニューが消え、選択した項目の設定状態を示す表示が

あらわれます。

- VF D I SPLAY -
¢D I SP MODE : 3

EXTENDER : ON
SHUTTER : ON
TAPE : ON
BATTERY : ON
F I L TER : ON
WH I TE : ON
GA I N : ON
LEVEL METER :

CAMERA I D : ON
I R I S : S+ I R I S

CH1
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ビューファインダ画面内の状態表示

表示モードと設定変更メッセージ
設定変更の内容や調整結果を知らせるメッセージは、表示させる項目を一部に限定したり、

全く表示させなくすることができます。

メッセージが表示される状況と表示モードの対応は以下のとおりです。

設定変更／調整結果メッセージと表示モード

メッセージが表示される状況

フィルターの選択を変更したとき

ゲインの設定を変更したとき

WHITE BALスイッチの設定を変更
したとき

OUTPUT/AUTO KNEEスイッチを
AUTO KNEEまたはOFFに設定した
とき＊）

シャッタースピード／モードの設定を
変更したとき

ホワイトバランスの調整時（AWB）

ブラックバランスの調整時（ABB）

メッセージ

ND: n (n = 1. 2. 3. 4)

GAIN: ndB (n = －3. 0. 3. 6. 9. 12. 15. 18. 21.
24. 30)

WHITE: n (n = ACH. BCH. PRESET)

AUTO KNEE: ON（またはOFF）

SS: 1/100（または1/120、1/250、1/500、
1/1000、1/2000、S.SCAN、SUPER V）

例）AWB: OK
・詳しくは、「ホワイトバランスの調整」（70ページ）
をお読みください。

例）ABB: OK
・詳しくは、「ブラックバランスの調整」（73ページ）
をお読みください。

表示モード
の設定

1 2 3

× × ○

× × ○

× × ○

× ○ ○

× ○ ○

× ○ ○

× ○ ○

○：メッセージが表示されます。
×：メッセージが表示されません。

＊）本機の電源を入れた直後にも約3秒間表示されます。
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表示モードを切換えるには

マーカー表示の設定

表示モードの設定は、設定メニューのVF DISPLAYページに表示されています。

1 「表示項目の選択」（60ページ）のステップ1～3を操作して、設定メニューのVF

DISPLAYページをビューファインダ画面に表示させ、カーソルを「DISP MODE」に

合わせます。

2 UPまたはDOWNボタンを押して、希望の表示モードに切換えます。

3 メニュー操作を終了するときは、MENU SET/OFFスイッチを「OFF」にします。

センターマークとセーフティーゾーンマークの表示のON/OFFの切換え、およびセーフティー

ゾーン範囲を画面面積の80%にするか90%にするかの選択は、設定メニューのMARKER

で行います。

1 MENU SET/OFFスイッチを「SET」にします。

ビューファインダ画面には、前回最後に操作したページが表示されます。

（初めてメニューを使う場合には、最も番号の小さいページが表示されます。）

2 下図のようにMARKERが表示されるまでPAGEボタンを押します。

（PAGE＋UP/DOWN機能を使うこともできます。）

3 SHIFT/ITEMボタンを押して、カーソルを設定したい項目の位置に移動させます。

4 UP（またはDOWN）ボタンを押すたびに「ON」または「OFF」に切換わります。

5 MENU操作を終了するときは、MENU SET/OFFスイッチを「OFF」にします。

ビューファインダ画面から設定メニューが消え、ビューファインダ画面の上端、下端に

現在の状態を表示します。

- MARKER -

¢CENTER MARK : ON
SAFETY ZONE : 3



ビューファインダ画面内の状態表示

63

カメラIDの設定
カメラ IDは、設定メニューのCAMERA IDページで設定できます。

10文字以内の英数字、記号およびスペースが使用できます。

カメラ IDは、OUTPUT/AUTO KNEEスイッチを「BARS」に設定し、カラーバー信号を

記録している時にいっしょに記録されます。またビューファインダ画面に表示されます。

〈ノート〉

・設定メニューの表示中は、カラーバー信号を出力してもカメラ IDは表示されません。

カメラIDを設定するには

1 MENU SET/OFF スイッチを「SET」に設定します。

ビューファインダ画面には、前回最後に操作したページが表示されます。

（初めてメニューを使う場合には、最も番号の小さいページが表示されます）。

2 PAGEボタンを押して、下図に示すCAMERA IDページを表示します。

（PAGE＋UP/DOWN機能を使うこともできます。）

：SHIFT/ITEMボタンで右へ移動（MAX 10）
：UP/DOWNボタンで英数字、記号、スペース切換え

カメラID
（＊はスペースを表します。このメニューページ
でのみ表示されます。）

3 設定したい文字があらわれるまで、UP（またはDOWN）ボタンを押します。

UPボタンを押すと、押すたびに文字表示がアルファベット（A～Z）→数字（0～9）

→記号（スペース、＞、＜、）、（、‘ 、’、- - 、＿、～、／、！）の順に切換わります。

DOWNボタンを押すと、文字表示が逆順に切換わります。

4 SHIFT/ITEMボタンを押してカーソルを次の位置に進め、ステップ3に戻り文字を設

定します。

5 MENU操作を終了するときは、MENU SET/OFFスイッチを「OFF」にします。

ビューファインダ画面から設定メニューが消え、画面の上端、下端に本機の現在の状態

を示す表示が出ます。

〈ノート〉

VF DISPLAYページのCAMERA IDを「ON」に設定していると、上記のカメラ ID設定が

カラーバーといっしょに記録されます。

- CAMERA I D -

†

I D : E E E E E E E E E E
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20

0
EMPHASIS

dB

10

30

40

E TAPE F

E BATT F

RF SERVO HUMID SLACK

DF SLAVE TCG HOLD

h min s frm

音声チャンネル�
レベルメータ�

バッテリー残量表示�

テープ残量表示�
テープ残量が30分以上の場合は、�
“F”の位置までセグメントが7個�
点灯します。�
テープ残量が30分未満より、5�
分ごとにセグメントが1個ずつ消�
えていきます。�

WIDE
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バッテリー残量、音声レベルの表示

VTR部の動作／状態に関する表示

・詳しくは「警告システム」（129ページ）をお読みください。

CH1 CH2

20

0
EMPHASIS

dB

10

30

40

E TAPE F

E BATT F

RF SERVO HUMID SLACK

DF SLAVE TCG HOLD

h min s frm

点灯�
DF�
SLAVE�
TCG�
HOLD�
WIDE�
エラーコード�
表示窓に表示�

警告表示�
RF:�
SERVO:�
HUMID:�
SLACK:

�
ビデオヘッドの目詰まり時に点灯。�
サーボが乱れたときに点灯。�
ヘッドドラムに結露発生時に点灯。�
テープの巻き取り異常時に点灯。�

WIDE
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タイムコードに関する表示

TCG、DISPLAYスイッチの設定位置とタイムカウンタの表示との関係

タイムカウンタ表示に関しては、TCGスイッチ、次にDISPLAYスイッチの設定によって表

示項目が決まります。

タイムコード関連スイッチの設定と表示項目

CH1 CH2

20

0
EMPHASIS

dB

10

30

40

E TAPE F

E BATT F

RF SERVO HUMID SLACK

DF SLAVE TCG HOLD

h min s frm

タイムコード、CTL、実時刻表示のとき点灯。�
DF:�
SLAVE:�
HOLD:�
�
WIDE:

�
ドロップフレームモードのときに点灯。�
タイムコードの外部ロック中に点灯。�
タイムコードジェネレータがホールドされているときに点灯。�
（HOLDボタンが押されたとき点灯。）�
アスペクト比16：9で記録・再生しているときに点灯。�

タイムカウンタ表示�
¡表示される項目とスイッチの設定との関係については、次項をご覧ください。�

: タイムコード、CTL、ユーザービット、実時刻を表示。�

WIDE

TCGスイッチの位置

SET

F-RUN
または
R-RUN

DISPLAYスイッチの位置

TCまたはCTL

UB

CTL

TC

UB

表示される項目

タイムコード

ユーザービット

CTL

タイムコード

ユーザービット
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設定メニューによる調整とセットアップ

1 SHIFT/ITEM スイッチとUPボタンを同時に押した状態で、MENU SET/OFFスイッ

チを「SET」にします。

ENGモードになります。

ビューファインダ画面に、前回最後に操作したページが表示されます

（初めてメニューを使う場合は、最も番号の小さいページが表示されます）。

2 PAGEボタンを押して、下図に示すようなTIME/DATEページを表示します。

（PAGE＋UP/DOWN機能を使用しても行えます。）

3 SHIFT/ITEMスイッチを押して、変更する項目を選びます。

4 UP（または）DOWNボタンを押して、設定値を変更します。

UPボタンを押すたびに数値は＋1され、DOWNボタンを押すたびに－1されます。

5 設定が終了すると、SHIT/ITEMスイッチを押してTIME/DATE SETを選び、UP（ま

たはDOWN）ボタンを押します。押した時から時刻がスタートします。

6 MENU操作を終了するときは、MENU SET/OFFスイッチを「OFF」にします。

ビューファインダ画面から設定メニューが消え、画面の上端、下端に本機の現在の状態

を示す表示が出ます。

〈ノート〉

秒設定は行えません。必ず0秒スタートになります。

- T I ME / DATE -

¢YEAR : 9 8
MONTH : 0 1
DAY : 0 1
HOUR : 0 0
M I NUTE : 0 0

«T I ME / DATE SET

- T I ME / DATE -

¢

YEAR : 9 8
MONTH : 0 1
DAY : 0 1
HOUR : 0 0
M I NUTE : 0 0

«T I ME / DATE SET

«T I ME / DATE SET
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設定メニューによる調整とセットアップ
記録時の調整やセットアップは設定メニューで行います。

設定メニューの操作は、基本的には53ページで説明した手順で行います。

項目によって若干の違いがあります。

設定メニューで調整／セットアップする項目は以下の通りです。

設定メニューで調整／セットアップする項目

調整／セットアップ項目

ゲインの切換え値の設定

使用するシャッターモード／
スピードの選択

シンクロスキャンモードの
シャッタースピード設定

必要な機能の選択

シェーディングの調整

セットアップカードのデータ操作

ページ名

SETTING
(LOW/MID/HIGH)

SHUTTER SPEED

SYNCHRO SCAN

FUNCTION 1/5～5/5

AUTO SHADING

SET UP CARD

操作についての参照先

ゲインの切換え値の設定
DTL、ガンマなどの設定

電子シャッターの設定

電子シャッターの設定

機能選択

シェーディングの調整

セットアップカードの操作
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ゲインの切換え値の設定
十分な明るさがないような場所で撮影を行う場合は、ゲイン値を上げると明るい画像がえら

れます。ただし、ゲインを上げるとノイズも増えますのでご注意ください。

映像アンプのゲイン値はGAINスイッチで切換えます。

GAINスイッチのポジションL、M、Hに対応するゲイン値は、設定メニューのSETTING

（LOW/MID/HIGH）ページで設定します。

ゲイン切換え値の設定

1 MENU SET/OFFスイッチを「SET」にします。

ビューファインダ画面に、前回最後に操作したページが表示されます

（初めてメニューを使う場合は、最も番号の小さいページが表示されます）。

2 PAGEボタンを押して、下図に示すようなSETTING（LOW/MID/HIGH）ページを表

示します。

（PAGE＋UP/DOWN機能を使用しても行えます。）

3 SHIFT/ITEMボタンを繰り返し押して、カーソルを「MASTER GAIN」の位置に移動

させます。

4 UPまたはDOWNボタンを押して、ゲイン値を設定します。

－3、0、3、6、9、12、15、18、21、24、30dBの中から、大小に関係なく自

由に設定できます。

出荷時設定状態（LOW＝0dB、MID＝9dB、HIGH＝18dB）にリセットする場合

は、設定メニュー「DATA RESET」の「MENU INIT」を選び、UPまたはDOWNボ

タンを押します。

5 MENU操作を終了するときは、MENU SET/OFFスイッチを「OFF」にします。

ビューファインダ画面から設定メニューが消え、画面の上端、下端に本機の現在の状態

を示す表示が出ます。

- LOW SETT I NG -

¢MASTER GA I N : 0 dB
H . DT L LEVEL : 1 0
V . DT L L EVEL : 1 0
DT L COR I NG : 0 3
H . DT L FREQ . : 0 4
DARK DT L : 0 0
LEVE L DEPEND : 0 0
MASTER GAMMA : 0 . 4 5

MATR I X TABLE :
BLACK STRETCH : OFF

OFF
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機能選択
設定メニューのFUNCTION 3/5ページでは、VTR操作の機能を選択することができます。

必要な機能を選択するには

1 MENU SET/OFFスイッチを「SET」にします。

ビューファインダ画面に、前回最後に操作したページが表示されます

（初めてメニューを使う場合は、最も番号の小さいページが表示されます）。

2 PAGEスイッチを押して、FUNCTION 3/5ページを表示します。

（PAGE＋UP/DOWN機能を使用しても行えます。）

3 SHIFT/ITEMスイッチを押して、カーソルを変更したい機能の位置に移動させます。

4 UP（またはDOWN）ボタンを押し、選択した機能の設定を切換えます。

引き続き、他の機能について設定を切換えたいときは、ステップ3に戻ります。

5 MENU操作を終了するときは、MENU SET/OFFスイッチを「OFF」にします。

ビューファインダ画面から設定メニューが消え、画面の上端、下端に本機の現在の状態

を示す表示が出ます。

- FUNCT I ON 3 / 5 -

¢HUM I D OPE : OF F
2 6P CONTROL : OF F
REC START : NORMAL
TC M

M

ODE : DF
UB MODE : USER
PA  S E T : 3 0U EI R
BATTERY SEL : N i Cd-1 2
TCG VF D I SP : OF
TCG SET HOLD :

F
OFF
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ホワイトバランスの調整
ホワイトバランスとブラックバランスの調整はAWB（ホワイトバランス調整）→ABB（ブ
ラックバランス調整）→AWBの順に行ったほうがよりよい画像がえられます。
通常は、電源を再投入した場合でも調整し直す必要はありません。
ホワイトバランスは、照明条件が変わったときには必ず調整し直してください。
表示モードが「2」または「3」に設定されている場合、ブラックバランス／ホワイトバラン
スの調整を始めると、ビューファインダ画面に、調整経過や結果を知らせるメッセージが表
示されます。メッセージを表示させたくないときは、表示モードを「1」に設定してください。
・表示モードの設定については、「表示モードと設定変更メッセージ」（61ページ）をお読み
ください。

〈ノート〉
・ビューファインダ画面に設定メニューを表示していると、ホワイトバランス／ブラックバ
ランスは調整されません。必ずMENU SET/OFF スイッチを「OFF」にしてください。
・設定メニューのLOW SETTING、MID SETTING、HIGH SETTINGのMASTER GAIN
の値を変更した時、SUPER GAINボタンでスーパーゲインの設定を変更した時、および
設定メニューのFUNCTION 1/5ページのGAMMA（ON/OFF）を切換えた時は、必ず
ABBを再実行してください。
・人工照明、特に蛍光灯や水銀灯などは、輝度が一定のように見えても、電源周波数に同期し
てR・G・B各色の強さが変化しています。特に電源周波数が50Hzの地域では、NTSCの
垂直同期周波数（約60Hz）と照明の周波数（50Hz）が互いに干渉するため、色相が時間と
ともに変化する現象やフリッカーが生じ、正常にホワイトバランスをとることができません。
このような現象はシャッター速度を1/100に設定することで低減できます。したがって、
50Hzでの蛍光灯や水銀灯照明などの下では、必ずシャッター速度を1/100に設定して
ホワイトバランスをとってください。また撮影の時もシャッター速度を1/100に設定し
てお使いください。

1 図のようにスイッチを設定します。

GAINおよびWHITE BALスイッチの設定を変更すると、ビューファインダ画面の設定

変更メッセージ表示部に、設定した位置を知らせるメッセージが約3秒間表示されます

（ただし表示モードが「3」に設定されているとき）。

2 照明条件に合わせて、FILTERつまみの設定を切換えます。

・FILTERつまみの設定例については、「撮影・記録／再生機能部」の¨FILTERつまみ

（19ページ）をお読みください。FILTERつまみの設定を変更すると、ビューファインダ

画面の設定変更メッセージ表示部に、設定した位置を知らせるメッセージが約3秒間表示

されます（ただし表示モードが「3」に設定されているとき）。

MENU/SET/OFF: OFF

WHITE BAL: A またはB
OUTPUT: CAM
GAIN: 通常は0dB。暗すぎるときには�
　　　 適切なゲインに設定します。�

FILTERつまみ�
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3 被写体の照明光源と同じ条件のところにホワイトパターンを置き、ズームアップして画
面に白を写します。
被写体の近くに白いもの（白布、白壁）を代用することもできます。必要な白の大きさ
は下図の通りです。

4 レンズの絞りを調整します。

5 AUTO W/B BALスイッチを「AWB」側に倒し、スイッチを離します。
スイッチは中央に戻り、ホワイトバランスの自動調整が実行されます。

7 約1秒で調整が完了し（図のようなメッセージが表示されます）、調整値は、ステップ
1で選択したメモリー（AまたはB）に自動的に記憶されます。

6 調整中、ビューファインダ画面には次のようなメッセージが表示されます
（ただし表示モードが「2」または「3」に設定されているとき）。

〈ノート〉
自動絞り機能付きズームレンズを使用した場合、絞りがハンチング1）を起こすことがあり
ます。レンズに付いている絞りのゲインつまみ（IG、IS、Sなどと表示されている）を調整
してください。
・詳しくは、レンズの取扱説明書をお読みください。

1）ハンチング：オートアイリスの応答を繰り返し、映像が暗くなったり明るくなったりします。

画面幅の1/4以上�

画面高さの1/4以上�白　布�

＜ノート＞�
画面内に高輝度スポットを�
入れないようにしてください。�

AUTO W/B BALスイッチ�

調整中のメッセージ�

AWB ACT I VE

調整終了時のメッセージ�

AWB A OK 3 . 2K
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ホワイトバランスの自動調整ができていないとき
ビューファインダ画面にエラーメッセージを表示します。

（表示モード「2」または「3」に設定されているとき）。

表示されるメッセージは次の通りです。

ホワイトバランス調整に関するエラーメッセージ

上記のエラーメッセージが表示されると、処置を行ってから再度ホワイトバランスの調整を

試みてください。

繰り返し試みてもエラーメッセージが表示される場合は、販売店にご相談ください。

〈ノート〉

ビューファインダ画面に設定メニューを表示していると、ホワイトバランスは調整されません。

必ずMENU SET/OFFスイッチを「OFF」にしてください。

ホワイトバランスを調整する時間がないときは
WHITE BALスイッチを「PRST」にします。

FILTERつまみ（外側）の設定位置に応じて、フィルターに対するホワイトバランスがとれます。

ホワイトバランスのメモリーについて

ホワイトバランスのメモリーはA、Bの2系統があります。

WHITE BALスイッチの設定（AまたはB）に対応するメモリーに、各フィルターごとの調

整値を自動的に記憶させることができます。本機は3つのCCフィルターとクロスフィルター

を内蔵しています。

3200Kとクロスフィルターは同一のホワイトバランスデータが記憶されます。

したがって、ホワイトバランスメモリーは合計6個（3×2）の調整値を記憶します。

設定メニューのFUNCTION 2/5ページでFILTER INHを「ON」にしますと、A、B各系

統のメモリー数はそれぞれ1個に限定することもできます。

この場合、メモリーの内容はフィルターには連動しません。

エラーメッセージ 意味 処置

COLOR TEMP. HIGH 色温度が高すぎる。 適切なフィルターを選択する。

COLOR TEMP. LOW 色温度が低すぎる。 適切なフィルターを選択する。

LOW LIGHT 光量が不足している。 光量を多くする。またはゲインを上げる。

LEVEL OVER 光量が多すぎる。 光量を少なくする。またはゲインを下げる。

UNSTABLE CONDITION 撮影条件が不安定です。 フリッカーであればシャッターを入れ、安
（蛍光灯下、カメラ姿勢など） 定した条件にする。
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ブラックバランスの調整

ブラックバランスは、次のような場合に調整が必要です。

・本機を初めて使用するとき

・長時間使用しなかった後に使用するとき

・周囲の温度が大幅に変化した状態で使用するとき

・ゲイン切換え値を変更したとき

・SUPER GAINボタンでスーパーゲインの設定を変更したとき

・ガンマのON/OFFを変更したとき

1 図のようにスイッチを設定します。

2 AUTO W/B BALスイッチを「ABB」側に押した後、離します。

スイッチは中央に戻り、調整が実行されます。

3 調整中、ビューファインダ画面には図に示すようなメッセージが表示されます（表示モー

ドが2または3に設定されているとき）。

・調整中はレンズ絞りが自動的に「CLOSE」になります。

OUTPUT: CAM

MENU SET/OFF: OFF

AUTO W/B スイッチ�

調整中のメッセージ�

ABB ACT I VE
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4 数秒で調整が完了し（図に示すようなメッセージが表示されます）、調整値は自動的に

メモリーに記憶されます。

〈ノート〉

・レンズコネクタが接続されていること、またレンズ絞りが「CLOSE」になっていることを

確認してください。

・ブラックバランス調整中、絞りは自動的に遮光状態になります。

・ブラックバランス調整中、ゲイン切換え回路が自動的に切換わります。

また、ビューファインダ画面上にフリッカーやノイズがあらわれることがありますが、故

障ではありません。

・ビューファインダ画面に設定メニューを表示していると、ブラックバランスは調整されま

せん。必ずMENU SET/OFFスイッチを「OFF」にしてください。

・ABB OK でもブラックシェーディングが気になる場合は、設定メニュー AUTO

SHADINGを開いて、ブラックシェーディング調整を実行してください。（128ページを

参照してください。）

調整終了時のメッセージ�

ABB OK
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シャッターモードについて
本機の電子シャッターで使用できるシャッターモードと、選択できるシャッタースピードは

次の通りです。

設定できるシャッターモードとシャッタースピード

〈ノート〉

・電子シャッターをどのモードで使用しても、シャッタースピードが速いほどカメラの感度

は低減します。

・絞りが自動のときはシャッタースピードが速くなるにつれ、絞りが開き、焦点深度も浅く

なります。

・SYNCHRO SCANは57.2Hz～60.8Hzの範囲は設定できません。

モード

標準

SYNCHRO SCAN

SUPER V

シャッタースピード

1/100、1/120、1/250、
1/500、1/1000および、
1/2000（秒）

30.2Hz～250Hzの範囲

用途

動きの早い被写体を鮮明に撮影したい場合

垂直走査周波数が60Hz を超えるモニ
ター画面を、水平方向のしま模様が少な
くなるように撮影したい場合

垂直解像度を上げる。
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シャッターモード／スピードの設定
・シャッターモードおよび標準モードにおけるシャッタースピードは、SHUTTERスイッチ

を切換えて設定します。

・SYNCHRO SCANモードにおけるシャッタースピードは、設定メニューのSYNCHRO

SCANページであらかじめ設定しておくことができます。またSYNCHRO SCANモード

の時は、SYNCHRO（＋、－）ボタンでシャッタースピードを簡単に変更することができ

ます。（またUPまたはDOWNボタンで設定することもできます。）

・設定メニューのSHUTTER SPEEDページで、シャッタースピードの選択範囲を必要な範

囲に制限したり、特殊動作モード（SYNCHRO SCANおよびSUPER V）を使用するか

どうかを選択しておくことができます。

シャッターモード／スピードを設定するには

1 「表示モードを切換えるには」（62ページ）の操作にしたがい、設定メニューのVF

DISPLAYページで表示モードを「2」または「3」に設定します。

2 SHUTTERスイッチを、ONから「SEL」側に押します。

ビューファインダ画面の設定変更メッセージ表示部に、シャッターの現在の設定が表示

されます。

例：「1/120」、「1/60.8」など

3 もう一度SHUTTERスイッチを「SEL」側に押し、希望のモードまたはスピードが表

示されるまで繰り返します。

すべてのモードとスピードが表示される場合は、以下の順序で表示が切換わります。

あらかじめ必要なシャッタースピードとモードを指定している場合は、指定したスピー

ドまたはモードだけが表示されます。

・出荷時には、SUPER Vモードは指定されていないので表示されません。

SHUTTERスイッチ�

標準モード�

モード� モード�

1/100

SUPER V SYNCHRO SCAN

1/120 1/250 1/500 1/1000 1/2000
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シンクロスキャンモードの設定

1 MENU SET/OFFスイッチを「SET」にします。

ビューファインダ画面に、前回最後に操作したページが表示されます

（初めてメニューを使う場合は、最も番号の小さいページが表示されます。）

2 下図に示すようなSYNCHRO SCANページが表示されるまで、PAGEボタンを繰り

返し押します。

（PAGE＋UP/DOWN機能を使用しても同じ操作が行えます。）

3 UP（値が大きくなる）またはDOWN（値が小さくなる）ボタンを繰り返し押して、希

望の周波数を表示します。

周波数は、30.2Hz～250Hzの範囲内で連続的に切換えることができます。

4 MENU操作を終了するときは、MENU SET/OFFスイッチを「OFF」にします。

ビューファインダ画面から設定メニューが消え、画面の上端、下端に本機の現在の状態

を示す表示がでます。

SYNCHRO SCANモード時は、SYNCHRO（＋、－）ボタンを押すと、上記UPボ

タンとDOWNボタンと同様の動作をさせることができます。

〈ノート〉

57.2Hz～60.8Hzの間は設定できません。

- SYNCHRO SCAN -

1 / 6 0 . 8
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シャッタースピード／モードの選択範囲を変えるには
シャッタースピードの選択範囲を制限したり、特殊動作モードを使用するかどうかを、設定

メニューのSHUTTER SPEEDページで選択できます。

出荷時の設定ではSHUTTER SPEEDページは表示されません。

SHUTTER SPEEDページを操作するときは、本機をエンジニアモードに切換えるか、あら

かじめMENU SELECTページでSHUTTER SPEEDページを選択してください。

1 MENU SET/OFFスイッチを「SET」にします。

ビューファインダ画面に、前回最後に操作したページが表示されます。

（初めてメニューを使う場合は、最も番号の小さいページが表示されます）。

2 PAGEボタンを繰り返し押して、下図に示すようなSHUTTER SPEEDページを表示

します。

（PAGE＋UP/DOWN機能を使用しても同じ操作が行えます。）

3 SHIFT/ITEMボタンを繰り返し押して、設定したいモードまたはシャッタースピード

の位置にカーソルを移動させます。

4 選択したモードまたはスピードを使用するか（ON）、しないか（OFF）はUPボタン

（またはDOWNボタン）を押すたびに変わります。

5 MENU操作を終了するときは、MENU SET/OFFスイッチを「OFF」にします。

ビューファインダ画面から設定メニューが消え、画面の上端、下端に本機の現在の状態

を示す表示が出ます。

〈ノート〉

本機をエクステンションコントロールユニットAQ-EC1（別売品）から操作する場合は、本

機でSHUTTER SPEEDページを操作しても、実際のシャッタースピードはAQ-EC1の方

のスイッチが優先されます。

・エンジニアモードと表示ページの選択については、「設定メニューの構成」（51ページ）を

お読みください。

基準値を変更するときは、設定メニュー「LEVEL 6/6」の A.IRIS LEVEL、A.IRIS

PEAK/AVE、A.IRIS MODEの値をUP、またはDOWNボタンで変更します。

〈ノート〉
各項目のON/OFFは画面の項目の前の＊と・で
表示されます。
＊：ON
・：OFF

絞り自動調整用基準値の変更

- SHUTTER SPEED -

¢ ESYNCHRO SCAN
. SUPER V
E 1 / 1 0 0
E 1 / 1 2 0
E 1 / 2 5 0
E 1 / 5 0 0
E 1 / 1 0 0 0
E 1 / 2 0 0 0
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音声レベルの手動調整

リミッターについて

ビューファインダ部から音声CH 1のレベルを調整するには

AUDIO SELECT CH 1/CH 2切換スイッチを「AUTO」にすると、音声CH 1/CH 2の入

力レベルは自動的に調整されます。

音声チャンネル1、2のレベルを手動で調整するときは、次の操作を行います。

1 AUDIO SELECT CH 1/CH 2切換スイッチを「MAN」にします。

2 フロント下部のAUDIO LEVEL CH 1つまみを右いっぱいに回します。

3 AUDIO LEVEL CH 1/CH 2つまみを回し、最大音量のときレベルメーターが0dBu

まで表示されるように調整します。

1 AUDIO SELECT CH 1スイッチを「MAN 」にします。

2 側面のAUDIO LEVEL CH 1つまみを右いっぱいに回します。

3 設定メニューのVF DISPLAYページでLEVEL METERを「ON」にします。

ビューファインダ画面に音声レベル表示が出ます。

音声レベルを手動調整した場合、過大入力に対してリミッター回路が動作します。

設定メニューでリミッター回路のON/OFFが行えます。（出荷設定はOFFです。）

音声CH 1のレベルは、フロント下部のAUDIO LEVEL CH 1つまみで、ビューファインダ

をのぞいたままでも調整できます。

3

2

1

2

4

1
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4 フロント下部のAUDIO LEVEL  CH 1つまみを回して、音声レベル表示が次の状態に

なるように入力音量を調整します。
・通常の入力音量のときは、レベル表示のバーのうち左から7個目までがONになります。

・右端（0dB）がアステリスク（＊）になるときは入力音量が過大です。表示が＊にな

らないように調整してください。

最適レベルに設定できないときは

フロント下部のAUDIO LEVEL CH 1つまみの最大減衰量は約20dBです。

この範囲で最適レベルに設定できないときには、側面のAUDIO LEVEL CH 1つまみで調整

してください。

フロント下部および側面のAUDIO LEVEL CH 1つまみの使い分け

通常は、フロント下部のつまみを右いっぱいに回しておき、側面のつまみで録音レベルを調

整します。

フロント下部のつまみは、録音中に入力レベルが急に大きくなったとき、レベルを絞るため

に使います。

-40 -30 -25 -20 -15 -10 -5 0


E
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タイムコードを設定するには
ユーザービットとタイムコードの両方を使う場合は、ユーザービットを先に設定します。

タイムコードを先に設定すると、ユーザーズビットを設定している間にタイムコードジェネ

レータが停止するため、設定したタイムコードがずれてしまいます。

タイムコードの設定可能範囲は、00 : 00 : 00 : 00～23 : 59 : 59 : 29です。

1 DISPLAYスイッチを「TC」にします。

2 TCGスイッチを「SET」にします。

3 設定メニューFUNCTIONの3/5ページでTC MODEを「DF」または「NDF」に切

換えます。

ドロップフレームモードでタイムコード歩進させるときは「DF」に切換えます。

ノンドロップフレームモードでタイムコードを歩進させるときは「NDF」に切換えます。

4 SHIFT/ITEMボタン、UP/DOWNボタンでタイムコードを設定します。

SHIFT/ITEMボタン：設定したい桁を点滅させるときに使用します。押すたびに、点

滅の桁が右へ移ります。

UPボタン ：点滅の桁の数値を1ずつ大きくします。

DOWNボタン ：点滅の桁の数値を1ずつ小さくします。

5 TCGスイッチを切換えます。

タイムコードをフリーランで歩進させるときは「F-RUN」に切換えます。

タイムコードをレックランで歩進させたいとき「R-RUN」に切換えます。

バッテリー交換時のタイムコードについて

バッテリー交換時にもバックアップ機構が働いて、タイムコードジェネレータは長時間（約

1年間）動作を続けます。

2,5

1

4
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ユーザービットを設定するには
ユーザービットを設定することにより、16進数8桁までのメモ（日付、時刻、）などの情報

をサブコードトラックに記録できます。

1 DISPLAYスイッチを「UB」にします。

2 TCGスイッチを「SET」にします。

3 メニューFUNCTIONの3/5ページのUB MODE を選択します。

4 SHIFT/ITEMボタンとUP/DOWNボタンでユーザービットを設定します。

SHIFT/ITEMボタン：設定したい桁を点滅させます。押すたびに、点滅する桁が右へ

移ります。

UP/DOWNボタン ：点滅している桁の数値を1ずつ増減します。

16進数のA～Fは次のように表示されます。

5 F-RUN/R-RUNスイッチを「F-RUN」または「R-RUN」にします。

ユーザービットのメモリー機能について

ユーザービットの設定内容（実時刻以外）は、自動的にメモリーされ、電源を切ったあとも

保持されます。

〈ノート〉

・UB MODEの「REAL」を選択した時は、TIME/DATEページのHOUR、MINUTEの設

定値にしたがいます。

・UB MODEが「REAL」で、DISPLAYスイッチが「UB」の時にメニューSWを「SET」

にするとLCD表示はHOLD（保持）します。

2,5

1

4

16進数 A B C D E F

表示
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タイムコードを外部ロックさせるには
VTR部のタイムコードジェネレータを外部のジェネレータにロックさせることができます。

外部ロックのための接続例

例1 外部の信号にロックさせる場合

例2 本機を複数台つなぎ、1台をマスター機、他をスレーブ機とする場合

GENLOCK IN

GENLOCK IN

リファレンスビデオ信号�

TC OUT
基準�
タイム�
コード�

TC IN

MASTER SLAVE SLAVE 次の機へ�

CAM OUT

TC OUT TC OUTTC OUT

TC IN TC INTC IN

CAM
OUT

CAM
OUT

GENLOCK
IN

GENLOCK
IN

GENLOCK
IN

外部ロックの操作手順

1 POWERスイッチを「ON」にします。

2 F-RUN/R-RUNスイッチを「F-RUN」にします。

3 DISPLAYスイッチを「TC」にします。

4 タイムコードの規格を満たした位相関係にある基準タイムコードとリファレンスビデオ
信号を、TC IN端子とGENLOCK IN端子へそれぞれ供給します。

2

3

1
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これで内蔵タイムコードジェネレータは、基準タイムコードにロックします。
ロックしてから約10秒経過した後は、外部からの基準タイムコードの接続を外しても、外
部ロック状態は保たれます。ただし、記録（REC）中に接続したり外したりすると、サーボ
ロックが乱れます。

〈ノート〉
外部ロックの操作をすると、タイムコードは瞬時に外部のタイムコードにロックし、外部コー
ドの値と同じ値がカウンタ表示部に出ます。シンクジェネレータが安定するまでの数秒間は、
記録モードにしないでください。

タイムデータの設定
外部ロック時のユーザービットの設定について
タイムコードの外部ロックでは、タイムデータのみが外部からのタイムコードのタイムデー
タにロックされます。
したがってユーザービットは、各機ごとに個別に設定することができます。
ユーザービットも、外部からのタイムコードのユーザービットにロックさせることができます。
・詳しくは、販売店にご相談ください。
外部ロックを解除するには
外部タイムコードの供給を止めてから、F-RUN/R-RUNスイッチを「R-RUN」に設定します。
外部ロック中に、電源をバッテリーから外部電源に切換えるとき
タイムコードジェネレータの電源の連続性を保つため、DC IN端子に外部電源をつないでか
ら、バッテリーパックを抜いてください。バッテリーパックを先に抜いたときは、タイムコー
ドの外部ロックの連続性は保証されません。
外部ロック中のカメラ部の外部同期について
外部ロック中、カメラ部はGENLOCK IN端子に入力されるリファレンスビデオ信号により
ゲンロックがかかります。

ユーザーデータの使い方

カメラのメモリーのユーザーエリアに、設定メニューの内容を記憶させ、読み出すことがで
きます。このデータを使えば、適切なセットアップ状態をすばやく再現します。

ユーザーデータの操作
カメラのメモリーのユーザーエリアに設定データを記憶させたり、また記憶されたデータを
読み出す操作はメニューを用いて実行します。

ユーザーデータの記憶
1 ユーザーデータの記憶はメニューの INITIALIZE画面を使用します。
2 SHIFT/ITEMとUPボタンを同時に押した状態でMENU SET/OFFスイッチを「SET」
にし、メニューを開きます。

3 PAGEスイッチを押し、INITIALIZE画面を選択します。
→をWRITE USER DATAに合わせ、UPまたはDOWNボタンを押すと設定したデータ
がカメラのメモリーのユーザーエリアに記憶されます。

4 記憶後、MENU SET/OFFスイッチを「OFF」にします。

ユーザーデータの読み出し
1 カメラのメモリーのユーザーエリアに記憶された状態に本機を設定するには、メニューの
SET UP CARD 1/2画面を使用します。

2 MENU SET/OFFスイッチを「SET」にし、メニューを開きます。
3 PAGEスイッチを押し、SET UP CARD 1/2画面を選択します。
→をREAD USER DATAに合わせ、UPまたはDOWNボタンを押します。
カメラのメモリーのユーザーエリアに記憶されたデータが読み出され、設定が完了します。

4 MENU SET/OFFスイッチを「OFF」にします。
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セットアップカードの取り扱い

セットアップメモリーカード（SHL-064HSRVS、別売品）を使用すると、設定メニューの
内容を記憶させることができます。
このデータを使えば、適切なセットアップ状態をすばやく再現します。
また、素材のデータなどを記憶させることもできます。詳しくはセットアップカードアプリ
ケーション説明書をお読みください。
・別売品のこのカードは、セットアップカードとして汎用のメモリーカード（S RAM 64K
バイト以上）か、Picture Link機能用のATAフラッシュメモリーカード（4Mバイト以上）
が使用できます。

セットアップカードは、電源のON/OFFにかかわらず、出し入れできます。
ただし記録中に出し入れはしないでください。誤動作の原因となります。

セットアップカードの取り出しかた
ふたの下端を持ち上げてふたを開け、セットアップカードを取り出します。

〈ノート〉
セットアップカード先端の端子に直接触れないように気をつけてください。

セットアップカードの入れかた
ロゴのある面を手前にして、セットアップカード挿入口にセットアップカードを差し込み、
ふたを閉めます。

〈ノート〉
ロゴ面を手前にし、文字の天地が正しいことを確認して、カードを挿入してください。
挿入の際、カードの向きを確認してください。入りにくいときは、カードが裏向きまたはカー
ドの上下が逆になっている可能性があります。無理に押し込まず、カードの裏表および上下
を確認して入れ直してください。

使用時・保管時のご注意
使用時、保管時は以下の点にご注意ください。
・高温・多湿を避ける。
・水滴を付けない。
・帯電を避ける。
セットアップカードは、本機に挿入してふたを閉めた状態で保存してください。
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セットアップカードのデータ操作
セットアップカードに設定データを記憶させたり、また記憶されたデータを読み出す操作は、

設定メニューのSET UP CARDページで行います。

〈ノート〉

本機をリモートコントローラで操作する場合は、本機でSET UP CARDページを操作するこ

とはできません。

セットアップカードのフォーマット

1 MENU SET/OFFスイッチを「SET」に設定します。

ビューファインダ画面に、前回最後に操作したページが表示されます。

（初めてメニューを使う場合は、最も番号の小さいページが表示されます）。

2 MENUスイッチを繰り返し押して、下図に示すようなSET UP CARD 1/2ページを

表示します。

（PAGE＋UP/DOWN機能を使用しても同じ操作が行えます。）

3 SHIFT/ITEMスイッチを繰り返し押し、カーソルをCARD CONFIG. の位置に移動さ

せます。

4 UPボタン（またはDOWNボタン）を押すと、図に示すようなメッセージが表示されます。
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データの書き込みが実行されないとき
ステップ5でUPボタンを押したとき、以下のエラーメッセージが表示されると、データの

書き込みが実行されません。

データのフォーマットエラーメッセージ

エラーメッセージ

WRITE PROTECT

NO CARD

ERROR

状況

カード側でプロテクトがかかって
います。

セットアップカードが挿入されて
いません。

フォーマットができません。

対策

カード側のWRITE PROTECTを「OFF」に
設定します。

カードを挿入します。

カードの不良が考えられます。
カードを交換します。

5 セットアップカードのフォーマットを行う場合は、UPボタンを押します。

セットアップカードのフォーマットが終了すると、図に示すようなメッセージが表示さ

れます。

〈ノート〉

フォーマットすると、その時の設定状態も同時にメモリーされます。

6 メニュー操作を終了するときは、MENU SET/OFFスイッチを「OFF」に戻します。
ビューファインダ画面から設定メニューが消え、ビューファインダ画面の上端、下端に

は設定状態を示す表示が出ます。

- SET UP CARD

C CARD¢

READ
READ
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SELECT
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ONF GI

-
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FORMAT OK
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6 メニュー操作を終了するときは、MENU SET/OFFスイッチを「OFF」に戻します。

ビューファインダ画面から設定メニューが消え、ビューファインダ画面の上端、下端に

は設定状態を示す表示が出ます。

設定したデータをカードに書き込むには

1 MENU SET/OFFスイッチを「SET」に設定します。

ビューファインダ画面に、前回最後に操作したページが表示されます。

（初めてメニューを使う場合は、最も番号の小さいページが表示されます）。

2 MENUスイッチを繰り返し押して、下図に示すようなSET UP CARD 1/2ページを

表示します。

（PAGE＋UP/DOWN機能を使用しても同じ操作が行えます。）

3 SHIFT/ITEMスイッチを繰り返し押し、カーソルをWRITEの位置に移動させます。

4 UPボタン（またはDOWN）ボタンを押すと、図に示すようなメッセージが表示されます。
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5 セットアップカードに書き込みを行う場合は、UPボタンを押します。

書き込みが終了すると、図に示すようなメッセージが表示されます。
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記憶されているデータを保護するには

セットアップカードのWRITE PROTECTスイッチを「ON」にしますと、ステップ5でUP

ボタンを押しても書き換えが実行されません。

データの書き込みが実行されないとき
ステップ5でUPボタンを押したとき、以下のエラーメッセージが表示されると、データの

書き込みが実行されません。

データの書き込みエラーメッセージ

「ON」へ�

エラーメッセージ

NO CONFIG

NO CARD

WRITE PROTECT

ERROR

状況

セットアップカードがフォーマッ
トされていません。

セットアップカードが挿入されて
いません。

カード側でプロテクトがかかって
います。

書き込みができません。

対策

カードをフォーマットします。

カードを挿入します。

カード側のWRITE PROTECTを「OFF」に
設定します。

カードの不良が考えられます。
カードを交換します。
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カードに記憶されているデータを読み出すには

1 MENU SET/OFFスイッチを「SET」にします。
ビューファインダ画面に、前回最後に操作したページが表示されます。
（初めてメニューを使う場合は、先頭ページが表示されます）。

2 SET UP CARD 1/2ページが表示されるまで、PAGEスイッチを繰り返し押します。
（または、PAGE＋UP/DOWN機能を使用します。）

3 SHIFT/ITEMスイッチを押し、カーソルをREADの位置に移動させます。

4 UP（またはDOWN）ボタンを押すと、図に示すようなメッセージが表示されます。

5 セットアップカードの読み出しを行う場合は、UPボタンを押します。
読み出しが終了すると、図に示すようなメッセージが表示されます。

6 メニュー操作を終了するときは、MENU SET/OFFスイッチを「OFF」にします。
ビューファインダ画面から設定メニューが消え、画面の上端、下端には、セットアップ
カードから読み出されたデータに基づく設定状態を示す表示が出ます。

データの読み出しが実行されないとき
ステップ5でUPボタンを押したとき、以下のエラーメッセージが表示されると、データの
読み出しが実行されません。

データの読み出しエラーメッセージ

- SET UP CARD

C CARD
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READ
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READ OK

エラーメッセージ

NO CONFIG

NO CARD

ERROR

状況

セットアップカードがフォーマッ
トされていません。

セットアップカードが挿入されて
いません。

読み出しができません。

対策

カードをフォーマットします。

カードを挿入します。

本機以外で書き込まれたデータは読み出せま
せん。
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カセットの入れかた／出しかた

・本機で使用できるカセットの種類については、「カセットテープ」（139ページ）をお読み
ください。

入れかた

1 トップパネルの、カセットホルダーの周囲にケーブルなどがないことを確認して、
POWERスイッチを「ON」にします。

内部に結露があると、HUMID表示が点灯します。
その場合は表示が消えるまで待ってから、ステップ2へ進んでください。

2 EJECTボタンを押します。
カセットホルダーが開きます。

POWER: ON

カセットホルダー�

EJECTボタン�

3 テープにたるみがないことを確認し、カセットを押し入れた後、カセットホルダーをしっ
かりと閉めます。

テープにたるみがないことを確認するには

指でリールを押し込みながら矢印の方向へ軽く回し、リールが回らなければテープのたるみ
はありません。
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取り出しかた
電源が入った状態でEJECTボタンを押してカセットホルダーを開け、カセットを取り出します。

取り出し後すぐに、再びカセットを挿入しない場合は、カセットホルダーを閉めておいてく

ださい。

バッテリー消耗時のカセットの取り出しについて

一度POWERスイッチを「OFF」にして電源を切り、再度電源を入れてください。そして、

すぐにEJECTボタンを押し続けてください。バッテリーに電源が残っている時は、カセット

は取り出せます。

ただし、これらの動作を繰り返さないでください。

テープの記録内容を誤って消してしまうのを防ぐには、カセットのツメを「SAVE」側にし

ます。

誤消去を防ぐには

REC

SAVE
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基本手順
ここでは、撮影・記録の基本操作手順を説明します。

実際に撮影に出発する際は、事前に点検を行って、システムが正常に機能することを確認し

てください。

・点検のしかたについては、「撮影前の点検」（133ページ）をお読みください。

電源の準備からカセットを入れるまで

1 充電済みのバッテリーパックを入れます。

2 POWERスイッチを「ON」にし、HUMID表示が出ないこと、BATTERY残量表示が

5個以上点灯していることを確認します。

・HUMID表示が出たときは表示が消えるまで待ってください。

・BATTERY残量表示が5個以上点灯していないときは、完全に充電したバッテリー

と交換します。

3 カセットホルダー、トップパネル周辺にケーブルなどがないことを確認してから、

EJECTボタンを押してカセットホルダーを開けます。

4 次のことを確認した後、カセットを挿入し、カセットホルダーを閉じます。

カセットが誤消去防止状態になっていない。

テープがたるんでいない。

2

3

1
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ホワイトバランス／ブラックバランスの調整から記録停止まで

電源を入れ、カセットを挿入した後、各スイッチを次のように設定します。

絞り: 自動�

OUTPUT: CAM/AUTO KNEE ON
TCG: F-RUN またはR-RUN

AUDIO SELECT�
CH 1/CH 2: AUTO

GAIN: 通常は0dB。暗すぎるときには�
　　　 適切なゲインに設定します。�



95

記録

撮影するには

1-1 照明条件に合わせてフィルターを選び、ホワイトバランスがあらかじめメモリーさ

れているときはWHITE BALスイッチを「A」または「B」にします。

ホワイトバランス、ブラックバランスがメモリーされていなくて、ホワイトバランス

を調整する時間がないときは

WHITE BALスイッチを「PRST」にし、FILTERつまみを「A」または「B」に

すると3200Kのホワイトバランスがとれます。

1-2 その場でホワイトバランスを調整する場合は、照明条件に合わせたフィルターを

選び、WHITE BALスイッチを「A」または「B」にして、次の手順でホワイトバ

ランスを調整します。

（1）AUTO W/B BALスイッチをAWB側に押してホワイトバランスを調整します。

（2）AUTO W/B BALスイッチをABB側に押してブラックバランスを調整します。

（3）AUTO W/B BALスイッチをAWB側に押してホワイトバランスを調整します。

ホワイトバランスの調整のしかたについては、「ホワイトバランス／ブラックバラ

ンスの調整」（70ページ）をお読みください。

2 カメラを被写体に向け、フォーカスとズームを調整します。

3 電子シャッターを使用する場合は、シャッタースピード／動作モードを設定します。

・詳しくは、「電子シャッターの設定」（75ページ）をお読みください。

4 VTR STARTボタンまたはレンズのVTRボタンを押して記録を開始します。

記録中は、ビューファインダ内のRECランプが点灯します。

5 停止するときは、再度VTR STARTボタンを押します。

ビューファインダ内のRECランプが消えます。

テープ操作用ボタンについて

記録中は、テープ操作ボタン（EJECT、REW、FF、PLAY、STOP）は動作しません。

2 1-2 1-1,1-24,5
3
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1 再び電源を入れます。

2 VTR STARTボタンまたはレンズのVTRボタンを押して記録を開始します。

つなぎ撮り
記録一時停止中であれば、VTR STARTボタンまたはレンズのVTRボタンを押すだけで、

0～＋1フレーム以内の精度でつなぎ撮りができます。それ以外の場合は、記録を始める前

に、つなぎ撮りのポイントを頭出しする必要があります。

記録一時停止中

つなぎ撮りのポイントは、自動的に頭出しされます。

ただし、VTR SAVE/STBYスイッチの設定によって、記録開始までの時間が異なります。

・VTR SAVE/STBYスイッチを「SAVE」に設定していると、VTR STARTボタンを押し

てから約2秒後に記録が始まります。

・VTR SAVE/STBYスイッチを「STBY」に設定していると、VTR STARTボタンを押す

とすぐに記録が始まります。

記録一時停止中に電源をきった場合のつなぎ撮り

12
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テープを走行させた後、カセットを取り出した後、または途中までしか記録されていないテー

プでつなぎ撮りする場合

1 ビューファインダの画面を見ながら、PLAYボタンを押し、テープを再生します。

2 つなぎ撮りを行いたい箇所で、再度PLAY（またはSTOP）ボタンを押し、テープを止

めます。

3 レンズのRETボタンを押します。

約2秒後につなぎ撮り準備が整います。

4 VTR STARTボタンまたはレンズのVTRボタンを押すと、記録を開始します。

その他の場合のつなぎ撮り
テープを走行させた後や、カセットを取り出した後、または途中までしか記録されていない

テープでつなぎ撮りをしたいときは、次の手順に従ってください。

1,2

4 3
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PLAYボタンを押すと、ビューファインダで白黒の再生画像を見ることができます。このほ

か再生画像を見る方法は2通りあります。

・レックレビュー：設定メニューのMAIN FUNCTIONでRETスイッチが「REC CHECK」

に設定されている場合、ビューファインダで記録内容の最後の2秒間の白黒画像を見るこ

とができます。

・カラー再生：本機のVIDEO OUT端子を接続すると、カラーモニターでカラーの再生画像

を見ることができます。

巻戻し（REW）や早送り（FF）中でも、再生信号はビューファインダに出力されます。

再生信号の音声出力の選択や音量の調節は、17ページのMONITORスイッチやつまみで行

います。

記録を一時停止し、レンズのRETボタンを押すと、最後の2秒間が自動的に巻き戻され、そ

の部分の再生画像がビューファインダに出ます。これにより、記録が正しく行われたかどう

かを確認できます。

再生後は、再び記録開始待ちの状態になります。

RETボタンを押し続けると、最高10秒間まで巻き戻して再生します。

〈ノート〉

・1秒間以上記録されていない場合はレックレビュー機能は使用できません。

本機のVIDEO OUT端子とカラーモニターを接続すると、カラーの再生画像を見ることがで

きます。

レックレビュー

カラー再生



信　号　名

コンポジットビデオ信号

コンポジットビデオGND

Y GND

Y信号

PR信号

PR GND

PB信号

ピン №

8

9

10

11

12

15

B

信　号　名

PB GND

CAM MIC(H)

CAM MIC(C)

CAM MIC(GND)

VTR START/STOP

REC TALLY

GND

ピン №

1

2

3

4

5

6

7
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外部VTRとの接続

本機は、外部VTRによる記録を可能にするインターフェースを備えています。

・本機に26ピン／12ピン出力アダプタAJ-YA900P（別売品）を取りつけ、26ピンケー

ブル（別売品）を接続しますと、本機のVTR部（内部VTR）と外部VTRで記録できるよ

うになります。26ピンインターフェースからはコンポーネントビデオ信号が出力されます。

・AG-7450AとAG-S745を接続しているとき、26ピンー14ピン変換ケーブルで内部

VTRの代わりに外部VTRによる記録ができます。ただし、ビデオ出力はコンポジット信

号のみです。

接続可能な外部VTRの種類

・26ピン：AU-55H

・14ピン：AG-7450A（ただしVTRアダプタAG-S745を接続）

・設定メニューのFUNCTION 3/5ぺージで、26P CONTROLを「BOTH」または「ON」

にしてください。（出荷時は「OFF」になっています。）

・CAM ENC基板のSW201を「ON」にしてください。（工場出荷時は「OFF」です。）

電源について

本機と外部VTRとの間で電源の受給はできません。それぞれ専用の電源を用意してください。

ビューファインダ内のBATTランプ、バッテリー残量表示機能は、内部VTRの電源状態の

みを知らせます。外部VTRの電源状態は、外部VTR側で確認してください。

タリーランプ、RECランプの動作について

本機のタリーランプ、ビューファインダ内のRECランプは、「BOTH」で使用する時、本機

のREC状態を表示します。「ON」で使用する時は、外部VTRのREC状態を表示します。

警告音について

本機のスピーカーやPHONES端子からは、外部VTRに関する警告音はいっさい出ません。

接続ケーブルについて

ケーブルによっては正しく信号がつながらないことがあります。

26ピン／12ピン出力アダプタAJ-YA900P（別売品）の信号は次のようになっています

ので、これを参考に外部VTRと接続してください。

外部VTR接続時のご注意
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接続
本機に26ピン／12ピン出力アダプタAJ-YA900P（別売品）を取りつけ、26ピンケー

ブルで外部 VTR を接続し、外部 VTR（AU-55H）の音声入力レベル切換スイッチを

「－60dB」に設定します。

また、本機のCAM ENC 基板のSW201を「ON」側に切換える必要があります。

（102ページ参照）

音声入力レベル切換スイッチ：－60dB

機能設定の確認
26ピンインターフェースをコントロールする機能の設定が、「BOTH」または「ON」になっ

ていることを設定メニューのFUNCTION 3/5ページで確認してください。

各機能の設定について「機能選択」を参照してください。

AG-S745を接続したAG-7450Aを使うときは

本機の音声出力レベルを－20dBに切換える必要

があります。

詳しくは販売店にご相談ください。

記録を開始するには

1 外部VTRを操作し、外部VTRを記録一時停止状態にします。

2 本機のVTR STARTボタンまたはレンズのVTRボタンを押します。

内部VTR、外部VTRでの同時に記録を開始します。

もう一度押すと、どちらのVTRも記録一時停止状態になります。

同時記録中、一方のVTRがテープ終端になったら
一方のVTRがテープ終端になって停止しても、他方のVTRは記録動作を続けます。

再び同時記録状態にするには

・内部VTRがテープ終端になった場合は、カセットを交換し、本機のVTR STARTボタン

またはレンズのVTRボタンを押します。この間、外部VTRは記録動作を続けています。

・外部VTRがテープ終端になった場合は、カセットを交換し、外部VTR側の操作によって

記録を再開させます。この間、内部VTRは記録を続けています。

〈ノート〉

外部VTR側のカセットを交換した後、本機のVTR STARTボタンまたはレンズのVTRボタ

ンを押した場合は、内部VTRは記録一時停止状態になりますのでご注意ください。

ポータブルVTR AU-55H
（音声入力レベル切換スイッチ
を－60dBに設定します。）

AJ-YA900Pの26ピンコネクタへ
（26ピン／12ピン出力アダプタの
取りつけは102ページを参照）
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本機のVTR SAVE/STBYスイッチの働きについて
テープ走行モードについて

本機のSTOP、REW、FFボタンを押すと、内部VTRはそれぞれ停止、巻き戻し、早送りモー

ドになりますが、外部VTRはいずれの場合も記録一時停止状態になります。

ビューファインダで再生画像を見るには

本機のPLAYボタンを押すと、内部VTRのテープの白黒再生画像をビューファインダで見

ることができます。外部VTRの再生画像をみることはできません。



内部VTRの代わりに外部VTRで記録するには
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26ピン／12ピン出力アダプタを使って
接続
外部VTRの接続のしかたは、「内部VTRと外部VTR同時に記録する」場合と同じです。

・99ページの「接続」をお読みください。

26ピン／12ピン出力アダプタの取りつけ
・アダプタを取りつけるときは販売店に相談してください。

1 本機の内部スイッチを切換えます。

1 表示窓側のサイドパネルを外します。
2 基板押さえ金具を外し、CAM ENC（2）基板を取り出します。
3 SW201を「ON」側に切換えます。
4 オーディオレベルを－20dBへ切換えるときはディップスイッチSW4701を切換えます。

CAM ENC (2) 基板�

CAM ENC (2) 基板�

基板押さえ金具�

SONY

SW1

N

S
W

201
O

N
 O

F
F

MII

1 ON
2
3
4
5
6

SW4701

Pin NO －60dB －20dB
初期設定

1 未使用

2 ON（NRのON/OFF）

3 ON OFF

4 OFF ON

5 ON OFF

6 OFF ON
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外部VTRを本機のスイッチでコントロールするには

設定メニューのFUNCTION 3/5ページで以下のように機能を設定すると、内部VTRは動

作できなくなり、本機のVTR STARTボタンまたはレンズのVTRボタンで、外部VTRだけ

をコントロールできるようになります。

・26P CONTROL：ON

・FUNCTION 3/5ページの操作については、「機能選択」（69ページ）をお読みください。

内部VTRから外部VTRに切換えるときは

内部VTRが動作中に異常を起こして（テープの巻き込み、結露など）動作不能になると、本

機の VTR START ボタンおよびレンズの VTR ボタンは働かなくなります。この場合、

FUNCTION 3/5ページで上記のように機能を選択すれば、本機のVTR STARTボタンまた

はレンズのVTRボタンで、内部のVTRの代わりに外部VTRを操作できます。

記録を開始するには

外部VTR側の操作で外部VTRを記録一時停止状態にし、本機のVTR STARTボタンまたは

レンズのVTRボタンを押します。外部VTRが記録を開始します。もう一度押すと、記録一

時停止状態になります。

26ピン／12ピン出力アダプタの出力レベルについて

工場出荷時の設定は、オーディオは－60dBu平衡型、コンポーネントビデオはSONYレベ

ルで出荷されています。内部スイッチSW4701を切換えるとオーディオは－20dBu不平衡

型、SW1の1と2の両方を「ON」に切換えるとコンポーネントビデオはMⅡレベルに変更で

きます（前ページ参照）。

2 26ピン／12ピン出力アダプタを取りつけます。
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RET（リターン）ボタンを押すか、押し込んでいる間、VTRに記録されている映像や、

GENLOCK IN端子に入力されたリターンビデオ信号を、ビューファインダ画面で見ること

ができます。

設定メニュー MAIN FUNCTIONのRET SWの設定やVTRの状態により、ビューファイン

ダ画面に表示される内容が、下表のように変わります。

〈ノート〉

ただしメニューのMAIN FUNCTIONでREC SIGNALがVIDEOを選択している時（外部入

力記録時）は、ビューファインダ画面には外部入力が表示されていますがRETボタンを押し

込んでいる間は、カメラ映像がビューファインダ画面に表示されます。

■レンズのRETボタンの働き

RET SW
の設定

REC CHECK

CAM RET

MARK*

内部VTRの
状態

記録中

記録一時停止中

再生中

再生一時停止中

記録中

記録一時停止中

再生中

再生一時停止中

記録中

記録一時停止中

再生中

再生一時停止中

ビューファインダ画面に表示
される内容

カメラが撮影している映像（RETボタンは働かない）

記録された内容（2秒間のレックレビュー）の確認ができ
ます。

内部VTRの再生画像（RETボタンは働かない）

つなぎ撮りするための頭出し動作画像

GENLOCK IN端子に入力されたリターンビデオ信号

GENLOCK IN端子に入力されたリターンビデオ信号

GENLOCK IN端子に入力されたリターンビデオ信号

GENLOCK IN端子に入力されたリターンビデオ信号

Picture Link機能用のMARK SWとして動作

Picture Link機能用のMARK SWとして動作

内部VTRの再生画像（RETボタンは動作しない）

内部VTRの再生停止画像（RETボタンは動作しない）

*Picture Linkアダプタボード（AJ-YAP900、別売品）の装着時に表示されます。
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バックアップ用電池はすでに取りつけた状態で出荷しています。

電池が消耗するとTCGのタイムコード値が「00 : 00 : 00 : 00」になります。

この時はタイムコード値のバックアップができなくなっています。

またPOWERスイッチを「ON」にした時に、ビューファインダ内に「BACK UP BATT EMPTY」の表示が3秒間表

示されますので電池の交換が必要です。

電池を交換する時は、販売店にご相談ください。

バックアップ用�
電池�
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項目

R GAIN

B GAIN

MASTER PED

MASTER DTL

MASTER GAMMA

R PEDESTAL

G PEDESTAL

B PEDESTAL

VF表示

USER
ENG

USER
ENG

USER
ENG

USER
ENG

USER
ENG

USER
ENG

USER
ENG

USER
ENG

備　考

R chのゲイン設定

B chのゲイン設定

MASTER PEDESTALのレベル設定

H.DTL/V.DTLのレベル設定

MASTER GAMMAの設定（0.01ステップ）
LOW/MID/HIGHで異なった値を記憶さ
せることができます。

R chのPEDESTALレベル設定

G chのPEDESTALレベル設定

B chのPEDESTALレベル設定

- ROP -

¢R : + 0 0 0
+ 0 0 0
+ 0 0 6
0 0
0 . 4 5
+ 0 0 0
+ 0 0 0
+ 0 0 0

B :
MAS :

:
:

R :
G

GA A

GA I N
GA I N

:
B

MM

TER PED
MASTER DT L
MASTER

:

PED LSTA
PED LSTA
PED LSTA

ROP画面
ROP（Remote Operation Panel）を設定します。

MARKER画面

メニュー画面の表示方法

USERメニュー；MENUスイッチをSETにすると表示されます。
ENGメニュー ；SHIFT/ITEMボタンとUPボタンを同時に押した状態でMENUスイッチをSETにすると表示されます。

ビューファインダ内のマーカー表示を設定します。
項目

CENTER MARK

SAFETY ZONE

可変範囲

ON
OFF

OFF
1
┊
3
┊
6

VF表示

USER
ENG

USER
ENG

備　考

センターマーク表示のON/OFF

セーフティーゾーンの切換／表示OFF

- MARKER -

¢CENTER MARK : ON
SAFETY ZONE : 3

可変範囲

-100
┊
+0
┊
+100（最大）

-100
┊
+0
┊
+100（最大）

-100
┊
＋6
┊
+100（最大）

-15
┊
0
┊
+15

0.35
┊
0.45
┊
0.75

-100
┊
+0
┊
+100（最大）

-100
┊
+0
┊
+100（最大）

-100
┊
+0
┊
+100（最大）
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VF DISPLAY画面
ビューファインダ内の表示情報を設定します。

- VF D I SPLAY -
¢D I SP MODE : 3

EXTENDER : ON
SHUTTER : ON
TAPE : ON
BATTERY : ON
F I L TER : ON
WH I TE : ON
GA I N : ON
LEVEL METER :

CAMERA I D : ON
I R I S :

CH1
S+ I R I S

項目

DISP MODE

EXTENDER

SHUTTER

TAPE

BATTERY

FILTER

WHITE

GAIN

LEVEL METER

IRIS

CAMERA ID

可変範囲

1 - 3

ON
OFF

ON
OFF

ON
OFF

ON
OFF

ON
OFF

ON
OFF

ON
OFF

CH1
CH1・CH2
OFF

IRIS
S+IRIS
S
OFF

ON
OFF

VF表示

USER
ENG

USER
ENG

USER
ENG

USER
ENG

USER
ENG

USER
ENG

USER
ENG

USER
ENG

USER
ENG

USER
ENG

USER
ENG

備　考

エクステンダー表示のON/OFF

シャッタースピード表示のON/OFF

テープ残量表示のON/OFF

バッテリー電圧表示のON/OFF

フィルターNo. 表示のON/OFF

AWB PRE/A/B表示のON/OFF

現在選択ゲイン表示のON/OFF

オーディオレベルメータ表示の選択
CH1 ：CH1のみ表示します。
CH1・CH2：CH1, CH2両方を表示します。
OFF ：表示しません。

IRIS ：絞り値のみを表示
S+IRIS：スーパーアイリスON状態と絞

り値両方を表示
S ：スーパーアイリスON状態のみ

を表示
OFF ：スーパーアイリスON状態およ

び絞り値両方とも表示しません

カラーバー記録時の I D ミックスの
ON/OFF

可変範囲の＿はプリセットモードです。

USERメニュー；MENUスイッチをSETにすると表示されます。
ENGメニュー ；SHIFT/ITEMボタンとUPボタンを同時に押した状態でMENUスイッチをSETにすると表示されます。

変化
表示

1 2 3

FILTER × × ○

GAIN × × ○

AWB × × ○

AUTO
KNEE SW × ○ ○

SHUTTER × ○ ○

ABB STATUS × ○ ○

AWB STATUS × ○ ○
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CAMERA ID画面
カメラ IDの設定を行います。UPボタンを押すと、押すたびに文字の表示がスペース（□）

アルファベット（A～Z）、数字（0～9）記号（スペース、>、<、）、（、’、’、--、－、～、

/、!）の順に切換わります。DOWNボタンを押すと、文字表示が逆に切換わります。

項目

ID：＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

可変範囲

――

VF表示

USER
ENG

備　考

カメラ IDの入力

- CAMERA I D -

†

I D : E E E E E E E E E E

SHUTTER SPEED画面
シャッタースピードの設定を行います。各項目のON/OFFは画面の項目の前に＊と・で表示

されます。

項目

SYNCHRO SCAN

SUPER V

1/100

1/120

1/250

1/500

1/1000

1/2000

可変範囲

ON
OFF

ON
OFF

ON
OFF

ON
OFF

ON
OFF

ON
OFF

ON
OFF

ON
OFF

VF表示

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

備　考

シンクロスキャンシャッタースピードの
設定

スーパーVモード（垂直高解像度モード）
の設定

シャッタースピード 1/100 の設定
ON/OFF

シャッタースピード 1/125 の設定
ON/OFF

シャッタースピード 1/250 の設定
ON/OFF

シャッタースピード 1/500 の設定
ON/OFF

シャッタースピード 1/1000 の設定
ON/OFF

シャッタースピード 1/2000 の設定
ON/OFF

- SHUTTER SPEED -

¢ ESYNCHRO SCAN
. SUPER V
E 1 / 1 0 0
E 1 / 1 2 0
E 1 / 2 5 0
E 1 / 5 0 0
E 1 / 1 0 0 0
E 1 / 2 0 0 0

＊：ON
・：OFF

〈ノート〉

VF DISPLAY画面の「CAMERA ID」のON/OFFで、この設定値をMIXす

るかを選択します。

〈ノート〉

SUPER Vモードの設定は「FUNCTION2/5」のメニュー設定に連動します。
可変範囲の＿はプリセットモードです。

USERメニュー；MENUスイッチをSETにすると表示されます。
ENGメニュー ；SHIFT/ITEMボタンとUPボタンを同時に押した状態でMENUスイッチをSETにすると表示されます。
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SYNCHRO SCAN画面
シンクロスキャンの設定を行います。

〈ノート〉

GAIN（0dB）とGAIN（－3dB）が両方ともONの時はゲインが－3dB、

0dB以外の時に！LEDが点灯します。
可変範囲の＿はプリセットモードです。

USERメニュー；MENUスイッチをSETにすると表示されます。
ENGメニュー ；SHIFT/ITEMボタンとUPボタンを同時に押した状態でMENUスイッチをSETにすると表示されます。

項目

SYNCHRO SCAN

可変範囲

1/30.2
┊
1/60.8
┊
1/250

VF表示

USER
ENG

備　考

シンクロシャッタースピードの選択

- SYNCHRO SCAN -

1 / 6 0 . 8

！LED画面
ビューファインダ内の！LED表示のON/OFFを設定します。各項目のON/OFF画面の項目

の前に＊と・で表示されます。

項目

GAIN（0dB）

GAIN（－3dB）

SHUTTER

WHITE PRESET

EXTENDER

FILTER

SUPER V

可変範囲

ON
OFF

ON
OFF

ON
OFF

ON
OFF

ON
OFF

ON
OFF

ON
OFF

VF表示

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

備　考

ゲインが0dB以外の時に点灯するかどう
かの選択

ゲインが－3dB以外の時に点灯するかど
うかの選択

シャッターON時に点灯するかどうかの
選択

AWBのCHがPRESETの時に点灯する
かどうかの選択

レンズがEXTENDERモードの時に点灯
するかどうかの選択

フィルターが3200KとCLEARの組み
合わせ以外の時に点灯するかどうかの選択

SUPER VがONの時に点灯するかどう
かの選択

- ! LED -

¢ EGA I N ( 0 dB )
dB ). GA I N (

ESHUTTER
. WH I TE PRESET
EEXTENDER
. F I L TER
. SUPER V

-3

＊：ON
・：OFF
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SET UP CARD 1/2, 2/2画面
セットアップカードへの読み込み／書き込みセーブおよびコンフィグレーションを行います。

→を項目に合わせてUPまたはDOWNボタンを押すと処理を行います。

項目

READ USER DATA

READ

SELECT

WRITE

SELECT

CARD CONFIG

可変範囲

――

――

0
┊
3

――

0
┊
3

――

VF表示

USER
ENG

USER
ENG

USER
ENG

USER
ENG

USER
ENG

USER
ENG

備　考

カメラのメモリーのユーザーエリアデー
タを読み込みます。

セットアップカードのデータを読み出し
ます。

セットアップカードから読み出すカメラ
データのファイルを選択します。

カメラのデータをセットアップカードへ
書き込みます。

セットアップカードへ書き込むカメラデー
タのファイルを選択します。

セットアップカードをフォーマットします。

- SET UP CARD

C CARD

¢READ
READ

USER

SELECT
WR I TE

0

SELECT 0

1 / 2

ONF GI

-

AD AT

- SET UP CARD

¢ I D READ / WR I TE

2 / 2 -

O: FF
FU C 1 ~ 2 R / W

R / W
R / W

O: N
L / / H SET O: N
LE

N
M
VEL 1 ~ 6 O: N

*例えば、セットアップカードでREAD/WRITEする時にCAMERA IDの内容を変更したく
ない場合は、ID READ/WRITEをOFFにしてご使用ください。

可変範囲の＿はプリセットモードです。

USERメニュー；MENUスイッチをSETにすると表示されます。
ENGメニュー ；SHIFT/ITEMボタンとUPボタンを同時に押した状態でMENUスイッチをSETにすると表示されます。

項目

ID READ/WRITE

FUNC1～2 R/W

L/M/H SET R/W

LEVEL1～6 R/W

可変範囲

ON
OFF

ON
OFF

ON
OFF

ON
OFF

VF表示

USER
ENG

USER
ENG

USER
ENG

USER
ENG

備　考

セットアップカードのREAD/WRITE時に
CAMERA IDの記録／読み出しのON/OFF
切換え*
ON ：記録／読み出しします。
OFF：記録／読み出ししません。

セットアップカードのREAD/WRITE時
に FUNCTION1と FUNCTION2の記
録／読み出しのON/OFF切換え
ON ：記録／読み出しします。
OFF：記録／読み出ししません。

セットアップカードのREAD/WRITE時
に LOW SETTING、MID SETTING、
HIGH SETTINGのGAIN SETの記録／
読み出しのON/OFF切換え
ON ：記録／読み出しします。
OFF：記録／読み出ししません。

セットアップカードのREAD/WRITE時
にLEVEL1/6、2/6、3/6、4/6、5/6、
6/6の記録／読み出しのON/OFF切換え
ON ：記録／読み出しします。
OFF：記録／読み出ししません。
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可変範囲の＿はプリセットモードです。

USERメニュー；MENUスイッチをSETにすると表示されます。
ENGメニュー ；SHIFT/ITEMボタンとUPボタンを同時に押した状態でMENUスイッチをSETにすると表示されます。

BATT/TAPE ALARM画面
撮影中にバッテリー残量とテープ残量の警告音が気になる場合は、警告音を切ることができます。

項目

BATT NEAR END

BATT END

TAPE NEAR END

TAPE END

可変範囲

ON
OFF

ON
OFF

ON
OFF

ON
OFF

VF表示

ENG

ENG

ENG

ENG

備　考

バッテリー消耗間近の警告音のON/OFF

バッテリー消耗時の警告音のON/OFF

テープ終端間近の警告音のON/OFF
（テープ終端から約3分前に警告）

テープ終端時の警告音のON/OFF

- BATT / TAPE ALARM -

¢BATT NEAR END :
BATT END : ON
TAPE NEAR END :
TAPE END : ON

OFF

OFF

MAIN FUNCTION画面
使用機能の設定を行います。

項目

REC. SIGNAL

REC. MODE

PB MODE

RET SW

可変範囲

CAM
VIDEO

16＊9/50M

14＊3/50M

16＊9/25M

14＊3/25M

AUTO
50M
25M

REC CHECK
CAM RET
MARK*

VF表示

ENG

ENG

ENG

ENG

備　考

ビデオ入力信号の切換
CAM ：カメラからの入力
VIDEO ：GENLOCK INからの入力

VTRに記録するモードを選択します。
16＊9/50M：525 i（16：9）信号を

50Mbpsで記録します。
14＊3/50M：5 2 5 i（ 4：3）信号を

50Mbpsで記録します。
16＊9/25M：525 i（16：9）信号を

25Mbpsで記録します。
14＊3/25M：5 2 5 i（ 4：3）信号を

25Mbpsで記録します。

再生モードの切換
AUTO：記録モードを自動検出して再生

するモード
50M ：50Mモードで再生します。
25M ：25Mモードで再生します。

RET SWの機能を選択します。
REC CHECK：REC CHECK動作を行

います。
CAM RET ：リターン信号出力の動作

を行います。
（MARK） ：MARK SWの動作を行

います。

¢REC S I GNAL :. CAM
MREC : 4

PB :
RET SW : REC

E 3 / 5 0
M5 0

CHECK

- MA I N

MODE
MODE

FUNCT I ON -

*Picture Linkアダプタボード（AJ-YAP900、別売品）の装着時に表示されます。
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FUNCTION 1/5画面
調整機能－1の設定を行います。各項目のON/OFFは画面の項目の前に＊と・で表示されます。

可変範囲の＿はプリセットモードです。

項目

DETAIL

2D LPF

SUPER COLOR

GAMMA

TEST SAW

FLARE

H-F COMPE.

可変範囲

ON
OFF

ON
OFF

ON
OFF

ON
OFF

ON
OFF

ON
OFF

ON
OFF

VF表示

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

備　考

ディテール（H、V）のON/OFF切換え
（H, V同時にON/OFF）

色にじみを低減する2次元 LPF（Low
Pass Filter）のON/OFF切換え

色のダイナミックレンジを拡大するモー
ドのON/OFF切換え
ニーポイント以上の色を強調します。

ガンマ回路のON/OFF切換え

テスト信号のON/OFF切換え

フレア補正のON/OFF切換え

高域のDTLを上げるモードのON/OFF
切換え

- FUNCT I ON 1 / 5 -

¢ EDETA I L
. 2D LPF

L
EGAMMA
. TEST SAW
E F LAR

R

E
EH - F CO

CO O

MPE .

ESUPER

FUNCTION 2/5画面
調整機能－2の設定を行います。

項目

SUPER V

FILTER INH

SHOCKLESS AWB

ECU DATA SAVE

COLOR BARS

S. GAIN OFF

S. IRIS INH

可変範囲

FRM1
FRM2

ON
OFF

OFF
NORMAL
SLOW
FAST

ON
OFF

SMPTE
SNG

S. GAIN 
L/M/H

ON
OFF

VF表示

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

備　考

SUPER VのON/OFF切換え
FRM1：通常モード
FRM2：残像低減モード

各フィルターごとにAWBメモリー（Ach,
Bch）のデータを持つか、持たないかの切換え
ON ：フィルターに無関係にAch, Bch

メモリーのみ（2メモリー）
OFF：各フィルターごとに持ちます。

（4×2=8メモリー）

SHOCKLESS AWBのON（NORMAL/
SLOW/FAST）／OFFの選択
SHOCKLESS AWB は WHITE BAL SWの
A/B/PRSTを切換えたときのショックがありません。
切換え時間をFAST（高速）、NORMAL
（普通）、SLOW（遅く）から選択できます。

ON ：ECUでコントロールしたDATA
を記憶します。

OFF：DATAは記憶されません。

カラーバーを選択します。
SMPTE ：SMPTEカラーバー
SNG ：SNG（SPLIT）カラーバー

スーパーゲインモードを解除する方法を選択します。
S. GAIN ：スーパーゲインSWのみで解除

します。
L/M/H ：L/M/H SWの変化で解除します。

スーパーアイリス機能を選択します。
ON ：スーパーアイリス機能を禁止します。
OFF：スーパーアイリス機能が動作します。

- FUNCT I ON 2 / 5 -

SUPER V :

U DEC

¢

F I L TER I NH : OFF

OFF

OFF

SHOCK
A A
LESS AWB : NORMAL

FRM1

T SAVE :
L RCO O

OFF
BARS : SMPTE

S . GA I N : L / M / H
I NHS . I R I S :

＊：ON
・：OFF
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FUNCTION 3/5画面
調整機能－3の設定を行います。

項目

HUMID OPE

26P CONTROL

REC START

TC MODE

UB MODE

PAUSE TIMER

BATTERY SEL

TCG VF DISP

TCG SET HOLD

可変範囲

ON
OFF

OFF
BOTH
ON

ALL
NORMAL

DF
NDF

USER
REAL
EXT
GPS*

10
20
30

NiCd-12
NiCd-13
NiCd-14
DIGITAL

ON
OFF

ON
OFF

VF表示

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

備　考

結露状態でのVTR動作の選択
ON ：通常通りの動作を続ける。
OFF：POWER SWとEJECTボタン以

外の動作を禁止します。

26Pリモート制御の選択
OFF ：本機のみ（26Pは制御しません。）
BOTH：本機と26Pリモート制御（タリー

LEDは本機のREC状態を表示）
ON ：26Pリモートのみ制御（タリーLED

は26P VTRのREC状態を表示）

VTR START/STOPでのRECの受けつ
けを選択
ALL ：VTRモードに関係なくREC

を受けつける。
NORMAL：STOP（POWER SAVE）

モードとREC PAUSEモード
の時のみRECを受けつける。

タイムコードのDF/NDF切換
DF ：ドロップフレームモード
NDF：ノンドロップフレームモード

LTC UBの使用方法の選択
USER：ユーザー設定値（固定値）
REAL：TIME DATEの時刻でリアルタイム動作
EXT ：外部からTC入力がある時、UBG

値がスレーブロックします。
（外部入力がない時は、ユーザー
設定値を使用します。）

（GPS）：Picture Link時、UBにGPSをのせます。

REC/PAUSE時の持続時間選択
10：10分間
20：20分間
30：30分間

バッテリーの種類の選択をします。**
NiCd-12 ：12Vのニカド電池を使用する時。
NiCd-13 ：13Vのニカド電池を使用する時。
NiCd-14 ：14Vのニカド電池を使用する時。
DIGITAL：デジタルバッテリーを使用する時。

ビューファインダへのタイムコード表示
のON/OFF切換え
ON ：タイムコードを表示します。
OFF ：タイムコードを表示しません。

TCG SET→電源OFF→電源ON→REC
でのTCGの動作選択
ON ：TCG SETしたことを電源OFF

時に記憶し、REGENしません。
OFF ：TCG SETしたことを電源OFF

時に記憶せず、REGENします。

- FUNCT I ON 3 / 5 -

¢HUM I D O

H DO

PE : OF F
2 6P CONTROL : OF F
REC START : NORMAL
TC M

M

ODE : DF
UB MODE : USER
PA  S E T

T

: 3 0U EI R
BATTERY SE

SE

L

L

: N i Cd-1 2
TCG
TCG

VF D I SP : OF
:

F
OFF

可変範囲の＿はプリセットモードです。

USERメニュー；MENUスイッチをSETにすると表示されます。
ENGメニュー ；SHIFT/ITEMボタンとUPボタンを同時に押した状態でMENUスイッチをSETにすると表示されます。

*Picture Linkアダプタボード（AJ-YAP900、別売品）の装着時に表示されます。
**BATTERY SELでNiCd-12, 13, 14を選択していてもアントンのインテリジェントバッテ
リーかどうかを自動検知しています。インテリジェントバッテリーの場合は、ビューファイ
ンダ内のバッテリー残量表示は数値表示（パーセント表示）となります。また、使用するバッ
テリーが常にインテリジェントバッテリーの場合は、DIGITALを選択してご使用ください。

〈ノート〉

・26P CONTROLを使用する場合

は、CAM ENC基板のSW201

をONにしてください。

・UB MODEをREALで使用する

場合は「TIME/DATE」メニュー

画面で時刻の変更を行います。
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FUNCTION 4/5画面
調整機能－4の設定を行います。

項目

FRONT MIC

REAR MIC CH1

REAR MIC CH2

LINE CH1/CH2

REAR AUDIO

MIC LOWCUT CH1

MIC LOWCUT CH2

EMPHASIS

LIMITER

TEST TONE

可変範囲

-40/-50/
-60dB

-40/-50/
-60dB

-40/-50/
-60dB

+4/0/
-6dB

STEREO
MONO

ON
OFF

ON
OFF

ON
OFF

ON
OFF

NORMAL
ALL

VF表示

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

備　考

カメラマイク入力レベルの選択

リアジャックAUDIO CH1入力のマイク
レベルの選択

リアジャックAUDIO CH2入力のマイク
レベルの選択

リアジャックAUDIO CH1/CH2入力の
ライン入力レベルの選択

リアジャックAUDIO CH1/CH2入力方
法選択
STEREO：ステレオ入力選択（CH1入

力は CH1 に、CH2 入力は
CH2に記録されます。）

MONO ：モノラル入力選択（CH1入
力とCH2入力のミックス信
号がCH1、CH2それぞれに
記録されます。）

CH1 マイクのハイパスフィルター
ON/OFF切換え

CH2 マイクのハイパスフィルター
ON/OFF切換え

記録時のエンファシスのON/OFF切換え
EE出力信号もこのSW状態と連動します。

AUDIO LIMITERのON/OFF切換
ON ：リミッター動作します。
OFF ：リミッター動作しません。

NORMAL：CAM/BAR SWがBAR側
で、AUDIO IN SWのCH1
が FRONTのときに TEST
TONE信号を出力します。

ALL ：CAM/BAR SWがBAR側
のときTEST TONE信号を
出力します。

- FUNCT I ON 4 / 5 -

¢ FRONT M I C : -4 0 dB
REAR M I C CH1 : -6 0 dB
REAR M I C CH2 : -6 0 dB
L I NE CH1 / CH2 : + 4 dB
REAR AUD I O : STEREO

TEST TONE : NORMAL

M I C LOWCUT CH1 : OFF
M I C LOWCUT CH2 : OFF
EMPHAS I S : OFF
L M I TERI : OFF

FUNCTION 5/5画面
調整機能－5の設定を行います。

項目

VIDEO OUT

可変範囲

MENU ON

MENUOFF

VF表示

ENG

備　考

VIDEO OUT信号にキャラクタを表示す
るかしないかの選択
MENU ON ：表示します。
MENU OFF ：表示しません。

- FUNCT I ON 5 / 5 -

V I DE UTO O : ON¢ MENU

可変範囲の＿はプリセットモードです。

USERメニュー；MENUスイッチをSETにすると表示されます。
ENGメニュー ；SHIFT/ITEMボタンとUPボタンを同時に押した状態でMENUスイッチをSETにすると表示されます。

〈ノート〉

・MIC LOWCUTは、FRONT MIC

選択時CH1/CH2ともにONに

なります。

・LIMITERはピーク（＋18dB）

から－3dBでリミッター動作し

ます。

・AUDIO SELECTが「MAN」の

時、LIMITER動作し、「AUTO」

の時、AGC動作します。



〈ノート〉

全てのゲインを割り付けた場合、SUPER GAIN SWを押すたびにゲインが

→30dB→OFF の順に切換わります。
可変範囲の＿はプリセットモードです。

USERメニュー；MENUスイッチをSETにすると表示されます。
ENGメニュー ；SHIFT/ITEMボタンとUPボタンを同時に押した状態でMENUスイッチをSETにすると表示されます。
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SUPER GAIN画面
SUPER GAINスイッチに割り付けるゲインの設定を行います。

項目

30dB

可変範囲

ON
OFF

VF表示

ENG

備　考

SUPER GAIN SWが押されたときのゲ
インを選択します。

- SUPER GA I N -

¢ 3 0 dBE
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LOW SETTING画面
LOWレベルGAINの設定を行います。

項目

MASTER GAIN

H.DTL LEVEL

V.DTL LEVEL

DTL CORING

H.DTL FREQ.

DARK DTL

LEVEL DEPEND.

MASTER GAMMA

BLACK STRETCH

MATRIX TABLE

可変範囲

-3dB
┊
0dB
┊
30dB

0
┊
10
┊
31

0
┊
10
┊
31

0
┊
3
┊
15

1
┊
4
5

0
┊
5

0
┊
5

0.35
┊
0.45
┊
0.75

ON
OFF

A
B
OFF

VF表示

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

備　考

-3, 0, 3, 6, 9, 12, 15, 18, 21, 24,
30dBが設定可能

H.DTL（ディテール）レベルの設定

V.DTL（ディテール）レベルの設定

DTLコアリングの設定

H.DTL FREQUENCYの選択
1：2.5MHz 4：4MHz
2：3MHz 5：4.5MHz
3：3.5MHz

ダークディテールの設定
黒い部分のディテールを強調します。

LEVEL DEPEND. の設定
Yディテール強調時、暗部のみのディテー
ルを除去します。数値が大きい程、除去
する範囲が広くなります。

マスターガンマの設定
0.01ステップ

低照度の黒ツブレを補正するモード
ON/OFF切換え

色補正表の選択

- LOW SETT I NG -

¢MASTER GA I N : 0 dB
H . DT L LEVEL : 1 0
V . DT L L EVEL : 1 0
DT L COR I NG : 0 3
H . DT L FREQ . : 0 4
DARK DT L : 0 0
LEVE L DEPEND : 0 0
MASTER GAMMA : 0 . 4 5

MATR I X TABLE :
BLACK STRETCH : OFF

OFF

可変範囲の＿はプリセットモードです。

USERメニュー；MENUスイッチをSETにすると表示されます。
ENGメニュー ；SHIFT/ITEMボタンとUPボタンを同時に押した状態でMENUスイッチをSETにすると表示されます。

〈ノート〉

DARK DTLとLEVEL DEPEND

は相反する機能ですので、DARK

DTLを「0」以外の設定にした時

はLEVEL DEPENDが「0」に自

動的に設定されます。

逆にLEVEL DEPENDを「0」以

外に設定した時は、同じように

DARK DTLが自動的に「0」に設

定されます。
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MID SETTING画面
MIDDLEレベルの設定を行います。

項目

MASTER GAIN

H.DTL LEVEL

V.DTL LEVEL

DTL CORING

H.DTL FREQ.

DARK DTL

LEVEL DEPEND.

MASTER GAMMA

BLACK STRETCH

MATRIX TABLE

可変範囲

-3dB
┊
9dB
┊
30dB

0
┊
10
┊
31

O
┊
7
┊
31

0
┊
6
┊
15

1
┊
4
5

0
┊
5

0
1
┊
5

0.35
┊
0.45
┊
0.75

ON
OFF

A
B
OFF

VF表示

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

備　考

-3, 0, 3, 6, 9, 12, 15, 18, 21, 24,
30dBが設定可能

H.DTL（ディテール）レベルの設定

V.DTL（ディテール）レベルの設定

DTLコアリングの設定

H.DTL FREQUENCYの選択
1：2.5MHz 4：4MHz
2：3MHz 5：4.5MHz
3：3.5MHz

ダークディテールの設定
黒い部分のディテールを強調します。

LEVEL DEPEND. の設定
Yディテール強調時、暗部のみのディテー
ルを除去します。数値が大きい程、除去
する範囲が広くなります。

マスターガンマの設定
0.01ステップ

低照度の黒ツブレを補正するモード
ON/OFF切換え

色補正表の選択

- M I D SETT I NG -

¢MASTER GA I N : 9 dB
H . DT L LEVEL : 1 0
V . DT L L EVEL : 0 7
DT L COR I NG : 0 6
H . DT L FREQ . : 0 4
DARK DT L : 0 0
LEVE L DEPEND : 0 1
MASTER GAMMA : 0 . 4 5

MATR I X TABLE :
BLACK STRETCH : OFF

OFF

可変範囲の＿はプリセットモードです。

USERメニュー；MENUスイッチをSETにすると表示されます。
ENGメニュー ；SHIFT/ITEMボタンとUPボタンを同時に押した状態でMENUスイッチをSETにすると表示されます。

〈ノート〉

DARK DTLとLEVEL DEPEND

は相反する機能ですので、DARK

DTLを「0」以外の設定にした時

はLEVEL DEPENDが「0」に自

動的に設定されます。

逆にLEVEL DEPENDを「0」以

外に設定した時は、同じように

DARK DTLが自動的に「0」に設

定されます。



設定メニュー画面

118

HIGH SETTING画面
HIGHレベルの設定を行います。

項目

MASTER GAIN

H.DTL LEVEL

V.DTL LEVEL

DTL CORING

H.DTL FREQ.

DARK DTL

LEVEL DEPEND.

MASTER GAMMA

BLACK STRETCH

MATRIX TABLE

可変範囲

-3dB
┊
18dB
┊
30dB

0
┊
8
┊
31

O
┊
7
┊
31

0
┊
10
┊
15

1
┊
4
5

0
┊
5

0
┊
2
┊
5

0.35
┊
0.55
┊
0.75

ON
OFF

A
B
OFF

VF表示

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

備　考

-3, 0, 3, 6, 9, 12, 15, 18, 21, 24,
30dBが設定可能

H.DTL（ディテール）レベルの設定

V.DTL（ディテール）レベルの設定

DTLコアリングの設定

H.DTL FREQUENCYの選択
1：2.5MHz 4：4MHz
2：3MHz 5：4.5MHz
3：3.5MHz

ダークディテールの設定
黒い部分のディテールを強調します。

LEVEL DEPEND. の設定
Yディテール強調時、暗部のみのディテー
ルを除去します。数値が大きい程、除去
する範囲が広くなります。

マスターガンマの設定
0.01ステップ

低照度の黒ツブレを補正するモード
ON/OFF切換え

色補正表の選択

- -H I GH SETT I NG

¢MASTER GA I N : 1 8 dB
H . DT L LEVEL : 0 8
V . DT L L EVEL : 0 7
DT L COR I NG : 1 0
H . DT L FREQ . : 0 4
DARK DT L : 0 0
LEVEL DEPEND : 0 2
MASTER GAMMA : 0 . 5 5

MATR I X TABLE :
BLACK STRETCH : OFF

OFF

可変範囲の＿はプリセットモードです。

USERメニュー；MENUスイッチをSETにすると表示されます。
ENGメニュー ；SHIFT/ITEMボタンとUPボタンを同時に押した状態でMENUスイッチをSETにすると表示されます。

〈ノート〉

DARK DTLとLEVEL DEPEND

は相反する機能ですので、DARK

DTLを「0」以外の設定にした時

はLEVEL DEPENDが「0」に自

動的に設定されます。

逆にLEVEL DEPENDを「0」以

外に設定した時は、同じように

DARK DTLが自動的に「0」に設

定されます。
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LEVEL 1/6画面
カメラのセットアップレベル1の設定を行います。

項目

C DTL COMPE.

CHROMA D TL

KNEE APERTURE

SLIM DTL

CORNER DTL

DTL GAIN（＋）

DTL GAIN（－）

DTL CLIP

H. DTL LINE MIX

可変範囲

ON
OFF

0 -2

ON
OFF

ON
OFF

ON
OFF

-31
+0
+31

-31
+16
+31

0
┊
14
┊
31

OH
1H
2H

VF表示

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

備　考

クロマDTLのON/OFF切換

クロマDTLの設定
クロマエッジを検出し、それをYにのせ
てHディテールを強調します。
数値が大きい程補正が大きくなります。

ニーアパチャのON/OFF切換
ニーポイントから上のディテールが強調
されます。

ディテールを細くするモードのON/OFF
切換

画面周辺部の解像度を向上させるモード
ON/OFF切換

H.ディテールの＋方向のレベルをかえます。

H.ディテールの－（下）方向のレベルを
かえます。

ディテール信号の＋方向のクリップをか
えます。

H.ディテール信号を生成するための走査
線加算の設定

GA I N ( )

- LEVEL 1 / 6 -

¢C DT L COM

M

PE . : OFF
CHROMA DT L : 0

:
: 1 4
: 1H

:

0

0 0

KNEE APERTURE : ON
SL I M DT L : OFF
CORNER DT L : OFF
DT L

GA I N ( )DT L
DT L CL I P
H . DT L L I NE I X

-
+ +

1 6+

LEVEL 2/6画面
カメラのセットアップレベル2の設定を行います。

項目

SKIN TONE DTL

SKIN TONE HUE

SKIN TONE LEVEL

SKIN TONE WIDTH

SKIN TONE CORING

SKIN TONE ZEBRA

可変範囲

ON
OFF

103
┊
143

1
┊
25
┊
50

1
┊
15
┊
30

1
┊
5
┊
15

ON
OFF

VF表示

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

備　考

肌色ディテールのON/OFF切換え

SKIN TONE HUEの設定
（はだ色の検出領域の位相の設定）
位相方向に変化します。

SKIN TONE LEVELの設定
（はだ色の検出領域の色の濃さの設定）
振幅方向に変化します。

SKIN TONE WIDTHの設定
SKIN TONE HUEとLEVELで設定した
色からSKIN TONEとして扱う色の範囲の設定
数値が大きい程スキントーンの範囲が広
くなります。

SKIN TONE CORINGの設定
SKIN TONE範囲のディテール量が変化
します。

SKIN TONE範囲でのZEBRAのON/OFF
切換
ZEBRAの見える範囲でコアリングが変
化します。

- LEVEL 2 / 6 -

¢

SK I N TONE
SK I N TONE

HUE : 1 0 3
SK I N TONE LEVEL : 2 5
SK I N TONE W I DTH : 1 5
SK I N TONE COR I NG : 0 5
SK I N TONE ZEBRA : OFF

: OFFDT L

可変範囲の＿はプリセットモードです。

〈ノート〉

SKIN TONE ZEBRA ON/OFF

以外の項目の可変範囲を変更中は

数字のみの表示となります。
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LEVEL 3/6画面
カメラのセットアップレベル3の設定を行います。

項目

M.PED

SET UP

MANUAL KNEE

KNEE POINT

KNEE SLOPE

WHITE CLIP

WHITE CLIP LVL

AUTO KNEE POINT

AUTO KNEE LEVEL

可変範囲

-100
┊
+006
┊
+100

0%
7.5%
7.5%A

ON
OFF

75％
┊
85％
┊
90％

0
┊
25

ON
OFF

90%
┊
110%

75％
┊
85％
┊
90％

100
┊
110

VF表示

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

備　考

M.PED（マスターペデスタルレベル）の
設定

セットアップレベルの切換
0％ ：カメラ出力、テープ上とも

セットアップ0％
7.5％ ：カメラ出力、テープ上とも

セットアップ7.5％
7.5％A ：カメラ出力はセットアップ

7.5％
テープはセットアップ0％

*7.5％Aに変更する場合は、CAM ENC
基板内のクロマレベルとバーストレベル
を再調整する必要があります。

AUTO KNEEスイッチがOFFの時のモー
ド設定

MANUAL KNEE POINTの位置設定

MANUAL KNEEの傾きの設定

WHITE CLIPのON/OFF切換

WHITE CLIP LEVELの設定

AUTO KNEEのPOINTの位置設定

AUTO KNEEの最大レベルの設定

- LEVEL 3 / 6 -

¢M . PED : + 0 0 6
SET UP : 0%

5%

%
%

MANUAL KNEE : ON
KNEE PO I NT

PO I NT

: 8
KNEE SLOPE : 2 5
WH I TE CL I P : ON
WH I TE CL I P LVL : 1 1 0
AUTO KNEE

LEVEL
: 8 5

AUTO KNEE : 1 1 0

可変範囲の＿はプリセットモードです。

USERメニュー；MENUスイッチをSETにすると表示されます。
ENGメニュー ；SHIFT/ITEMボタンとUPボタンを同時に押した状態でMENUスイッチをSETにすると表示されます。
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LEVEL 4/6画面
カメラのセットアップレベル4の設定を行います。

項目

R FLARE

G FLARE

B FLARE

R GAMMA

B GAMMA

可変範囲

0
┊
100

0
┊
100

0
┊
100

-15
┊
+00
┊
+15

-15
┊
+00
┊
+15

VF表示

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

備　考

Rchフレアの設定
プリセット値はカメラにより異なります。

Gchフレアの設定
プリセット値はカメラにより異なります。

Bchフレアの設定
プリセット値はカメラにより異なります。

マスターガンマに対してのRchガンマの
補正値

マスターガンマに対してのBchガンマの
補正値

- LEVEL 4 / 6 -

¢R F LARE : ---
G F LARE : ---
B F LARE : ---
R GAMMA : + 0 0
B GAMMA : + 0 0

可変範囲の＿はプリセットモードです。

USERメニュー；MENUスイッチをSETにすると表示されます。
ENGメニュー ；SHIFT/ITEMボタンとUPボタンを同時に押した状態でMENUスイッチをSETにすると表示されます。

〈ノート〉

R, G, B FLAREはイニシャル（初

期設定）動作を行ってもイニシャ

ルされません。
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LEVEL 5/6画面
カメラのセットアップレベル5の設定を行います。

項目

MATRIX TABLE

MATRIX R-G

MTRIX R-B

MATRIX G-R

MATRIX G-B

MATRIX B-R

MATRIX B-G

可変範囲

A
B

-31
┊
+0
┊
+31

-31
┊
+0
┊
+31

-31
┊
+0
┊
+31

-31
┊
+0
┊
+31

-31
┊
+0
┊
+31

-31
┊
+0
┊
+31

VF表示

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

備　考

色調整表の選択

色調整

色調整

色調整

色調整

色調整

色調整

- LEVEL 5 / 6 -

¢MATR I X TABLE : A
MATR I X R-G : + 0 0

0 0
0 0
0 0
0 0
0 0

MATR I X R-B : +
MATR I X G-R : +
MATR I X G-B : +
MATR I X B-R : +
MATR I X B-G : +

可変範囲の＿はプリセットモードです。
〈ノート〉
MATRIX TABLE Bのプリセットモードは、すべて00です

USERメニュー；MENUスイッチをSETにすると表示されます。
ENGメニュー ；SHIFT/ITEMボタンとUPボタンを同時に押した状態でMENUスイッチをSETにすると表示されます。

〈ノート〉

MATRIXを変えてもホワイトバラ

ンス、ブラックバランスは変化し

ません。
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LEVEL6/6画面
カメラのセットアップレベル6の設定を行います。

項目

H PHASE COARSE

H PHASE FINE

SC PHASE COARSE

SC PHASE FINE

A.IRIS LEVEL

A.IRIS PEAK/AVE

A.IRIS MODE

S.IRIS LEVEL

可変範囲

0
┊
7
┊
15

0
┊
128
┊
255

0
┊
3

0
┊
128
┊
255

0
┊
45
┊
100

0
┊
50
┊
100

NORM1
NORM2
CENTR

0
┊
100

VF表示

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

備　考

GEN LOCK時のH PHASEの粗調

GEN LOCK時のH PHASEの微調

GEN LOCK時のSC PHASEの粗調

GEN LOCK時のSC PHASEの微調

AUTO IRIS目標値の設定
この値で明るさ（IRIS）をコントロール
します。
数値が大きい程明るくなります。

AUTO IRISのピーク：平均値の割合の設定
0に近づく程AVE制御型になり、100
に近づく程ピーク制御型になります。

AUTO IRISのモード選択
NORM1： 画面全体で光を計測します。

（周辺部は除く）
NORM2： 画面全体で光を計測します。

（上部は除く）
CENTR： 画面中心部のみの光を計測し

ます。

SUPER IRIS目標値の設定
（逆光補正モード）

- LEVEL 6 / 6 -

¢H PHASE COARSE : 0 7
H PHASE F I NE : 1 2 8
SC PHASE COARSE : 0
SC PHASE F I NE : 1

1

2 8
A . I R I S L EVEL : 0 4 5
A . I R I S PEAK / AVE : 0 5 0
A . I R I S M MODE : NOR
S . I R I S LEVEL : 1 0 0

可変範囲の＿はプリセットモードです。

USERメニュー；MENUスイッチをSETにすると表示されます。
ENGメニュー ；SHIFT/ITEMボタンとUPボタンを同時に押した状態でMENUスイッチをSETにすると表示されます。
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VF OPERATION画面
ビューファインダ表示の設定を行います。

項目

VF OUT

VF DTL

ZEBRA1 DETECT

ZEBRA2 DETECT

ZEBRA2

可変範囲

Y
NAM
R
G
B

0
2
4

50
┊
70
┊
110

50
┊
85
┊
110

ON
OFF
SPOT

VF表示

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

備　考

VF OUTの選択
NAM（N Additive Mix）：
R, G, Bの中で一番レベルの大きい信号を
出力します。

VF DTLの選択
VF用信号のディテールをさらに強調します。
「0」の場合は本線と同じディテールにな
ります。

ZEBRA1検出レベル（IRE値）の設定

ZEBRA2検出レベル（IRE値）の設定

ZEBRA2のON/OFF切換およびSPOT
の選定

＊SPOTで使用する場合は、ZEBRA2
DETECTの値をZEBRA1 DETECTの
値より大きい値に設定してください。
ZEBRA2 DETECT の値が ZEBRA1
DETECTの値以下の場合は、ZEBRA表
示をしません。

- VF OPERAT I ON -

¢VF OUT : Y
VF DT L : 2
ZEBRA1 DETECT : 0
ZEBRA2 DETECT : 0

7 0
8 5

ZEBRA2 : SPOT

LENS ADJ画面
レンズの調整を行います。各項目のON/OFFは画面の項目の前に＊と・で表示されます。

項目

F2.8 ADJ

F16 ADJ

可変範囲

――

――

VF表示

ENG

ENG

備　考

→で選択されている時のみ電圧出力

→で選択されている時のみ電圧出力

- LENS ADJ -

¢ F 2 . 8 ADJ
.
.

F 1 6 ADJ

＊：ON
・：OFF

〈ノート〉

レンズ絞りのオープン端、クローズ端調整ができるレンズをご使用の場合は、

“F2.8ADJ”または“F16ADJ”をONにし、レンズ絞りが“F2.8”または

“F16”になるように、何度か、くり返し調整をしてください。（この調整機能

を持っていないレンズの場合は、調整は不要です。）

可変範囲の＿はプリセットモードです。

USERメニュー；MENUスイッチをSETにすると表示されます。
ENGメニュー ；SHIFT/ITEMボタンとUPボタンを同時に押した状態でMENUスイッチをSETにすると表示されます。
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可変範囲の＿はプリセットモードです。

USERメニュー；MENUスイッチをSETにすると表示されます。
ENGメニュー ；SHIFT/ITEMボタンとUPボタンを同時に押した状態でMENUスイッチをSETにすると表示されます。

MENU SELECT 1/3画面
メニューページの表示のON/OFFの設定を行います。各項目のON/OFFは画面の項目の前

の＊と・で表示されます。

項目

ROP

MARKER

VF DISPLAY

CAMERA ID

SHUTTER SPEED

SYNCHRO SCAN

!LED

SET UP CARD 1/2

SET UP CARD 2/2

MAIN FUNCTION

可変範囲

ON
OFF

ON
OFF

ON
OFF

ON
OFF

ON
OFF

ON
OFF

ON
OFF

ON
OFF

ON
OFF

ON
OFF

VF表示

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

備　考

ROP MENU項目のUSER MENU表示
のON/OFF

MARKER項目のUSER MENU表示の
ON/OFF

VF DISPLAY項目のUSER MENU表示
のON/OFF

CAMERA ID項目のUSER MENU表示
のON/OFF

SHUTTER SPEED 項 目 の USER
MENU表示のON/OFF

SYNCHRO SCAN 項 目 の USER
MENU表示のON/OFF

!LED 項 目 の USER MENU 表 示 の
ON/OFF

SET UP CARD 1/2項目のUSER MENU
表示のON/OFF

SET UP CARD 2/2項目のUSER MENU
表示のON/OFF

MAIN FUNCTION項目のUSER MENU
表示のON/OFF

- MENU SELECT 1 / 3 -

¢ EROP
EMARKER
EVF D I SPLAY
ECAMERA I D
. SHUTTER SPEED
ESYNCHRO SCAN
. ! LED
ESET UP CARD 1 / 2

SET UP CARD 2 / 2.
EMA I N FUNCT I ON

＊：ON
・：OFF

TIME/DATE画面
日付／時刻の設定を行います。日付／時刻の変更後、UPまたはDOWNボタンを押すと設定

を実行します。

項目

YEAR

MONTH

DAY

HOUR

MINUTE

TIME/DATE SET

可変範囲

98～10

11～12

11～31

01～23

01～59

――

VF表示

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

備　考

年の設定

月の設定

日の設定

時の設定

分の設定

日付／時刻の確定

- T I ME / DATE -

¢YEAR : 9 8
MONTH : 0 1
DAY : 0 1
HOUR : 0 0
M I NUTE : 0 0

«T I ME / DATE SET

〈ノート〉

秒設定は行えません。必ず0秒スタートになります。
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MENU SELECT 2/3画面
メニューページの表示のON/OFFの設定を行います。各項目のON/OFFは画面の項目の前

の＊と・で表示されます。

可変範囲の＿はプリセットモードです。

USERメニュー；MENUスイッチをSETにすると表示されます。
ENGメニュー ；SHIFT/ITEMボタンとUPボタンを同時に押した状態でMENUスイッチをSETにすると表示されます。

項目

BATT/TAPE ALARM

FUNCTION 1/5

FUNCTION 2/5

FUNCTION 3/5

FUNCTION 4/5

FUNCTION 5/5

SUPER GAIN

LOW SETTING

MID SETTING

HIGH SETTING

可変範囲

ON
OFF

ON
OFF

ON
OFF

ON
OFF

ON
OFF

ON
OFF

ON
OFF

ON
OFF

ON
OFF

ON
OFF

VF表示

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

備　考

BATT/TAPE ALARM項目のUSER MENU
表示のON/OFF
ON ：項目を表示します。
OFF ：項目を表示しません。

FUNCTION 1/5項目のUSER MENU
表示のON/OFF

FUNCTION 2/5項目のUSER MENU
表示のON/OFF

FUNCTION 3/5項目のUSER MENU
表示のON/OFF

FUNCTION 4/5項目のUSER MENU
表示のON/OFF

FUNCTION 5/5項目のUSER MENU
表示のON/OFF

SUPER GAIN項目のUSER MENU表
示のON/OFF

LOW SETTING 項目のMENU表示の
ON/OFF

MID SETTING項目のUSER MENU表
示のON/OFF

HIGH SETTING項目のUSER MENU
表示のON/OFF

- M

M

ENU SELECT 2 / 3 -

¢
. BATT / TAPE ALAR
. FUNCT I ON 1 / 5
. FUNCT I ON 2 / 5
. FUNCT I ON 3 / 5
. FUNCT I ON 4 / 5
. FUNCT I ON 5 / 5

. LOW SETT I NG

. M I D SETT I NG

. H I GH SETT I NG

R. SUPE GA I N

＊：ON
・：OFF
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MENU SELECT 3/3画面
メニューページの表示のON/OFFの設定を行います。各項目のON/OFFは画面の項目の前

の＊と・で表示されます。

可変範囲の＿はプリセットモードです。

USERメニュー；MENUスイッチをSETにすると表示されます。
ENGメニュー ；SHIFT/ITEMボタンとUPボタンを同時に押した状態でMENUスイッチをSETにすると表示されます。

項目

LEVEL 1/6

LEVEL 2/6

LEVEL 3/6

LEVEL 4/6

LEVEL 5/6

LEVEL 6/6

VF OPERATION

LENS ADJ

TIME/DATE

可変範囲

ON
OFF

ON
OFF

ON
OFF

ON
OFF

ON
OFF

ON
OFF

ON
OFF

ON
OFF

ON
OFF

VF表示

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

備　考

LEVEL 1/6項目のUSER MENU表示
のON/OFF

LEVEL 2/6項目のUSER MENU表示
のON/OFF

LEVEL 3/6項目のUSER MENU表示
のON/OFF

LEVEL 4/6項目のUSER MENU表示
のON/OFF

LEVEL 5/6項目のUSER MENU表示
のON/OFF

LEVEL 6/6項目のUSER MENU表示
のON/OFF

VF OPERATION項目のMENU表示の
ON/OFF

LENS ADJ項目のUSER MENU表示の
ON/OFF

TIME/DATE項目のUSER MENU表示
のON/OFF

. T I ME / DATE

- MENU SELECT 3 / 3 -

¢
. LEVEL 1 / 6
. LEVEL 2 / 6
. LEVEL 3 / 6
. LEVEL 4 / 6
. LEVEL 5 / 6
. LEVEL 6 / 6
. VF OPERAT I ON
. LENS ADJ

＊：ON
・：OFF
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AUTO SHADING画面
AUTO SHADINGの設定を行います。BLACK、WHITEは矢印を項目に合わせて、UPまた

はDOWNボタンを押すと実行します。

項目

BLACK

WHITE（V.SAW）

BLACK COMPE

WHITE COMPE

可変範囲

――

――

ON
OFF

ON
OFF

VF表示

ENG

ENG

ENG

ENG

備　考

AUTO BLACK SHADING（DIGITAL
の起動）

AUTO WHITE SHADING（V.SAWの
起動）

デジタルブラックシェーディング補正

デジタルホワイトシェーディング補正

- AUT SHAD I NG -

¢BLACK
WH I TE ( V . SAW )
BLACK COMPE : ON
WH I TE COMPE : ON

O

INITIALIZE画面
MENU表示項目の設定をリセットします。→を項目に合わせて、UPまたはDOWNボタン

を押すと、設定を実行します。

項目

READ FACTORY
DATA

WRITE USER
DATA

可変範囲

――

――

VF表示

ENG

ENG

備　考

工場出荷データに戻します。

カメラのメモリーユーザーエリアに現状
の設定を書き込みます。

- I N I T I AL I ZE -

¢READ FACTORY DATA
DATAWR I TE USER

USERメニュー；MENUスイッチをSETにすると表示されます。
ENGメニュー ；SHIFT/ITEMボタンとUPボタンを同時に押した状態でMENUスイッチをSETにすると表示されます。

可変範囲の＿はプリセットモードです。

〈ノート〉

カメラ IDは、工場出荷状態に戻りません。

DIAGNOSTIC画面
使用状況やソフトウェアバージョンを表示します。

- D I AGNOST I C -

OPERAT I ON : 0 0 0 0 0  ∑ 1 0 h
DRUM RUNN I NG : 0 0 0 0 0 ∑ 1 0 h
THREAD I NG : 0 0 0 0 0 ∑ 1 0

VTR SYSCON Ve r < 1 . 0 >
CAM SYSCON Ve r < 1 . 0 >
DATA ROM Ve r < 1 . 0 >
DV Ve r < 1 . 0 0 0 0

XX . XX XX.
>

項目

OPERATION

DRUM RUNNING

THREADING

VTR SYSCON

CAM SYSCON

DATA ROM

DV

可変範囲

――

――

――

――

――

――

――

VF表示

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

備　考

電源ONでの使用時間

ドラムの回転時間

ローディング回数

ソフトのバージョン表示

ソフトのバージョン表示

ソフトのバージョン表示

ソフトのバージョン表示
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電源を入れた直後や操作中に異常が検出されると、表示窓（LCD）、WARNINGランプ、

ビューファインダ内のランプ、スピーカーやイヤホンからの警告音が異常発生を知らせます。

表示窓（LCD） ランプ

項目

RF

SERVO

HUMID

SLACK

警告
表示

RF

SERVO

HUMID

SLACK

警告
表示
状態

点灯
＊1）

点灯

点灯

点滅

バッテリー
残量
表示

テープ
残量
表示

WARN-
ING
ランプ

4回／
1秒
点滅

4回／
1秒
点滅

点灯

4回／
1秒
点滅

REC
ランプ

4回／
1秒
点滅

4回／
1秒
点滅

4回／
1秒
点滅

4回／
1秒
点滅

警告音

4回／
1秒
＊1）

4回／
1秒

4回／
1秒
＊1）

連続音
＊2）

連続音

警告内容

ビデオヘッドの目
詰まり、記録系の
異常。

サーボの乱れ

結露

テープの巻取り異常

VTR（部）の
動作

ヘッドの目詰まり
を検出して警告音
を出します。正し
く記録できないと
きがあります。

記録は継続します
が、正しく記録で
きない場合があり
ます。

記録を継続します
が、テープ貼りつ
きを起こすと、記
録停止します。
再生、早送り、巻
戻しの動作は停止
します。

表示窓（LCD）の
タイムコード表示
位置にエラーコー
ドが出ます。
VTRは停止します。

対　　策

ヘッドクリーニン
グをします。
クリーニング後も
正しく記録できな
いときは、電源を
切り、販売店にご
相談ください。

電源を切り、販売
店にご相談くださ
い。（テープ走行
開始時に一瞬点滅
して消える場合が
ありますが、異常
ではありません。）

テープ走行を停止
し、再度電源を入
れてもなおHUMID
表示が消えない場
合は、消えるまで
お待ちください。

表示窓のエラー
コードを確認し
（131 ページ参
照）、販売店にご
相談ください。

＊1）記録中　＊2）再生、早送り、巻戻し中

〈ノート〉

ビデオヘッド目詰まり等でクリーニングテープがない場合は、一度STOPモードにしてからサイドパネル部のRESET

ボタンを押した状態でSTOPボタンを再度押してください。押している間、最大10秒までクリーニングローラがヘッ

ドクリーニングします。
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表示窓（LCD） ランプ

項目

TAPE
END

BAT-
TERY
END

警告
表示

E TAPE F

E BATT F

警告
表示
状態

点滅
＊1）

点滅

点滅

点滅

バッテリー
残量
表示

1/7個
表示

7/7個
表示

テープ
残量
表示

1/7個
表示
ビュー
ファイ
ンダ内
の5-0
が点滅

7/7個
表示

WARN-
ING
ランプ

1回／
1秒
点滅
＊1）

点灯

1回／
1秒
点滅

点灯

REC
ランプ

1回／
1秒
点滅

4回／
1秒
点滅

1回／
1秒
点滅

1回／
1秒
点滅

警告音

4回／
1秒

連続音

4回／
1秒
＊1）

連続音

警告内容

テープの終端間近

テープ終端

バッテリーの消耗
間近

バッテリーの消耗

VTR（部）の
動作

動作を継続

記録、再生、早送
り中は動作停止。

動作を継続

動作停止

対　　策

必要に応じてテー
プを交換

カセット交換、ま
たはテープを巻戻
します。

必要に応じてバッ
テリーを交換

バッテリーを交換

＊1）記録中　＊2）再生、早送り、巻戻し中

〈ノート〉
・本機に接続したAG-7450Aなどの外部VTRに異常が発生した場合、本機側ではRECランプやタリーランプによってのみ、警告が表示さ
れます。
・外部VTRを26ピン／12ピン出力アダプタに接続し、内部VTRと外部VTRで同時記録を行っているときは、どちらのVTRに異常が発
生しても、RECランプやタリーランプが点滅します。各VTRの警告表示部を見てエラー内容を確認してください。

警告システムの優先順位は以下のとおりです。
1 SLACK
2 BATTERY END
3 TAPE END
4 BATTERY NEAR END
5 TAPE NEAR END
6 HUMID
7 SERVO
8 RF
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EJECTボタンを押してもカセットを取り出せないときは、ドライバー等でEMERGENCY
スクリューを押しながら回すと、カセットを取り出すことができます。

1 VTRの電源をOFFにします。

2 図のようにゴムキャップを外し、プラスドライバーをEMERGENCYスクリュー（赤色）
の十字部に挿入します。

3 ドライバーを押しながら、カセットアップするまでEMRGENCYスクリューを反時計方
向に回転させます。

4 カセットを取り出します。

5 ゴムキャップを元に戻します。
〈ノート〉
1. 緊急以外はこのEMERGENCYスクリューを回さないようにしてください。
2. スクリューは時計方向に回さないでください。またカセットアップした後はそれ以上回転
させないでください。メカニズム部を破損させるおそれがあります。

3. カセットアップした後は、カセットホルダを閉めてもロックしません。必ず電源を再投入
し、メカニックの動作をリセットさせてから、カセットホルダを閉めてください。

カセットホルダー

EMERGENCY
スクリュー

電源をOFFに
します。

押しながら回します。

A

B

C

内　容

ソレノイド異常

サーボがロックしていません。

結露の発生。

供給リールの異常

巻取りリールの異常

キャプスタン異常

シリンダーの異常

ローディング異常

エラーコード

何らかの原因で本機にエラーが発生したときには表示窓に下記のエラーコードを表示します。

コードNo.

8

9

A

B

C

D

E

F
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ヘッドクリーニング
ヘッドクリーニングが必要な場合には、クリーニングカセットAJ-CL12MPをお使いください。

使用方法を誤りますとビデオヘッドを傷めることもありますので、ご使用の際は、クリーニ

ングテープの取扱説明書をお読みください。

ビューファインダ内のクリーニング
・汚れを取るとき、シンナーなどの溶剤を使用しないでください。

・レンズをふくときは、市販のレンズクリーナーを使用してください。

・ミラーは絶対拭かないでください。

ゴミなどが付着しているときは、市販のエアーブロアで取り除いてください。

CCDカメラ特有の現象について
スミア

高輝度の被写体を撮影した場合に発生することがあります。この現象は電子シャッタースピー

ドが早くなるほど発生しやすくなります。

本機を冷たい場所から暖かい場所へ移したり、湿気の多い場所で使用すると、空気中に含ま

れる水蒸気がヘッドドラムに水滴となって付着することがあります。これを「結露」といい、

このような状態のときにテープを走行させると、テープがドラムに張りつきやすくなります。

次のような点にご注意ください。

・結露の可能性がある状況で本機を移動するときは、テープは取り出しておいてください。

・テープを入れる前に、電源スイッチを「ON」にして、表示窓にHUMID表示が点灯してい

ないことを確認してください。

点灯する場合は、表示が消えるまでテープを入れないでください。

結露

HUMID表示が�
点灯していない。�
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撮影の前に次の点検を行い、システムが正常に動作することを確認してください。
カラーモニターを使って画像のチェックをすることをおすすめします。

点検の準備

1 充電済みのバッテリーを挿入します。

2 POWERスイッチを「ON」にし、HUMID表示が出ないこと、BATTERY表示が5個
以上点灯していることを確認します。
・HUMID表示が現れたときは、表示が消えるまで待ってください。
・バッテリー残量表示が5個以上点灯していないときは、十分に充電したバッテリーと
交換してください。

3 カセットホルダー、トップパネル周辺にケーブルなどがないことを確認した後、EJECT
ボタンを押してカセットホルダーを開けます。

4 次の点を確認した後、カセットを挿入し、カセットホルダーを閉めます。
・カセットが誤消去防止状態になっていない。
・テープにたるみがない。

スイッチを次のように設定します。

2 1

2

4
3

カメラ部の点検

絞り: 自動�
ズーム: 自動�

OUTPUT/AUTO KNEE: BARS

VTR SAVE/STBY: STBY

WHITE BAL: AまたはB

GAIN: 通常は0dB。暗すぎるときには�
　　　 適切なゲインに設定します。�



撮影前の点検

134

ビューファインダの点検

1 ビューファインダの位置を調節します。

2 ビューファインダ画面にカラーバーが映ることを確認した後、BRIGHT つまみ、

CONTRASTつまみ、PEAKINGつまみで、ビューファインダ上のカラーバーがきれい

に映るように調整します。

3 次の点を確認します。

（1）MENU SET/OFFスイッチを「SET」にして、ビューファインダ画面に設定メニュー

が表示される。

（2）PAGEボタンを押して、設定メニューのページが切換わる。

（3）SHIFT/ITEMスイッチを押し、ページ内でカーソルが移動する。

（4）UPまたはDOWNボタンを押して、カーソルで選択した項目の設定値や、ON/OFF

表示が切換わる。

4 OUTPUT/AUTO KNEEスイッチを「CAM」にし、CCとNDの各FILTERつまみを切

換えます。

つまみの位置に対応し、ビューファインダ画面のFILTER表示の数字が変わる。

5 以下の操作を実行し、（！）LEDページでONに設定した項目を操作したとき、（！）ラ

ンプが点灯することを確認します。

（1）GAINスイッチでゲインを0dB以外の値に設定する。

（2）SHUTTERスイッチを「ON」にする。

（3）WHITE BALスイッチを「PRST」にする。

（4）レンズエクステンダーを入れる。

（5）FILTERつまみを1以外に設定する。

6 SHUTTERスイッチを「ON」から「SEL」側に繰り返し押し、ビューファインダ画面

でシャッターの設定が変わることを確認します。

7 適当な被写体にレンズを向け、フォーカスリングを回して、ピントを合わせます。

ビューファインダに画像が映ることを確認します。

8 AUDIO IN CH 1/CH 2スイッチを両方とも「FRONT［MIC］」に、メニューのVF

DISPLAYぺージでLEVEL METERを「CH1」にします。

前部のMIC INコネクタにつないだマイクから音を入力すると、ビューファインダ画面に

音声レベルが表示されることを確認します。

メニューのVF DISPLAYぺージでLEVEL METERを「OFF」にすると、ビューファイ

ンダの音声レベル表示が消えることを確認します。

9 ZEBRAスイッチの設定を「ON」にすると、ビューファインダ画面にゼブラパターンが

表示され、「OFF」にすると消えることを確認します。

〈ノート〉

ステップ3～6の項目や機能は、設定状況によって表示されない場合や動作しない場合があ

ります。本機をエンジニアモードに切換え、メニューのVF DISPLAYページでDISPLAY

MODEを「3」に設定し、SHUTTER SPEED、（！）LED、MENU SELECT1/3～3/3

ページで、必要な項目を設定してください。
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絞り、ズーム機能の点検

1 VTR SAVE/STBYスイッチを「SAVE」にし、ビューファインダ内のVTR SAVEラ
ンプが点灯することを確認します。

2 VTR SAVE/STBYスイッチをSTBYにして、VTR SAVEランプが消灯することを
確認します。

3 F-RUN/R-RUNスイッチを「R-RUN」にします。

4 DISPLAYスイッチを「CTL」にします。

5 本機のVTR STARTボタンを押し、次の項目を確認します。
・テープのリールが回転する。
・カウンター表示部の数値が変わる。
・ビューファインダ内のRECランプが点灯する。
・表示窓のRF、SERVO表示が点灯しない。

6 本機のVTR STARTボタンをもう一度押します。
テープが止まり、ビューファインダ内のRECランプが消えることを確認します。

7 レンズのVTRボタンを使って、ステップ5および6と同じ動作を確認します。

8 RESETボタンを押し、カウンタ表示部の数値が「00：00：00：00」になることを
確認します。

9 LIGHTスイッチを「ON」にし、表示窓が照明されることを確認します。

10 REWボタンを押し、しばらく巻き戻してからPLAYボタンを押します。
記録、再生、巻き戻しが正常に動作することを確認します。

11 FFボタンを押し、早送りが正常に行われることを確認します。

1 ズームを電動ズームモードにして、電動ズームの確認をします。
画像が望遠、広角と変わることを確認する。

2 ズームを手動ズームモードにし、手動ズームの確認をします。
手動ズームレバーを回し、画像が望遠、広角と変わることを確認します。

3 絞りを自動調整モードにし、明るさの違う被写体にレンズを向け、自動絞り調整が働く
ことを確認します。

4 絞りを手動調整モードにし、絞りリングを回し、手動絞りの調整を確認します。

5 瞬間絞り自動調整ボタンを押しながら、明るさの違う被写体にレンズを向け、瞬間絞り
自動調整機能の確認します。

6 絞りを自動調整モードに戻し、GAINスイッチの設定をL、M、Hと切換えて次の点を
確認します。

・設定の切換えに応じて、同じ明るさの被写体に対し絞りが調整されます。
・設定の切換えに応じて、ビューファインダ画面のゲイン値表示が切換わります。

7 エクステンダー付きのレンズを装着しているときは、エクステンダーを使用位置にし、
正常に働くことを確認します。

「（1）テープ走行の点検」から「（4）イヤホン、スピーカーの点検」までは連続して行って
ください。

VTR部の点検
（1）テープ走行の点検



撮影前の点検

136

（2）音声レベル自動調整機能の点検

1 外部マイクをAUDIO IN CH 1、CH 2コネクタに接続します。

2 AUDIO IN CH 1/CH 2スイッチを「REAR［MIC］」にします。

3 マイクを音源に向け、表示窓の音声レベルメーター、ビューファインダ内の音声レベル表

示が音の大きさに合わせて変わることを確認します。1本のマイクを各チャンネルにつな

ぎかえ、チャンネルごとに点検することもできます。

1 AUDIO SELECT CH 1/CH2スイッチを「AUTO」にします。

2 AUDIO IN CH 1/CH 2スイッチを「FRONT［MIC］」にします。

3 MIC IN端子につないだマイクを適当な音源に向け、CH 1/CH 2両方のレベル表示が音

の大きさに合わせて変わることを確認します。

（3）音声レベル手動調整機能の点検

1 AUDIO IN CH 1/CH 2スイッチを「FRONT［MIC］」にします。

2 AUDIO SELECT CH 1/CH 2スイッチを「MAN」にします。

3 AUDIO LEVEL CH 1/CH 2つまみを回します。

右に回すと、レベル表示が増えることを確認します。

（4）イヤホン、スピーカーの点検

1 VTR SAVE/STBYスイッチを「STBY」にします。

2 MONITORつまみを回し、スピーカーの音量が変わることを確認します。

3 イヤホンをPHONES端子に接続します。

スピーカーの音が切れ、イヤホンからマイクの音が聞こえることを確認します。

4 MONITORつまみを回し、イヤホンの音量が変わることを確認します。

（5）外部マイクを使う場合の点検

1 必要に応じてユーザービットを設定します。

・設定のしかたについては「ユーザービットを設定するには」（82ページ）をお読みください。

2 タイムコードを設定します。

・設定のしかたについては、「タイムコードを設定するには」（81ページ）をお読みください。

3 F-RUN/R-RUNスイッチをR-RUNにします。

4 VTR STARTボタンを押します。

テープ走行とともにカウンタ表示部の数値が変わることを確認します。

5 もう一度VTR STARTボタンを押します。

テープが止まり、カウンタ表示部の数値が変わらなくなることを確認します。

6 F-RUN/R-RUNスイッチを「F-RUN」にします。

カウンタ表示部の数値がテープ走行に関係なく変わることを確認します。

7 DISPLAYスイッチを「UB」にします。

設定したユーザービットが表示されることを確認します。

（6）タイムコード、ユーザービットに関する点検
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一般

撮像素子 2/3インチ　オンチップM-FIT型CCD

方式 RGB 3CCD方式

画素数 52万画素

分光系 F1.4プリズム方式

内蔵フィルター A：クロス 1：CLEAR

B：3200K 2：1/4ND

C：4300K 3：1/16ND

D：6300K 4：1/64ND

量子化 10ビットA/D（R、G、B各チャンネル）

デジタル信号処理 16ビット長演算　18MHz/36MHz

水平駆動周波数 18.0MHz

プログラマブルゲイン －3/0/3/6/9/12/15/18/21/24/30dBより3ポジションを設定可能

スーパーゲイン 30dB

シャッタースピード 1/100、1/120、1/250、1/500、1/1000、1/2000秒

シンクロスキャンモード：1/30.2～1/57.4（S）1/61.7～1/250（S)

レンズマウント 2/3″用バヨネット型

感度 F9（2000lux、89.9%反射）

最低被写体照度 1.6lux（F1.4、＋30dB）

映像S/N 63dB（標準）

水平解像度 750本（中心）

垂直解像度 400本（ノーマルモード）／450本（SUPER Vモード）（標準）

サンプリング周波数 18MHz

レジストレーション 0.05%以下（全域）（レンズ除く）

幾何学ひずみ 測定限界値以下（ただし、レンズ除く）

電源電圧 DC12V

消費電力 28W

動作周囲温度 0℃～＋40℃

保存温度 －20℃～＋60℃

動作周囲湿度 85％以下（相対湿度）

連続動作時間 約90分（アントントリムパック14、一個使用時）

重量 6.6kg（本体、ビューファインダ、レンズ、バッテリーパック、テープ、

マイク含む）

外形寸法 122.5（幅）×204（ハンドル含む）（高さ）×313（奥行）㎜

カメラ部

ビューファインダ
ブラウン管 1.5インチモノクローム

水平解像度 600本（中心）

外部調整器 VR ：BRIGHT、CONTRAST、PEAKING

SW：TALLY、ZEBRA
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VTR部

付属品

VTR映像系（標準再生機で再生時）
帯域 Y：30Hz～5.75MHz＋1.0dB/-3.0dB

PB、PR：30Hz～2.75MHz＋1.0dB/-3.0dB
S/N 55dB以上
Kファクター 2%以内
（2Tパルス）
Y/Cディレイ 30ns以内

VTR音声系（標準再生機で再生時）
サンプリング周波数 48kHz（ビデオに同期）
量子化 16ビット
周波数特性 20Hz～20kHz±1.0dB（基準レベルにて）
ダイナミックレンジ 85dB以上（1kHz、AWTDにて）
ひずみ率 0.1%以内（1kHz、基準レベルにて）
ワウ・フラッタ 測定限界値以下
ヘッドルーム 20dB
エンファシス T1＝50μs、T2＝15μs（ON/OFF可）

VTRテープ走行系
使用テープ 1/4インチDVCPRO用Mカセットテープ
テープ速度 67.640㎜/s（50Mbps時）

33.820㎜/s（25Mbps時）
録画／再生時間 約33分（50Mbps、AJ-5P33MP使用時）

約63分（25Mbps、AJ-P63MP使用時）
FF/REW時間 約3分（AJ-5P33MP、AJ-P63MP使用時）

コネクタ部
入力
AUDIO IN CH 1/CH 2 MIC/LINE切換式、平衡、10kΩ以上
（XLR、3ピン、オス） MIC ：－60/－50/－40dBuにメニュー設定可

ファントム＋48V、ON/OFF切換可
LINE：－6/0/＋4dBuにメニュー設定可

MIC IN（XLR、3ピン、メス） ファントム＋48V、平衡、3kΩ
－60/－50/－40dBuにメニュー設定可

GENLOCK IN（BNC）（VIDEO IN兼用） 1.0Vp-p 75Ω
（EVF確認可、メニュー切換により記録可）

TIME CODE IN（BNC） 0.5V～18Vp-p、10kΩ

出力
CAMERA OUT（BNC） 1.0Vp-p 75Ω
VIDEO OUT（BNC） 1.0Vp-p 75Ω
AUDIO OUT ＋4dBu、平衡、ローインピーダンス
（XLR、3ピン、メス） CH1/CH2/MIX選択可
TIME CODE OUT（BNC） 1.5Vp-p、75Ω
PHONES（ステレオミニジャック×2）

その他
DC IN（XLR、4ピン、オス） DC12V
DC OUT（4ピン） DC12V 100mA
LENS（12ピン）
REMOTE（ECU、6ピン）

ショルダーベルト（1）
SONY社対応バッテリー端子（ビス含む）
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電源関連
バッテリーパック　AU-BP220、AU-BP402

バッテリーチャージャ　AG-B425（バッテリーパックAU-BP220、AU-BP402充電用）

バッテリーケース　AU-M402H

ACアダプタ　AJ-B75

ビデオカセットテープ
メタルテープ　AJ-5P33MP、AJ-P12MP、AJ-P23MP、AJ-P33MP、AJ-P63MP

ビューファインダ
5インチビューファインダ

外部VTR関連
ポータブルビデオカセットレコーダ　AU-55H、AG-7450A

VTRアダプタ　AG-S745（ポータブルVTR AG-7450A接続用）

26ピン／12ピン出力コネクタ　AJ-YA900P

エクステンションコントロールユニット　AQ-EC1

接続ケーブル
・26ピンインターフェースへの外部VTR接続用

・14ピン／26ピンインターフェースへの外部VTR接続用

・マルチコネクタケーブル　SHAN-C12TCA

オーディオ機器
マイクロホンキット　AJ-MC700P

ステレオマイクロホン

マイクホルダー　AJ-MH700P

ワイヤレスマイク受信機　WX-RA700

カメラアタッチメント　WX-R980

保守用製品
クリーニングテープ　AJ-CL12MP

ソフトキャリングケース　AJ-SC700H

キャリングケース　AJ-HT900

レインカバー　SHAN-RC700

その他
Picture Linkアダプタボード　AJ-YAP900

関連機器
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